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口第 31 沖数教研究大会の開催にあたって
沖縄県数学教育会会長 又 吉 孝 一

「個を生か し、生きる力をはぐくむ算数・数学教育」を研究テーマとして、第 31回沖数教研

究大会を開催することができ喜びにたえません。これまで本会の充実 。発展のためにご尽力いた

だきました先輩方並びに会員の皆様に心から感謝申し上げます。

さて、平成 14年度からの完全学校週 5日制導入に始まり、新学習指導要領の実施、学校評議

員制度や学校評価などの開かれた学校づ くりの推進、少人数教育や習熟度別学習の推進、中高一

貫教育の導入、通学区域の拡大、大学入学資格検定制度の改正など教育改革の嵐がめまぐるしく

進行 しています。今後もさらに教育改革が進められるものと予想されます。各学校は、時代の流

れに押 し流されることがないように、教職員間の共通理解を図ることを不可欠な条件として、「 1

時間 1時間の授業の充実」、「子どもたちの学力向上 。自己実現」、「保護者 との連携」、「地域か

らの信頼」等を視点において、 しっか り腰をすえて取 り組んでい く必要があ ります。そのため、

教職員は、児童生徒に対 して、「基礎・基本の定着を図 り」、「定着の遅い生徒へのケアを行い」、

「わかる喜びを体験させ」、「学び方を獲得させ」、「家庭学習習慣をつけさせる」とともに、「保

護者 。地域社会との連携」、「小中高の連携」を進め、「情報交換」をますます密にすることが求

められています。

ところで、本年度は、 6月 22日 (火 )に那覇の県青年会館における総会及び教育講演会の開

催、 8月 3日 (火 )か ら 6日 (金 )ま での日数教 。九数教大会への参加 (発表者 19名、指導助

言 2名、外参加者 27名 )、 10月 6日 (水 )の嘉数中学校における約 80名 参加 しての「小中

高合同研究会」の開催、平成 19年度九数教沖縄大会に向けた準備委員会の開催、そして、本日

の研究大会、 一歩一歩確かな研究会活動が展開されています。

本国の研究大会では、小 。中・高校の各部会において、公開授業、研究発表などが予定されて

お りますが、今後の実践に生かせるよう、率直な研究協議・情報交換をしていただきたいと思い

ます。

最後になりましたが、授業研究協力者の先生方、研究発表の先生方、指導助言を賜 ります先生

方、本日の大会の企画運営にご尽力下さいました役員 。事務局の先生方、並びに、会場校の宜野

湾小学校の校長先生は じめ諸先生方のご協力に心から感謝申し上げ第 31回研究大会のあいさつ

といたします。

平成 16年 11月 13日
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第 31回沖縄県数学教育会総会

平成 16年 6月 22日 (火 )

沖縄県青年会館



ロ

2.場 所

3。 日 程

第 31 沖縄県数学教育会総会 要項

1。 日 時  平成 16年 6月 22日 (火 ) 14:00～ 17:30

沖縄県青年会館

¬=900‐ 0033

沖縄県那覇市久米 2‐ 15‐ 23

TEL(099864‐ 1780

①沖数教理事代議員会 14:00～ 15:00 (2F 梯梧の問)

②講  演      15:00～ 16:30 (2F 梯梧の間)
講師 宇田津 ―一 郎 先生(元宮崎県立宮崎西高等学校校長)
演題  「算数・数学教員に期待すること」

③各部総会      16:30～ 17:00
小学部総会 (3F 守礼の間)

中学部総会 (3F 中山の問)

高校部総会 (2F 梯梧の間)

④沖数教総会    17:00～ 17:30 (2F 梯梧の間 )
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第 31回沖縄県数学教育会研究大会

平成 16年 11月 13日 (土 )

宜野湾市立宜野湾小学校



第 31 沖縄県数学教育会研究大会要項ロ

研 究

月
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日
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２

　

３

4

主題

日

所

程

《小学校部会》

「個を生かし,生 きる力をはぐくむ算数教育」

平成 16年 11月 13日 (土 )
全体会場 沖縄県宜野湾市立宜野湾学校
小学部会 沖縄県宜野湾市立宜野湾学校  3F6年 ワークスペース

受   付     9:00 ´ヽ′  9:30
公開授業   9:30 ～ 10:15  6年 1組
休  1憩、   10:15 ～ 10:25
講  演   10:25 ～ 12:10  司会 :宮
① 会長挨拶      永 山 カヨ子
② 会場校歓迎のことば 宮 城 邦 子
③ 講師紹介      永 山 カヨ子
④ 講  演      山 本 良 和
⑤ 質疑応答・意見交換

閉   会     12:10～ 12:20

お礼のことば 稲 嶺 i證 子

事務連絡   宮 里   晋
山 本 良 和  (筑波大学付属小学校 )

担任 :野村英理 児童数 36名

里   晋
10:25  ～  10:30

10:30 ～  10:35

10:35  ～  10:40

10:40  ～  12:00

12:00  ～  12:10

12:10 ～

～  12:20

5 講  師
6 公開授業

7 演 題   「 算数力を育てる授業 」
8 大会当日の役員

学 年 題 材 指 導 者 勤 務 校

6年 組 ニセモノを探せ ! 山 本 良 和 筑波大学付属小学校

係   名 氏 名

総  務 永山カヨ子,稲嶺證子,官城邦子,神村洋子,小波津俊一

運   営 宮里 晋,片平雅明,玉城 有,城間修司,森  力

会場設営 宮里 晋,玉城 有,宜保 康

湯   茶 宮城若子,安里千賀子,田 島小野美

受  付 玉城 有,奥間千賀子,与儀真理子,浦崎さお り

駐車場・立て看 永山 清,城間修司,森  力

ヲ村   ネL 永山カヨ子,宮城邦子
△

計ユ ヽ 奥間千賀子

浄   書 宮里 晋

記   録 長尾順子
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《中学校部会》

1 研究主題  「自ら学び,自 ら考える力をはぐくむ数学教育」

2 会  場  宜野湾市立宜野湾小学校

3 期  日  平成 16年 11月 13日 (土 )

4  日   程 9:00  ～

9:30  ～

10:50 ～

11:00 ～

受  付
研究発表①②

休憩・移動

記念講演

9:30

10:50

11:00

12:30

研究発表①②

休憩・移動

記念講演

5 研究発表
①「学ぶ意欲をはぐくむ授業の工夫」  門口安光(琉球大学付属中学校)

―数学的活動を通して一

②「数学的な見方や考え方のよさを深める授業の工夫」  辺土名勉(有銘中)
一多項式における課題学習を通して一

6 中 0高部会合同講話
「」

7 大会当日の役員

8 指導助言  喜屋武元一(県立総合教育センター指導主事)

運営委員

官城肇(港川中),新里利和(港川中),鹿川義晃(嘉数中),大山盛巌 (寄宮中)

多和田勝(津堅中),内間靖(鏡原中),営銘剛(沖縄東中),千葉康成(名護中)

門目安光(琉大附中),神谷一夫(伊良波中),嵩西淳(港川中)

受  付 上江田里夏(石田中),仲村美智子(城北中),山内ひとみ(宜野座中)

司  会 <研究会 >多和田勝(津堅中)

記  録 <研究会 >大山盛巌(寄宮中)

写  真
<研究会 >嵩西淳(港川中)

<講演会 >嵩西淳(港川中)
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《高等学校部会》

1 研究主題   「個を生かし,生きる力をはぐくむ数学教育」
2 会  場   宜野湾市立宜野湾小学校学校 (2階 )
3 日  程   平成 16年 11月 13日 (土 )

受  付   9:00～ 9:30     質疑応答 10:30～ 10:40
研究報告   9:30～ 9:50     1着導助言・ 10:40～ 10:50

研究:発表①  9:50～■0:10     休   憩、 10:50～ 11:00

研究発表② 10:10～ 10:30    講 演 会 11:00～ 12:30
4 研究大会    司 会
(1)開会のことば  司 会
(2)研究報告

① 「診断テス ト委員会の報告」・・・・儀 間   仁 (診断テスト委員会:北中城高校 )
(3)研究発表

① 「数学における課題解決学習の実践

～具体的操作・体験学習を通して～」・・・新 垣 公 崇 (北部農林 高校 )
② 「電卓で立方根 ～数列・極限の応用～」 ・・・上江洲   隆 (西  原 高校 )
(4)指導助言  慶 田 喜 貝I」 (県立学校教育課主幹 )

渡 口   恵 (県立学校教育課指導主事)
(5)閉会のことば  副会長
5 中高合同講演会  司 会
講師紹介

講  演   演 題  『               』

講 師 高 橋   均 氏 (東京大学教育学部附属中・高等学校教諭 )
お礼のことば

6 大会当日の役員
総務 会 長 中 村 一 男 (開  邦 )
副会長 兼 島 信 雄 (首 里)湖 城   孝 (西 原)金 城   啓 (宜野座 )
事務局 伊志嶺 嘉 典 (那覇国)

運営委員 (研究集会委員 )

多和田   実 (浦 添)西 原   誠 (那覇国)宮 城 広 行 (名  護 )
安仁屋 宗一郎 (浦 添)饒 波 智 美 (浦  添)
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講 演 会

《小学校部会》 10:40 12:00

演 題  「算数力を育てる授業」

《中学校・高校合同講演会》 11:00 12:30

山 本 良 和 氏

(筑波大学付属小学校)

高 橋   均 氏

(東京大学教育学部附属中・高等学校)

ツ寅 題  「中。高の連携を考えた授業のありかた」
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沖数教 第 27回小中高合同研究会

平成 16年 10月 6日 (水 )

宜野湾市立嘉数中学校



沖 数 教 第 27回 小 中 高 合 同 研 究 会 要 項

日時 :平成 16年 10月 6日 (水)PM 14:00～ 17:00
場所 :宜野湾市立 嘉数中学校

テーマ|「個を生かし,生きる力をはぐくむ算数0数学教育]

日程

14:00⌒‐14:40 受付

14:40～ 15:30 研究授業「 文字式の計算 」 場所 :( 数学教室,英語教室 )

対 象 1年 6組 授業者 鹿川義晃先生,金城律子先生 (嘉数中学校教論)

15:30～ 15:40 会場整理 (移動 )

15:40～ 15:50 小中高合同研究会
開会の挨拶 木‐村 正 義
会長挨拶  又 吉 孝 一
歓迎の挨拶 仲 本 賢 輝

(沖数教副会長)

(沖数教会長)

(嘉数中学校校長)

15:50～ 16:10 研究授業についての質疑応答及び指導助言
助言者 大 城   章  (与勝中学校校長)

16: 10～ 16:40 研究1発表
①「数学的な考え方を生かす個に応じた指導の工夫」

・ 000宜 保   康  先生 (勝連小学校)
②「『振り返り』を身に付けさせる学習指導」

・・・・末 吉   敦  先生 (名護高等学校)

16:40^V16:55 質疑応答

16:55～ 17:00 閉会の挨拶 永 山 カヨ子  (沖数教副会長)

事務連絡  金 城 栄 一  (沖数教事務局長)
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(浦添高)
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(名 護 高)
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※研究会終了後,懇親会 (5:00～6:00PM)は 20人ほど参加 しました。
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《研究授業について》

○鹿 り|1 義 晃 先生 ,金  城  律 子 先生 (嘉数 中学校)「 文字式の計算」
※授業者の感想

・鹿川義晃先生感想

研究授業を経験 させていただいて大変勉強になった。今回は、見せ るための授業では

な く、普段のあ りのままの授業 を見て頂いた。普段 よ りは若干掲示物は多めに作成 して

いるが、それ以外に関 しては普段 どお りのあ りのままの授業であった。今回の授業を通

して、他の学校か らご意見を頂 き、今後の嘉数 中学校や全県的な数学力の向上のために

生か していきたい。

・金城律子先生感想

プ レッシャーを感 じなが らの授業であったが、大変勉強になる機会であった。基礎 ク

ラスなので丁寧にと思い授業を しているため、日頃思 うよ うに授業が進まない事がある。

ア ドバイス、助言等を頂きたい。

※質疑 ,意見など

Q:仲 宗根先生 (琉球大学 )
伸び伸び と授業を している授業風景で大変良かった。標準クラス、基礎 クラスの分

け方を教えて欲 しい。

A:1学 期中間テス トが終わった時点で計算速度がある、四則演算が出来ている生徒は標

準 クラスヘ移動。平均点 80点 のテス トで、70点 のライ ンでクラス分けを している。

定期テス ト終了後にクラスの見直 しを行っている。

Q:金城栄一先生 (普天間高等学校 )
授業形態について (TT,一 斉授業)ど のよ うに しているか。

A:嘉数 中学校では習熟度別の授業 を しているが、TTも 大変効果的な方法だ と思 う。

Q:末 吉敦先生 (名 護高等学校 )
到達 目標はクラスによつて違 うのか。

A:日 標は同一に設定 してある。到達 目標が違 うと、評価の際不都合が生 じるため。

Q:到 達 目標が同 じであるとい うのは,授業のあ り方 も同 じなのか。基礎 クラスでは生

徒数が少ないので机間指導の際丁寧に指導できるとい う点で、標準 クラス とは違い

を持たせているのか。

A:最低 ライ ンの到達 日標が同 じ。標準クラスでは問題 を追加 した りして違いを持たせ

ている。

※指導助言 (大  城    章 :与勝 中学校校長 )
標準クラスの生徒のノー トの書き方が統一 されてお り、その指導 もされているよ うで

とても良い。基礎 クラスでは、本時の 目標が黒板に示 されてお り目標が明確で生徒にも

分か りやすい。

今 日の授業において、標準クラス、基礎 クラスの違いは どこに持たせているか。同 じ

到達 目標 を設定 しているとい うのはいいが、教材 の流れに、配列に違いを持たせてもい

いのではないか。生きてい く上では四則演算だけで事足 りるが、中学校で文字式を扱 う

ことの利点 とは何かを、もっと考 えさせ る時間を与えたほ うが良かった。そ うす る事で、
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生徒の出番 も増え、またそ こか ら、文字式で表現す る事での数学のスマー トさを伝 える

事ができただろ う。

《研究発表について》

○宜 保   康 先生 (勝連小学校 )「 数学的な考え方を生かす個に応 じた指導の工夫」

Q:長 嶺先生 (仲井間中学校 )
習熟度別の高い集団の発表がお もだったが、補充的集団の指導は どうであったのか、

形成評価で補充的なクラスに入った生徒は発展的なクラスの子 どもたちが 5。 6時間 目

にや つた課題 まで進む ことができないか もしれないがそのまま補充的な内容で この単元

を終 えたのか、補充的な問題 をや っておいて最後の 1時間で発展的な クラスのよ うな課

題に取 り組みその子たちな りの何かを引き出 してまとめたのか、

A:宜 保
発展的な学習内容については次のように捉えている。共通的な学習の単元が終わった

時点でその内容が身に付 いている児童 に対 して行 った。それが身に付 いていない児童は

繰 り返 し指導や場面 を変 えて もう一度振 り返ってい くと考 えている。 できた児童は発展

的な学習、できなかった 。身に付いてなかった児童は共通学習の内容 を繰 り返 した り、 場
面を変える、具体物 を使 った算数的な活動を取 り入れ るな どの手だてを講 じた。最後 に
総括評価のためのテス トを行って評価を した。補充的な集団にいたか ら B、 発展的な 集
団にいたか らAと い うことではなく、最後の総括評価で決まる。補充的な集団は発展 的
な内容 を行わずに繰 り返 し指導を中心にこの単元を終えた。

※長嶺先生 (仲井間中学校 )

サブテーマが 「数学的な考えを生かす個に応 じた指導」なので補充的な集団にいた子

どもの中で も課題 を与えた ときにそのその子達な りの程度 に応 じた解決策 を出 して くる

ことが考 え方 を伸ばす ことにつながると考 えたので、補充的な集団にも発展的な集団 と

同 じ課題 を与えても面白かったのでは、 とい う意味で質問を した。

Q:(那 覇西高校 )
高校では演習問題 をす る時間の確保に苦労 しているが、小学校では ドリル的な問題 を

解 く問題演習の時間は とれ るのか

A:

小単元を終えた後に 0.5時 間や 1時間 とった り、指導計画を見直 した り、ま とめ時
間な どに演習問題 を行つている。

※司会

小学校 も演習問題 の時数の確保が厳 しく、どの学校 も四苦人苦 しているのが現状であ

る。

-9-



○末 吉  敦 先生 (名 護高等学校)「『振り返り』を身に付けさせる学習指導」

※質疑 ,意見など

意見 :長嶺肇先生 (仲西中学校 )

観点別評価については、小 中学校の方が大分進んでいる状況があるので、実状か らい

うと、4観点すべてを 1時 間の授業の中にすべて組み込む とい う事は小 中学校ではや っ

ていない。ポイン トになる観点か らその時間の評価 をす るとい うのは、 日新 しいもので

はなく、実際に行っている事である。観点別評価が導入 されてきたのは、指導要録にそ

の記入欄があるか らとい う理由か らではなく、ポイン トは指導 と評価の一体化であ り、

子 どもたちの段階が どこまで達 しているかを見ることにある。 4観点で見ることで子 ど

もたちの認識 している部分が分か りやす くなる。それを通 して、指導に生か していくこ

とが出来 る。子 どもたちが 自己評価 したもの と、教師が観点別評価で評価 したものがほ

とん ど同一のものであれば問題 ないが、ずれが生 じた ときに教師側 の授業に対す る反省

が出来る。指導要録に記入欄があるな しに関 らず、高校での授業向上のためにも導入 を

進めて欲 しい。
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平成 16年度 小中高校合同授業研究会 (嘉数中学校)

数学科学習指導案

授業日 平成 16年 10月  6日 (水)5校時
学校名 宜野湾市立嘉数中学校
学級名 1年 6組 (計 49人 )
標準コース (男子 16人 ,

基礎コース (男子 5人 ,
授業者 鹿川 義晃 (標準
金城 律子 (基礎

女子 人 )

コー

コー

1 単元名

2 単元の日標

2章 。文字と式

文字を用いて関係や法則を式に表現したり式の意味を読みとったりする能力を養うとともに,
文字を用いた式の計算ができきるようにする。

(1)文字を用いることの意義を理解する。
(2)文字を用いた式における乗法,除法の表し方を知ること。
(3)簡単な一次式の加法と減法の計算ができること。

3 単元について

(1)教材観
小学校では,数量関係をことばの式や,□ ,○などを用いて式に表す経験をしている。これら
の経験をもとに,これからは,こ とばや□,○などの代わりに,新たにα,ェなどの文字を使っ
て,数量の関係をを式で一般的に表していく。
この章では,文字を使用する良さを考えながら,必要に応じて数量をいろいろな文字を用いて
自由に表現できるようにし,文字を使って数量を式に表した暁 表した式を操作したりする基礎
を培い,文字を数と同じように処理できるようにする。

(2)生徒観

①標準コース

基礎・基本事項が定着しており,学習姿勢も良好である。学習意欲の高い生徒が多いが,
ノートまとめの苦手な男子生徒が数名見受けられる。発表は男子を中心に多い。

②基礎コース

基本的な事項を繰り返し学習することによって定着が徐|々に図られているクラスである。

他クラスに比較して,学習意欲が高く相互に教え合う場面も見られ,黒板での発表にも積極的
に参加する生徒もいる。

(3)指導観

①標準コース

基礎・基本事項がある程度定着しており,授業においては問題数を増やしたり,発展的な内

容 (章の問題など)を出題したりしている。授業開始時に前時の復習や 1次式の計算問題を取

り入れることにより,既習事項に定着を図ることにしている。文字を用いた公式においては与

えられた課題を文字を使って表すだけではなく,身のまわりの出来事で,文字と使って式化す

ることのできる事象などを自ら考えることができるような姿勢を育てたい。
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②基礎コース

毎時間の授業開始時に正負の数の計算問題や前時の復習を行うなどして定着を図るように

している。基本的な問題を精選して与えたり,説明に十分時間をかけるなど常々一同一間を

大切に扱っている。文字を用いた公式に関しても円の周の長さや,面積を求める公式に焦点を

絞って指導したい。

4 生徒の実態(レディネステストの結果から)
別紙参照

5 単元の指導計画

(1)教材の系統と関連
小学校では,文字に関する内容について次のことを学んだ。
・計算の法則を■,●,▲を用いた式に表すこと。
・数量の関係を□,○などを用いて表したり,それに数をあてはめて調べたりすること。
・具体的な問題を解決するときに,□を用いた式で表し逆算で答えを求めること。
・公式をことばの式で表すこと。
・分数の乗法,除法の計算のしかたをことばで説明した後で,■,● ,▲などを用いた式で
表すこと。

なお,中学校 2学年においては文字が 2種類以上の式の加減や単項式の乗除,多項式の加減,
第 3学年においては,多項式の展開,因数分解を学習する。

学習指導要領の変更点

小学校では,文字を用いた式が削除された。
中学校では,第 1学年の式の値を求める計算において, 1つの文字に代入する場合に
限定された。

(2)指導計画

節 指導内容・計画 マスターシート

事前指導 レディネステストの実施と解答・ 001時間

1節 文字を使った式 ■
回
回

文字の使用・・ 000・ 0・ ・ 02時間
文字を使った式の表し方・ 0・ ・ 3時間
代入と式の値 00・ ・ 0000・ 2時間

マスターシト8級
マスターシト9級

2節 文字式の計算 1次式の計算・・・・・ 00007時 間
文字を使った公式 00。 ・・・・ 1時間

マスターシート1()級

マスターシート1 1級

マスターシート1 21級

事後指導 章の問題と・・・・・・・ 。・・・・ 1時間
ニュートンJr.
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(3)単元の評価規準

ア 数学への関心・意欲
態度

イ 数学的な見方や考え方 ウ 数学的な表現・処理 エ 数量,図形などについて
の知識・理解

内
容ご
のと
まの
と評
ま価
り規
準

【文字を用いて考えることの必要性やよさ】

数量やその関係‐法則を一般
的に表現するために,文字を
用いて考えることの必要性や
よさに関心を持ち,文字を用
いた式で表したり,式の意味
を読みとったりしようとする。

事象の中にある数量やその
関係・法則を文字を用いて表
現し,一般的に考えることが
できる。

事象の中にある数量やそ
の関係・法則を文字を用い
て式に表したり,式の意味
をよみとったりすることが
できる。

文字を
その関係
現したり

用 いることで数量や
則を一般的に表
からその意味を
することができ
している。

よみとっ
ることを

。法
,式
たり
理解

【文字を用いた式の計算】

文字を用いた式にお
法・除法の表し方を知
の計算に活用しようと

ける乗
り,式
する。

文字に値を代入して,式の
値を求めようとする。

α+ら ,αらなど,文字を用
いた式は,それぞれ加法,乗
法を表しているとともにそれ
あらの結果も表しているとみ
ることもできる。

文字に値を代入すること
で,文字を用いた式を具体的
な事象に適用して考えること
ができる。

文字を用いた式の計算も数
の計算と同じようにみて計算
の方法を考えることができ
る。

文字を用いた乗法1除法
の式を,約束に従って適切
に表すことや簡単な一次式
の加法と減法の計算をする
ことができる。

文字の値を代入して,式
の値を求めることができる。

文字を用いた式にお
法,除法の表し方や ,
の加法,減法における
とめ方を理解している

ける乗
1次式
項のま

式の値の意味を理解してい
る

単元の
(内容のまとまりと同

評価規準
じ評価規準のため省略〉

学習活動における具体の評価規準

1-1
文
字
の
使
用

①数の代わりとして文字を用い
ることに関心をもち,いろい
ろな数量を文字を用いて表そ
うとする。

①文字は個々の場合をまとめ
て一般的に表していると見
ることができる。
②文字式は操作と操作の結果
の両方を表していると見る
ことができる。

①数量を文字を使って表すこ
とができる。

①数の代わりに文字を用いて,
数量などを表すことができ
ることを理解している。

1-2
文
字
を
使
つ
た
式
の
表
し
方

②文字使用の
て,具体的.

用いて表そ
③文字式が表
量の場面をi

よみとろう

きまりにしたがっ
な数量を,文字を
うとする。
している具体的数
考え,式の意味を
とする。

③文字を用
一般的に
に気づく

いる
簡潔
ことに
に表せ
よって ,
るよさ

②文字使用のきまりにしたが
って文字式を表すことがで
きる。
③いろいろな数量を,文字使
用のきまりにしたがって,
文字式に表すことができ
る。
④文字式が表している具体的
数量をよみとることができ
る。

②文字を使っ
表し方のき
いる。
③文字式から

た式の積や商の
まりを理解して

をよみとる
とを理解し

,その式の意味
ことができるこ
ている。

1-3
代
入
と
式
の
値

④文字に数を代入して式の値を
求めようとする。

④文字に数を代入
意味やその結果
具体的な事象に
えることができ

することの
|について ,
もどって考
る。

⑤文字に数を代入して式の値
を求めることができる。

④代入や式の値の意味を理解
している。

2-1
1

次
式
の
計
算

⑤式を簡潔に表すために,1次式
の計算方法を考えようとする。

⑤ l次式の計算方法を,項の
係数に着目したりして,数
の計算と関連づけて考える
ことができる。

⑥文字の部分が同じ項どう
し,数の項どうしをまとめ
ることができる。
⑦l次式の加減の計算ができ
る。
③分配法則を用いて,数と 1
次式の積を求めることがで
きる。

⑤項,係数とl次式の意味を理
解している。
⑥ l次式の計算の方法を理解
している。

2-2
文
字
を
使
つ
た
公
式

⑥いろいろな求積公式を,文字
を用いて簡潔に表そうとす
る。

⑥文字を用いることによ
公式として簡潔に表せ
とのよさに気づく。

って ,
るこ
⑨いろいろな求積公式を,文
字やπを使って表すことが
できる。
⑩πを他の文字と同様に扱っ
て,π をふくむ式の計算を
することができる。

⑦円周率πの意味を理解して
いる。
③πをふくむ文字式の表し方
のきまりを理解している。
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6 本時の学習

(1)題材名

(2)本時の目標

①いろいろ
②円周率π

d **a,trct:ail

な求積公式を文字を用いて簡潔に表
の意味を理解し,円についての公式

ができる。
どの文字を使って表すことができる。
と
な
フ」
π

す
を

(3)本時の評価規準

(4)授業仮説

①標準コース
ア 文字を使って求積公式などを表す場面で掲示物や公式カードなどを用いることにより,
公式の定着を図るとともに,公式を利用して課題を解くことができるであろう。

②基礎コース
ア 文字を使って求積公式などを表す場面で掲示物や公式カードなどを用いることにより,
公式の定着を図るとともに,公式を利用して課題を解くことができるであろう。

イ 課題解決の場で,課題を精選することにより基礎・基本的な解法を習得することができる
であろう。

(5)本時の基礎的 0基本的事項

①文字使用のきまりにしたがって,式を表すことができる。
②求積公式などを文字を使って表すことができる。

③ l次式の計算をしたり,文字に数を代入して式の値を求めることができる。

(6)教具・資料

ワークシート,公式カード,掲示ポスター,語句カード

腱点別
「A 」 「B」 「

C」 の手だて

【関・意・態】

【見方や考え方】

【表現 0処理】

ワークシート
机間指導

⑨いろいろな数量の関係を
文字を用いて適切に表す
ことができ,その式の意
味を説明できる。

⑩πを他の
って,π
を素早く
ができる

文字と同様に扱
を含む式の計算
適切にすること

⑨いろいろな求積公式を,
文字やπを使って表すこ
とができる。

⑩例題にならってπを他の
文字と同様に扱って,π
を含む式の計算をするこ
とができる。

⑨ことばによる公式を参
考にして文字をあ
め積 。商の表し方
いることを説明す

ては
を用
る。

⑩簡単な
用いて
文字式の計算を
説明する。

【知識・理解】
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(7)本時の展開 (標準コース)

時間 学習過程 ■ :学習活動 個に応じた指導の手だて 評価・配慮事項

1導入 ■面積・体積に関する公式を確認する。 ・公式を繰り返すことに
より定着を図る。

公式カー ド

2課題提示と解決
「ことばの式を使う
方法以外に公式を表
す方法はないでしょ
うか。」

「それぞれの公式を
文字を使って表して
みましょう。」

「円周率 3. 14を
文字を利用して表す
ことはできないだろ
うか。」

■公式を簡潔に表す方法を見つける。

>予想される解答渕
。文字を使う。
・文字以外の記号を使う。
・全くわからない。

課題 1
それぞれの公式を文字を使って表しま
しょう。

■い
表
■円

ろいろな求積公式を文字を用いて簡潔に
す。
周率πの意味を理解する。

・三角形の面積
S=ah

|を求める公式
/2

s cm2

a cm

。直方体の体積を求める公式
V〓 abc

C

a cm

b cm

・立方
等2管夢

を求める公式

。円の円周の長さと面積をもとめる公式
2==2π r
S=π r・

あ

あ
で
の
字
数

た
な
文

つ
に
の

ま
積
他

決

，の

は
ら
そ

π
か

，

る

と

す文
うの

1つ の数を表
かでは,ふつ
字の前に書く

■πを使った文字式の表し方

。記号を使う生徒の意見も
取り上げる。
全く分からない生徒へは
文字を使用した生徒の発
表を参考にする。

。ことばの公式に振り返え
らさせる。
・文字式の表し方に気をつ
けさせる。

・面積をS,体積をVと し
ているが,公式などで使
う文字が英語の頭文字を
とつていることを説明す
る。
・公式をまとめ後日掲示.

。円周率πという文字はギ
リシャ文字の周りを表す
単語の頭文字という程度
に扱う。

πについての説明
に行いおこない,
うことは避ける。
題学習などで扱う

は簡潔
深く扱
後日課

公式カード

板書事項

【表現
いろい
文字や
とがで

ろ
π

き

処理】
な求積公式を,
を使って表すこ
る。

板書事項
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時間 学習過程 ■ :学習活動 個に応じた指導の手だて 評個 。配慮事項

3課題提示と解決

4課題提示と解決

4ま とめ

■文字を使った公式を利用して円の円周の
長さと面積を求める。

課題 1

踵面目半径3mの円の円周の長さと面積を
πを使って表しなさい。

“一
３

一

と

　

π
（つ

建
鴻
３ｘ価

の
だ
×
π

周
２
２
６

答
叩
」
〓
〓

解
円
＞

面積
S= π
３

９

r

〓

〓

× π

π (ma)

>誤答例
・面積を求めるとき 2乗するところ
を2倍する。
・公式を取り違える。

課題 3

□ 半径4mの 円の円
πを使って表しな

月の長さと面積を
さい。

レ解答
円の円周の長さと
2=2π ×4
=2× 4Xπ
=8π (薗

2)

レ予想される解答例
・侃題に同じ

π

４

１

耐
Ｓ〓
〓
〓
Xπ

6π (m3)

■文字を使った公式を利用して課題を解く。

課題 4

層直]同じ点0を
半径 5 cmの

半
り
部

ｏ

，あ
る
い

る
が
あ
さ

す
円
に
な

と
の
関
し

心
つ
の
表

中
２
円
て

径

ま
3 cinと

す。
この 2
をπを
つ
使

の

つ

分の面積

3cm

0

5cれ

>解答
S=52X π-3.× π
=25π -9
=16π (cm

π
2)

レ予想される誤答傷
。公式を利用して正しく計算をする
ことが出来ない
。半径を (5-3)=2mと して
S=22× π=4π とする。

■文字を使って公式を表すことで簡潔に表す
ことができることに気づく。

生徒の反応を確認しなが
ら,必要に応じてことば
による公式も参考に出
す。

間

　
一　
・

机
　
力
る

は

ｏ式
す

ス
る
公
認

ミ
す
は
離

の
機
い
て

倍
支
違
し

２
て
り
用

，に
取
利

乗
導
式
を

２
指
公
ド

・机間指導を行う。

公
正
で

式カードを参考にして
解を導き出すことが
きるよう支援する。

・生徒に解答を板書させ
る。

・ ドーナツ状の面積を求め
る方法を問いかける。

・解法を生徒に発表させ
る。

・ πを使って面積を求め
問題で,π を含む項ど
しも同類項と同じよう

る

う

に

きしてまとめることがで
ることを理解させる。

。公式カードを確認する。

・解法を確認する。

字
潔
議
と
し
較

文
簡
意
例
と
比

を使用
に表現
させる

して公式を
する有用性を

周率を3.14
する場合と
円
算

る

て
計
せ

し
て
さ

同
式
き

・

Ｉ
と
む
で

夕．
　

鯉
対
綸
が

ス
　
・
の

π
こ

ポ
　
現
他‐

，る

示
　
表
を
て
す

掲

Ｉ

π
つ
を

扱
算
に
計

。

様
の
る

公式カード

【表現。処理】
πを他の文字と同様に扱
って,π を含む式の計算
をすることができる。

掲示ポスター

【表現・処理】
πを他の文字と同様に扱
って,π を含む式の計算
をすることができる。
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(7)本時の展開 (基礎コース)

時間 学習過程 ■ :学習活動 個に応じた指導の手だて 評価 ‐配慮事項

1導入 ■面積・体積に関する公式を確認する。 ・公式を繰り返すことに
より定着を図る。

公式カード

2
「

方
す
つ

課題提示と
ことばの式
法以外に公
方法はない
か。」

解決
を使う
式を表
でしょ

「それぞれの公式を
文字を使って表して
みましょう。」

■公式を簡潔に表す方法を見つける。

レ予想され
。文字を
。文字以
・全くわ

る解
使う
外の
から

答例

記号を使う。
ない。

課題
そ
しょ

1

れぞれの公式を文字を使って表しま
う。

■い
表
■円

ろいろな求積公式を文字を用いて簡潔に
す。
周率πの意味を理解する。

・ 長方形の面積
S=ab

b cm

・三角形の面積を求める公式
S=ah/2

s cm2

a cm

・直方体の体積を求める公式
V=abc

cm

a cm

b cm

・ 円の円周の長さと面積をもとめる公式
1==2π r
S=π r2

s cm2

h cm

１
１
１
１
１
１
‐
´

あ
あ
で
の
字
数
文
の
す
う

ｏ

表

つ
く

を
ふ
書

数

，
に

の
は
前

つ
で
の

１
か
字

た
な
文

つ
に
の

ま
積
他

決

，
の

は
ら
そ

π
か

，

る

と

■πを使つた文字式の表し方

記
取
全
文
表

ら
文
|ナ

号
り
く
字
を

と
さ

を使
上げ
う生徒の意見も
る,

分から
を使用
参考に

ない生徒へは
した生徒の発
する。

ば
せ
の公式に振り返え
る。
の表し方に気をつ
る。

字式
させ

・面積をS,体積をVと し
ているが,公式などで使
う文字が英語の頭文字を
とっていることを説明す
る。
・ 公式をまとめ後日掲示。

円周率
リシャ
単語の
に扱う

πにつ
に行い
うこと
題学習

πと
文字
頭文

いう文字
の周りを
字という

はギ
表す
程度

簡潔
く扱
日課

いての説明は
おこない,深
は避ける。後
などで扱う。

公式カード

【表現・
いろいろ
文字やπ
とができ

処理】
な求積公式を,
を使って表すこ
る 。

板書事項
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時間 学習過程 ■ :学習活動 個に応じた指導の手だて 評価・配慮事項

3課題提示と解決

4ま とめ

課題 1

匠函1半
π

を積面とさ長

ｏ

の
い

周
さ
円
な
の
し
円
表
の
て
Ｃｍ

つ

３
使
径
を

“
一

■文字を使った公式を利用して円の円周の
長さと面積を求める。

ｍ

π
′に

ｒ
�
π

π
３

９

一　一　　　　　一　一　　　　　一　一

“積
Ｓ
面と
　

π
り

，さ
３
×

口

長

×

３

６
、・

の

π
×

π

月

２

２

６

答
州」
〓〓

解
円

＞

例
積
２
式

答
面
を
公

誤

・

＞

を求め
倍する
を取り

るとき2乗するところ

違える。

課題 3

屈i司半径4 cmの 円の円周の長さと面積を~π
を使って表しなさい。

醐
Ｓ〓
〓〓

と

　

π
つ

難
】
犠価

の

π
Ｘ

π

月

２

２

８

円

〓
〓
〓

答

の
２

解
円

＞

π

２
　
×

π

４́

16π (cm3〉

> 想
例
予

。

解
じ
る
同
れ
に
さ
題

答例

表
気
を
に

式
と
公

こ
て
る
つ
さヽ

使

で
を
が
字
と
文

こ
■ すことで簡潔に表す

づく。

。生徒の反応 が
ば
な
と
出

し
こ
に

認
て
考

確
じ
参

を
応
も

ら,必要に.

による公式
す。

。2乗, 2倍のミ
指導にて支援す
。公式取り違いは
ドを利用して確

スは机間
る。
公式
認す
カー
る。

・机間指導を行う。

公
正
で

式カー ドを参考にして
解を導き出すことが
きるよう支援する。

・生徒に解答を板書させ
る。

し
す

ｏ周
す

ｏ

用
現
る
円
算
る

使
表
せ
て
計
せ

を
に
さ
し
て
さ

字
潔
識
と
し
較

文
筒
意
例
と
比

を
を
性
　
１４
と

式
用
　
＆
合

公
有
　
を
場

て
る
　
率
る

掲示ポスター

・
の

π
こ

現
他

，る

表
を
て
す

Ｉ

π
つ
を

処理】
文字と同様に扱
を含む式の計算
とができる。

公式カード

【表現・処理】
πを他の文字と同様に扱
って,πを含む式の計算
をすることができる。
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研究テーマ

数学的な考え方を生かす個に応じた指導の工夫

一―習熟度別指導における発展的な学習を通して…一

沖縄県勝連町立勝連小学校

教諭 宣 保   康
I テーマ設定の理由
算数科において,児童が基礎・基本を身に付けるようにするために,それぞれの児童に応じたきめ細

かな指導を進める必要がある。また。基礎・基本を身に付けている児童に対しては,それを基にしてよ

り広げたり深めたり進めたりする発展的な学習など,個に応じた指導の充実を図りたい。

習熟度別指導の「習熟に十分達しているクラス」では,学習プリントの量を増やしただけの知識や技

能中心の授業展開だけではなく,数学的な見方や考え方を伸ばすことも重要と考えている。本研究にお
いて,基礎・基本を活用し解決する発展的な学習を通して,児童が身に付けた,数学的な見方や考え方

を生かし伸ばすこができるのではないかと考え,本研究テーマを設定した。

Π 研究仮説

習熟度別指導で「習熟に十分達しているクラス」において,基礎・基本を活用し解決する発展的

な学習を設定することによつて,数学的な考え方を生かし伸ばすことができるであろう。

皿 研究内容

1 数学的な考え方について
児童自らが,解決してみたいと思う算数の問題や課題を見いだしたり,その解決のための方法や自ら
工夫したりできるようにするのは,算数の学習指導での大切な工夫である。そのような児童の学習活動

においては,算数の内容や方法に含まれる考え方が基になっていることが多い。算数の学習指導をする

個々の場面で,そ うした数学的な考え方の意味を明らかにし,その価値を明らかにしていくことが大切

である。

2 算数的な活動について
算数科の目標では,その冒頭が「算数的活動を通して」になつている。算数的活動は,算数科の日標

を実現するための全体的な学習指導方法を述べている。すなわち,算数的な活動を通して,算数への関

心・意欲 0態度を高め,数学的な考え方を身に付け,数量や図形についての知識や技能を身に付け,さ
らにそれらを活用していくことである。

(1)算数的活動のねらい

「算数的活動」とは,児童が目的意織をもって取り組む算数にかかわりのある様々な活動を意味して

おり,作業的・体験的な活動など手や身体を使った外的な活動を主とするものがある。また,活動の意

味を広くとらえると,思考活動などの内的な活動を主とするものも含まれる。

算数的活動の類型として「小学校学習指導要領解

説算数編」(文部省)では表 2の 8項目を挙げている。

これらの算数的な活動を積極的に取り入れること

によつて,算数の授業は,児童の主体的な活動が中心となるものに転換していく。また,分かりやすい

授業になったりし,算数の楽しさやよさが感じられる学習になっていくと考える。

活動

ヽV

的査調 活な 動 求探 な的 動活 展発
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(2)算数的な活動のな義

算数的な活動の意義として次のようなことが考えられる。

○算数の授業を児童の活動を中心とした主体的なもの七する。

O算数の授業を児童にとって楽しいものとする.

0算数の授業を児童にとつて分かりやすいものとする。

○算数の授業を児童にとって感動のあるものとする。

O算数を日常生活や自然現象と結びついたものとする。

○算数の授業を創造的,発展的なものとする。

O算数と他教科等を関連させる活動を構想しやすいものとする。

3 日に応じた指導について
平成 10年 7月 の教育課程審議会答申は,教育課程の基準の改善のねらいとして4点を挙げている。
そのうちの 1つに,「ゆとりのある教育活動を展開する中で,基礎・基本の確実な定着を回り,個性を

生かす教育を充実すること」を挙げている。

それは,児童が学習指導要領に示されている基礎・基本をじっくり学習することができるようにする

とともに,一人一人の興味・関心等に応じた学習に主体的に取り組むことができるようにすることを強

調したものであり,そのためにも,個に応じた指導の充実が一層求められているのである。

(1)算数料における個に応じた指導

一人一人の児童が,基礎的・基本的な内容を確実に身に付けていくような指導と評価を進めることが

求められている。その際には,一人一人の児童の学習状況に応じながら,繰り返し学習などの補充的な

指導を行うことがある。また,個に応じた指導の一環として,発展的な内容を学習できるようにする工

夫も必要である。

① 児童の個性を生かす
算数の学習の中で,児童は様々なよさを見せる:この算数の中で表出するよさを個性ととらえる。そ

れは,算数の内容や方法の本質的な面白さを感じるという関心であったり,新しい問題に進んで取り組

もうとする意欲であったりする。また,これまで経験したり学んだりしたことをもとにしながら,算数

の問題などを解決する方法を自分なりにいろいろと工夫していくことであつたりする。

このような児童のよさ「個性」を,教師が見いだし,授業の中で生かしていくことによって,児童の

よさ (佃性)を一層のばしていくと考える。

② 児童の学習の状況に応じる
児童が算数の学習を進めていく過程では,例えば一人一人の児童の理解の程度や技能の習熟の程度な

どに違いが見られることがある。そうした学習状況に適切に応していく指導を工夫し,児童が基礎・基

本を確実に身に付けていけるようにするのである。

ア 繰り返し学習
学習指導の工夫の一つとして,I操り返し学習があげられる。学習の過程での理解の程度や習熟の程度

に応して,必要な操り返し学習ができるようにするものであぅ。

イ 課題選択学習
算数の課題を複数用意して,児童がその中から自分にあつたものや自分がやつてみたいと思うものを

選べるようにするという学習指導の一つである。

4 習熟の程度に応じた指導と授業モデルについて
「習熟度」という概念が広く用いられるようになったのは,1978年の高等学校学習指導要領に示され

て以来だといわれている。生徒の努力しだいで向上の余地のある学習の習熟の程度という意味で,この

表現をとったものと説明されている。
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平成 :4年 1月 17日 に文部科学省から出された「確かな学力向上のための 2∞2ア ピール『学びのす

すめ』」の中の 1つに①きめ細かな指導で,基礎・基本や自ら学び自ら考える力を身に付けるとある。
これは,少人数指導や習熟度別指導など,個に応したきめ細かな指導の実施を推進し,基礎・基本の

確実な定着や自ら学び自ら考える力の育成を図ることである。

加藤幸次 (2002)に よると,、 習熟度別授業は「到達度別学習」と名づけた授業モデルを意味する。

すなわち,学年,学期あるいは単元レベルごとに,個々の児童のそれまでの習熟の程度を測定し,そ
の結果によつて習熟度別学習集団を結成し,指導するというモデルである。具体的に次のようなモデル

が挙げられる。

(1)完全習得学習

完全習得学習とは,一斉指導で不足する点を補い,

学習者が次の学習へ向かうために必要な必要最小限の

学習の習得をすべての学習者に保障しようとするもの

である。具体的な指導の流れは,一斉指導を行い,そ
こで学習したことに ついて,個別に診断活動を行う。

さらにその結果に基づいて,個別指導を行うものである (図 1)。

(2)到速度別学習

到達度別学習とは,学力差に応じたグループ別指導
のことである。学習者一人一人の学力に応じた徹底的

な個別指導・グループ別指導が特徴である。指導の流

れとしては,診断活動とグループ別指導 。個別指導に

より形成される (図 2)。 完全習得学習では個別指導

が部分的な扱いであるのに対し,到達度別学習では個
別指導が基本となる点で両者は異なる。

(3)自 由進度学習

自由進度学習とは,大単元や小単元におる学習
の進度が学習者のペースに任されてるものである。

共通の単元のねらいについ 学習者一人一人に学習

を成立させるべく1習時間の差に応じる学習方法
の 1つである指導の流れは ,個別指導が中心とな

る。こ個別指導は,一人学習ということではなく

学習者が必要に応じてペアで活動したり,少人数グループを形成して学習したりする (図 3)。

(4)無学年制の学習

無学年制の学習とは,学年の枠にとらわれず,学習者が自分のレベルに合った学習課題に取り組むも

のである (図 4)。 学校教育の中のどこかに,能
力適性に応じて,その子が今必要としていること

を必要なときに学ばせるという方式を取り入れる

意義は大きい。児童個々の発達段階に応じて学ベ

るようにするには,学年の枠を取りはずした学習

内容を用意して無学年制をとることが望ましい。

一斉指導 (診断活動) 個別指導

図1 完全習得学習

(診断活動)

図2 到速度別学習

上位グノレープ

中位グループ

下位グ′レープ

発展学習

個別指導 (診断活動)

補充学習

図3 自由進度学習

個別指導  (診断活動)個別指導  (診断活動)

図4 無学年制の学習

5 発展的な学習について
(1)発展的な学習の意味

算数での発展的な学習とは,数量や図形についての基礎 0基本を身に付けている児童が,それを基に

してより広げたり深めたり進めたりする学習である。
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この発展的な学習では,児童の学習状況に応じて,学習指導要領に示していない内容や教科書に掲載さ

れていない内容も取り扱うことができる。

(2)発展的な学習の内容

発展的な学習の内容を取り上げる条件として,学習指導要領に示されている日標や内容の趣旨にあつ

ていること。また,児童の負担過重にならないことが重要である。そして,共通に学ぶ内容との関連が

明確であること。つまり,発展とのつながりが明確になつていることが重要である。

(3)発展的な学習の進め方

発展的な学習は,児童がそれまでに身に付けてきた基礎的・基本的な内容を基にして,よ り広げたり

深めたり進めたりする学習である。その学習のねらいの 1つに児童の自ら学び自ら考える力をより高め

ることにある。そのためには,児童自身が自ら工夫したり,発展させたりしていけるような教材を選択

したり,学習場面を用意したりする指導の工夫が求められる。

また,発展的な学習の例として,①基礎・基本の上に新たなものをつくり上げる学習,②基礎・基本

を活用して問題を解決す.る学習がある。

6 評価方法について
学習指導要領では,算数の基礎的・基本的な内容を重視し,基礎・基本としての根幹的な内容を各学

年に位置付けている。このような算数の基礎的・基本的な内容を,一人一人の児童が確実に身に付けて

いけるように,指導と評価を工夫していくことが必要である。
このため評価においては,学習指導要領が示す目標に照らしてその実現状況を見る「目標に準拠した

評価」を一層重視することが大切である。さらに,児童のよい点や可能性を,進歩の状況などを評価す

る個人内評価を工夫することが必要である。

発展的な学習においては,個人内評価とポー トフォリオの評価方法が有効と考える。
(1)個人内評価とは

評価の基準を集団に依拠するのではなく,一人の児童の個人内の変化を継続的に評価していく方法で

ある。個人内評価とは,それぞれの児童自身に準拠して,そのよい点や可能性,進歩の状況などを積極

的に評価しようとするものである。

(2)ポートフォリオとは

ポートフォリオ評価方法とは,ポートフオリオづくりを通して,児童の自己評価を促すとともに,教
師も児童の学習を評価する方法である。ポー トフォリオとは,児童の学習の過程や成果を示す作品,児
童の自己評価の記録,教師による指導と評価による記録などを,フ ァイルや箱といつた入れ物に蓄積し,

整理するものである。

7 習熟度別学習における発展的な学習モデル
本研究では,学級の枠を超えて,学年で学習集団を編成する。図 5の前提テスト②によつて,習熟度
別に学習集団を編成する。

それに,図 1の完全習得学習を組み合わせた図 5で授業を導めていく。また,評価においては基礎的

価と個人内評価,ポー トフォリオ評価を活用する。

診断的な評価の場面②で,日標に準拠した評価

によつて,児童の学習状況を把握する。発展的な

学習の場面○で,個人内評価とポー トフォリオ評

価を活用し,②で総括的評価をする。今回,下の

学習モデル図 5を取り入れることで,個に応じた

指導がより充実し,発展的な学習を意図的,計画
的に取り組むことができると考える。

⑦

② ② ②

国5習熟度別学習における発展的な学習モデル

な学習
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Ⅲ 指導の実際

1 単元名 「長さ」(第3学年)
2 単元目標
○長さについて理解し,簡単な場合について,その測定ができるようにする。
(1)長 さを測ることに用いる単位 (キロメー トル=km)について知る。 (共通学習)
(2)長 さなどについて,お よその見当をつけたり,適切な単位を用いて簡潔に表したりする。 (共通学

習)

(3)道のりを求めるのに,時間や歩測を利用する方法があることを知り,概測して求めることができる。

(発展的な学習)

3 単元の展開
本単元は、 3学級 5ク ラス展開における習熟に達したクラスを対象に実施した。共通学習後に4指導

計画の第 7時,第 8時に習熟が達している児童に対して学習課題『小学校から幼稚園までの道のりを調
べ確めてみよう』と設定し,発展的な学習を実施した。
4 指導計画(全8時間)
<共通学習>

第 1時 巻き尺を使って長さを測る
第 2時 10mの歩数を調べる

第 3時 小単元「はかり方」の習熟
第4時  「道のり」と「きょり」の違いを理解する
第 5時  lkmを 歩いて体験する
第 6時 小単元「キロメール」の習熟
<発展的な学習>

第 7時 測り方の計画と測定
第 8時 まとめと発表
5 授業展開 第7時,第8時―一発展的な学習

指導のねらい 評価○と指導☆教師の主な発間と学習活動

り
方

る

の
る
え

道

ぺ
考

・
調

を

２

く第 7時 >
1.本 時の学
習課題をつ
かむ。

3.考 えた方
法で活動 し
て確かめる
ことができ
る。

を

1.課題について話 し合 う。

小学校から幼稚園までの道のりを調べ確かめてみよう

T.道 の りの長 さは,どれだけと思いますか。
C.1000m=lkm
C.3∞ m
C.6α)m

2.調べる方法を考える。
T。 それでは,小学校から幼稚園までの道のりを調べる方法を考え
てみましょう。
C.ア歩数を調べる。イ 1分間で歩く歩 ′
数で調べる。 ウ 1∞ mの歩 数で調べ
る。工 1分間に歩 く距離で調べる。オ
100mを歩 くの :こ  かかつた時間で調
べる。

3.見通 しに従って,概測する.
C.ア 自分の歩幅 と歩数を調べる。
工 1分間で歩 く距離を調べて,幼稚
園まで何分かかったかを調べる。

評僣規撃
○実際の生活の場で
各 自が身につけた
量感をもとに,道
の りを概測でも求
めることができる
と考える。

力を要する状況の
児童への手立て
。自力解決にとまど
つている児童には、
歩幅と歩数、時間
と距離の関係を図
に書いて導き出す
よう支援する。
。電卓を準備 し,児
童の負担を軽減す
る。

゛
卜・
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指導のねらい 教師の主な発間と学習活動 評価○と指導☆

<第 8時 >
4.各 自, グ
ループで調
べたことを
まとめる

6.ま とめ

た

表

め

発

と

を

。

ま

と

る

。
こ
す

５

.調べた結果から道のりを求める。

.実際に歩いて嗣ぺたことから,幼稚

算でできそう.
算にしよう.
い,ま だ勉強していない筆算になった。

う
け
し
し

よ
か
足
難

し

・
・
・

４

Ｔ

ま

Ｃ

Ｃ

Ｃ

園までの道のりを求め

5。 調べて,グループで求めた道のりを
発表する。
T.みなさんがロペた方法と結果はどう
なりましたか。
C.1分 間で歩く距離を調べて,筆算で
求めました。
C.6分 14秒 を6分 と考えて計算しま
した。
C. 1歩の長さが 43 c mで ,幼稚園ま

で 8∞ 歩だから

“

X800と しました。

6.自 己評価カー ドと算数日記を書き発表する。
T。 今 日の授業を通して,分かったことを書きましょう。
(学習を振り返り学習のまとめをさせる。)
C.次 は,家から学校まで何歩か調べたい。
C.時間も潤べ・たい。

☆概
数
に
える。
☆調べて気付いたこ
とも話 し合わせる
ようにした。

☆結果 と方法につい
て発表させる。

, 日常生活
けさせ ,自
での道の り
りし,生活
量感 を豊か

にする。

な
潔
さ

当
簡
お

適

で
を

，
さ

と

は
き

こ

値
大
す

測

の
表

後
向
ま
た
し

の
を
家
め
か

そ
目
の
求
生

☆
に
分
を

に

6 授業の考察
(1)単元全体の展開

① 共通学習
ア 第1時 巻き尺を使つて長さを測る
lm,50 c m等 の物差しを使って,教室の横
の長さを測った。「物差しを何回も使って測り大

変」という声が聞かれた。 1回で測りたいとい

う児童の声から巻き尺を提示した。巻き尺で測

ると「すごい 1回で測れる」,「物差しより早く

測れる」と呟きが聞かれた。その後,巻き尺の

使い方を確認して運動場で紙飛行機を飛ばし巻き尺で飛んだ距離を測った。

イ 第2時 10mの歩数を調べる
教室で 10mは何歩で歩くことができるのかと

予想をした。児童から「1∞ 歩」,「20歩」等が

でた。実際に運動場で歩数を調べた結果,「こん

なに少ないの」,「 くやしいあと3歩」と各自,

見当したこととの違いに一喜一憂した。その後 ,

球や円等の長さ を測った。

ウ 第3時 小単元rはかり方」の習熱       写真1 紙飛行機が飛んだ 写真2 10mの歩数調ベ
マスターシートで,形成的評価を行い個別    距離調べ

指導をした。また,基礎・基本問題に取り組んだ。その中で身の回りの物を巻き尺を使って測った。
工 第4時 「道のり」と「きょり」の違いを理解する
ワークシートに道のりを赤ベンで書く。距離を直線で書き,違いを知る。mと kmの関係を学習した

後,道のりや距離を求めた。

表3 第1時の児童の感想
・ lm物差しでは,7回 も測ったけど巻き尺は ,
1回で測れるから便利だと思った。
・紙飛行機を飛ばして,巻き尺で測つたら5m25
cmで長い長さを測るのに便利。
・巻き尺は, lmよ り長い長さを簡単に測れるか
らいいなと思った。
・長いものを巻き尺で測ると 1回で測れるから,
次からは巻き尺で測りたい。
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オ 第5時 lkmを歩いて体験する
コkmま での歩数とかかる時間を予想し, lkm
を実際に歩いた。児童の予想としては,かかる時間
でヽは 15分以上 20分未満が 6人,20分以上 30分未
満が 6人 と予想する児童が多かった。また,歩数で
は 500歩未満が 9人,1500歩以上 20∞ 歩未満が 10

人と予想した児童が多かった。

力 第6時 小単元「キロメール」の習熟

表4 第5時の児童の感想

マスターシー トで,形成的評価を実施し,個別指導を行った。道のりや距離を求めたり,長 さの関係
の習熟を図った。

② 発展的な学習
ア 第7時 測り方の計画と測定                表5 児童が考えた方法

‐予想は, 7分 54秒だったげと,13分だったの
でびつくりした。
。今 日,lkmを 歩いて想像 していたより長かった。
・ 予想よりlkmは 近いと思った。僕の家までは ,
だいたい 2kmと 思った。
・予想 した時間より2分ずれていたからくや しか
った。
・ lkmを 歩いたら 1649歩 ですごいと思った。

(ア)小学校から幼稚園までの歩数を調べる。
(イ)1分 間で歩く歩数を使って調べる。
(ウ)100mの 歩数を使って調べる。
(工)1分 間で歩く道のりを使って調べる。
(オ)100mに かかつた時間を使って調べる。

幼稚園までの道のりを調べる課題を提示 した。

幼稚園までの道のりを児童が予想をしたら,lkm,
600m,300m等 となった。また,道のりをどのよ
うに調べることができるかの問いに対して,表 5の

方法がでた。

実際に調べたい方法にグループごとに分かれた。調べたい方法は,表 5の (ア )小学校から幼稚園まで

の歩数を調べる。 (工)1分間で歩く道のりを使って調べる。の 2つの方法になった。

事前にストップウォッチの使い方や歩幅と1分間で歩く距離を調べた。

ス トップウォッチの使い方では,10秒を測つたりすることから始めた。また, 1分間を同じ速さで歩
くことを確認して測った。しかし,速さが極端に変わった児童も数人いたため2度測らせた。

歩幅の長さは,10歩を何度か測り,その平均を歩幅にする方法も考えられたが,「わり算」が未習事
項であり,児童の実態から普段の歩く速さで,運動場を歩き,その足跡の間隔の長さを測って歩幅とし

た。

小学校から幼稚園までの道のりを3人から4人のグループで役割分担をして調べた。

イ 第8時 まとめと発表
各グループで,調べた歩数や時間から道のり

を求める方法を話し合った。 (3位数)× (2位

数)の計算を用いる班には電卓を与えたり, c
mか らmへの単位換算の支援をし負担を軽減し
た。調べて求めた。道のりを黒板に提示し,調
べた方法と結果を全員で共有した。

写真3 教師の支援   写真4 電車の活用

表 6は ,児童が求めた道のりである。

表6 児童が求めた道のリ
く一班>
1分で,89m歩 く。幼稚園まで歩いたら 7分 28
秒かかった。
1分―,89m    5分 →445m
2分→178m    6分 →534m
3分→267m    7分 →623m
4分→356m

道の りは,623m

<二班 >
1分で ,84m歩 く。幼稚園まで歩いた ら 6分 14秒か
かつた。
84+84=168
168+84=252
252+84=336
336‐ +・ 84==:420
420+84=504     道の りは,504m

表7は ,発展的な学習後の感想である。
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班
分
か

三

１
か

＜
　

秒

>
で,89m歩 く。幼稚園まで歩いたら 7分 4
った。
89
X  7
623 道の りは,623m

<四班 >
1分で70m歩 く。幼稚園まで 7分 20秒かかった.
70X7=490     道のりは,490m

く五班 >
1分で80m歩 く。幼稚園まで 7分 46秒かかった。
7分の場合      8分 の場合
80          80
×  7               ×  8
560         640

<六班 >
1歩 の長 さが45c口 ,幼 稚園までの歩数が 1回
目665歩 ,2回 目680歩だった。
45× 673==30285
30285 C Fn:==302m85c m

道の りは,302m85c m

<七班 >
1歩の長さが43c m,幼 稚園まで800歩だった。

40X800==:32000
32000 c m:==320m

道のりは,3節 m

表6 児童が求めた道のリ 表7 発展的な学習後の感想(抜粋)

授業の終わりに,それぞれのグループが調べた方

法を確認した。児童は授業を振り返り,自 己評価を

書いた。

(2)研究仮説の検証

① 数学的な見方や考え方の育成
表 7の一班から五班は, 1分間に進む道のりで,

分速の考え方を使つている。また,表 7の六班と七

班は,道のり=歩幅×歩数という考え方である。

表 7の一班は,時間が増えると,道のりが増える。
一方が増えると他方も増えるという関数の考え方に

つながる。

二班は,ス トップウォッチを 1分ごとに止めて記録をしてる。 1分ごとに 89mを 同数累加をしてい

る。 6分 14秒をおよそ 6分と見て計算する概数の考え方である。

三班は, 1分間に進む道のりで表した速さと時間の関係から道のりを求めている。道のり=速さX時

間とし,速さの考え方を使っている。
四班は,三班と同じように速さの考え方を使って求めている。また, 7分 4秒と7分 20秒を7分と

見て求めている。これは概数の考え方である。

五班は, 7分 46秒を7分と8分と考えたときの最小値と最大値を求める。そして,その範囲に道の

りがあるという考えである。また,概測には誤差があると認識したとも考えられる。
六班は, 1回 目が

“

5歩, 2回 目が

“

0歩であった。この2つの数値の中間の数値 (中央値)673歩
を代表値と考え乗法で求めている。これは,平均の考え方につながると考える。(2位数)X(3位 数)
が未習のため電卓を与え負担を軽減した。児童は既習の筆算 (1位数)X(3位 数)の考え方が使えそ
うと挑戦する児童もいた。

七班は,43 cmを 40 cmと 見て概数の考え方で
求めている。以上のことから,数学的な見方や考え
方が活動を通して表出したことがうかがえる。これ

は,第 7時と第 8時の発展的な学習を通して数学的
な考え方が育まれたと考える。

② 学習内容の定着
児童は毎時間,「よく分かった」「だいたい分かっ

た」「分からない」の中から選択し自己評価をした

(図 6)。

その結果,「よく分かった」と答えた児童は,全体の   目6単元を通して授業は分かりましたか

膠N よく分かった

E]だいたい分かつた

圏自  分からない

分からない

・幼稚園まで,歩いてかかった時間は 6分でした。
1分で80m歩 くからかけ算をして,道のりは480
mに なりました。次は家から学校まで何歩かを調
べたい。
・僕の 1歩の長さは,40c mあ ります。幼稚園まで
歩いたらだいたい800歩でした。次は,スーパー
まで何歩か調べたい。
・どこまでも測れるから,すごいと思った。
・今日,私は自分の考えで道のりを調べて,ま とめ
ることができたので,と っても嬉しかった。
・計算が難しかったけど,みんなで協力してできて ,
とっても嬉 しかった。
・道のりを求めることは難しかったけど,で きて嬉
しかつた。
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73.:%で ,「だいたい分かつた」を合わせると
".5%で

ある (図 6)。 このことから,ほぼ学習が定着

したと考える。

③l児童の意欲の高まり

児童は毎時間,「楽しい」「まあまあ楽しい」「楽

しくない」の中から選択し自己評価をした (図 7)。

その結果,全体の 82.4%が楽しかった。「まあま

あ楽しい」を合わせると96。7%と なる (図 7).

このことから,児童は算数的な活動を通して,第

1時から第8時まで楽しく活動したことが分かる。

表8に示すように,発展的な学習前は,道のりを

調べたい児童は2人であったが,学習後は,26人で

あった。発展的な学習が児童の「もっと調べたい」

といった学習意欲を高めたといえる。

④ 算数日記の記述量(文字数)の変化
毎時間,授業の終わりに,自分の学習を振り返ら

せ「算数日記」を書かせた。 1時間日と8時間目

とで「算数日記」に児童が書いた記述量 (文字数)

を比較した結果,記述量は表 9の通りに増えた。
このように,児童一人あたりの「算数日記」の記

述量 (文字数)が増えた。これは,自 己の問題解決

過程の記述が詳細になつていたり,他者の解決方法

を記述したり,さ らに,自 己の学習 (数学的な見方や

考え方)に対する気づきが増えたからである。

楽しく ●.3%)

まあまあ楽

楽しい

("4%)

ミ 楽い
Eヨ まあまあ楽しい

鐵 楽しくない

図7 単元を通して授業は楽しいですか

表8 道のりを調べたいですか
は い いい え 合 計

発 展 的 な学 習 前 24 26人

発 展 的 な学習後 26 ｎ

Ｖ 26人

χ'=44.57 df=l pく 0.Oα)1

表9 算数日記における記述量の変化

t=7.715 dF=30.25 pく 0.0∞01

Ⅳ まとめと今後の課題
本研究では,習熟度別数指導における発展的な学習の在り方を検討した。

本研究の成果は,以下の通りである。

① 習熟に十分達しているクラスにおいて,発展的な学習を取り入れることにより,自ら学ぼうとする意欲が高
まつた。また,生活に生かそうとする態度が育った。

② 発展的な学習で既習事項を活用することで,基礎・基本の定着が図れた。
③ 発展的な学習を通して

「
数学的な見方や考え方を育むことができた。

今後の課題は,発展的な学習にお.ける数学的な見方や考え方を生かす学習材を開発し実践することで

あると考える。

<主な参考文献>
文部科学省 2002『個に応じた指導に関する指導資料』教育出版株式会社

加藤幸次 編集 1"7『「新しいパラダイム」による授業の創造』教育開発研究所
片桐重男 1995『数学的な考え方を育てるねらいと評価』明治図書

第 】時 間 日 第 8時 間 日
平均 文字数

(不 偏標準偏差 )

42.23

(12.56)

103.61

(38.56)
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「振り返り」を身に付けさせる学習指導
一 観点別学習状況の評価を通して一

I テーマ設定の理由

基礎・基本の定着や問題解決能力の育成には,生

徒自身が「学習の内容」や「学習の過程」を振 り返

るという学習活動が必要であると考える。また,こ

のような振り返るという学習活動は,自 ら考える力

の育成や自ら学ぶ意欲にもつながる大切なことだと

考える。

そこで,観点別学習状況の評価を用いて自己の学

習状況を把握することによって,「学習の内容」や「学

習の過程」が振り返りやすくなり,生徒が興味を持

って数学に取り組めるようになるのではないかと考

え,本アーマを設定した。
<研究仮説>
学習活動において,4観点の判断基準を明確にし
た自己評価カー ドを生徒が活用することによって ,

「振り返り」が身に付くであろう。

I 研究内容

1 新学習指導要領と評価
(1)数学における「生きる力」

(2)数学における「基礎・基本」

(3)評価のポイント

2 観点別学習状況の評価について
高等学校の評定においても,4観点による評価を
十分に踏まえる。そこで,高等学校数学科の目標を
数学の 4観点に照らし合わせると「数学における『知
識 。理解』を深め,『表現 。処理』する能力を高め ,

数学的活動を通して創造性の基礎を培うとともに ,

『数学的な見方や考え方』のよさを認識し,『関心・

意欲 。態度』を育てる。」となる。従って,4観点を
数学の学習の段階と捉えることが出来る。

(1)数学の評価の観点及びその趣旨

(2)数学科の評価規準

(3)数学 Iの評価規準

(4)第 1章の評価規準

沖縄県名護高 末 吉  敦

「数学 I第 1章 方程式不等式の学習の目標」を
数学 Iの評価規準をもとに表 1のように設定した。

3 り返り」の学習活動

学習活動では,特に,「学習の内容を振り返る」「学

習の過程を振 り返る」という「振り返り上の場面は

学習を進めていくうえでとても大切であり,生徒は
この活動によって,反省したり見通しをもつたりし

ながら自分に適した学習活動を進めるようになる。

よって,「振り返り」という学習活動は,基礎・基本
の定着や自己学習力の育成に重要であると考える。

(1)「学習の内容を振り返る」

日頃の授業内容をその都度確認しなから学習して

いく,すなわち「学習の内容を振り返る」は,基礎
・基本の定着につながる場面である。

(2)「学習の過程を振り返る」

内容のまとまりごとに学習内容のつながりや展開

を確認していく,すなわち「学習の過程を振り返る」

は,自己学習力の育成につながる場面である。

(3)「振り返り」の支援

4 観点別学習状況の評価の活用
生徒が「振り返り」やすく,新たな自分の目標や

課題を持って学習を進めていけるように「 自己評価

カード」(表 2)を作成する。この「自己評価カード」

には,習熟の程度に応して学習の段階を確認するこ

とができるように,観点別学習状況の評価を取り入
れる。その際,4観点の明確な判断基準を明記し,
到達度を正確に自己評価できるようにする。さらに,

その後の自主学習を促し,学習内容の習得を図る。
(1)「 自己評価カード」作成のポイント

(2)「 自己評価カード」の活用方法

関心 。意

欲・態度

具体的な事象の考察に当たって一次不等式及び二次

方程式を活用しようとする

数学的な

見方や考

え方

数を拡張してきた基本的な考え方や一次不等式及び

二次方程式についての理解を深め式の見方を豊かに

し.論理的.多面的・発展的に考えることができる
表現

・処理

式の見方を豊かにし,よ りよく問題を解決すること
ができる

知識
・理解

数を実数まで拡張することの意義や一次不等式及び

二次方等式について理解し,知識を身に付けている
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確にした自己 ド( )

＝
＝ 教 学習内容

判 断 基 準
「十分満足できる (A)」  「おおむね満足できる (B)」  「努力が必要である (C)」

自己:

表 考 関
Ｐ

４２

一

6・ 因数分解を使
う解責方

A.因 数分解 して 2次方程
式を解くことができる

B.因数分解された 2次方
程式を解くことができる

C.χ +α=0の 形の方
程式を解いてみよう

○

Ｐ

４４

a・解の公式を使
う解き方

A.解の公式を使って 2次
方程式を解くことができる

B.解 の公式にあてはめる
ことができる

C oα ,ら,cを確認して
みよう

○

Ⅲ 指導の実際

1 単元名 「2次方程式」(数学 I)
2 単元の指導目標
3 単元の指導計画
4 本時の展開(5/7)
本時の評価の観点は「数学的な見方や考え方」で

あり,「学習の過程を振 り返る」授業である。

5 研究仮説の検証
「振り返り」について以下の通り,授業実践や検
証授業の事前と事後に実施したアンケー ト調査の結
果をもとに考察した。
(1)自 己評価カードに判断基準は必要か

自己評価カー ドの判断基準に対して「表現がわか
りづらかった」といぅ声もあったが,53.6%の 生徒
が「判断基準はある方がよい」と答えている。
また,単元の第 5時に行った演習問題と自己評価
を比較した結果,演習問題の正答率は自己評価「 A」
が最も高く,次に「 B」「 C」 の順であった。
このことから,生徒にわかりやすく修正を加えた
土で判断基準を明示する必要性があると考える。
(2)「学習の内容を振り返る」ことができたか

「学習の内容を振り返る」ことを自己評価カー ド
で行った。アンケートの結果では60,7%の生徒が「自
己評価できた」と答えている。実際,自 己評価カー
ドは全員が記入してあつた。また,単元の第 5時に

行った復習の演習問題では自己評価「 C」 の生徒も

正答率44%あ り,学習内容の習得にもつながってい
ると考える。

このことから「学習の内容を振り返る」ことがで

きていると考えられる。

(3)「学習の過程を振り返る」ことができたか

「学習の過程を振 り返る」授業において,自 己評
価カードの利用に関する質問をした。「利用した」も

しくは「利用しようとした」と答えた生徒は,あわ
せて42.8%であった。また,「関連する場所がすぐ探
せた」というアンケートの結果もあった。

実際,「自己評価カード」を確認して,教科書やノ
ー トを読み返している生徒もおり,自己評価カー ド
を用いた「学習の過程を振り返る」ことができつつ

あると考える。

(4)「振り返り」は身に付いたか

「 4観点の判断基準を明確にした自己評価カード」
を用いて「振り返り」を支援してきた。その結果,「学

習の内容を振り返る」や「学習の過程を振 り返る」
という学習活動は概ね身に付いている。さらに,事
後アンケート調査の結果64.3%の 生徒が自己評価カ
ードがあると学習の「振り返り」が「出来そう」,ま
た,50%の生徒が自己評価カー ドを「今後も利用し
たい」と答えている。

以上のことから,今後も自己評価カードの活用を
続けていけば「振り返り」が身に付くであろうと考
える。

Ⅳ まとめと今後の課題

本研究を通して ,「 4観点の判断基準を明確にした
自己評価カー ド」は,生徒にとって自己の学習状況
を把握 し「振 り返 り」を身に付けさせるものとして

有効であることがわかった。特に,生徒自身が自己
評価を行ったことが「振 り返 り」を身に付けやすく

したと思われる。

今後の課題として ,「わかりやすい判断基準作 り」

や「妥当な判断基準作 り」などが挙げられる。また ,

今後はより活用しやすい自己評価カー ドの工夫を図

っていきたい。

配分

導

入

ｏ
分

1。 日己評価カー トで本時
までの学習内容を確認する

ア :自力解決を意識させる
。自己評価カードや教科書 ,
ノートの活用を促す

①学習の進め方を る

展

開

40
分

ねらい 自己評価カートを活用しながら

Glの 自己評価 Bの生徒に
対して 1次式,2次式の再
確認を促す

2.「 2次方程式」のプリン イ :自 己評価カードの活用を

て理解するつ2次方程式や

卜を解く 意識させる

。自己評価カードの学習内
容からGl G7を 振り返る
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自己評価カード 第7項「2次方程式」  1年  組 番 氏名(
自己評価

短 表 考 関
日付教 学習内容

判 断 基 準

「十分満足できる (A)1「おおむね満足できる (B)」 「努力が必要である (CD_■
B.αχ
:+ιχ+ε =0,α ,ら ,c≠

0の形を 2次方程式の定義
であると理解している

C.1次式,2次
式を理解 しまし

ょう

01。 2次方程式
の定義

A.bc=0も 含めた 2次方程
式の定義(2次式=0,)を 理
解している

B.因数分解された 2次方
程式を解くことができる

C.χ +α=0の 形
の方程式を解い

てみよう

Ｐ

４‐

４２

α・因数分解を

使う解き方

A.因数分解 して 2次方程
式を解 くことができる

B。平方根の考えを使って

2次方程式(α
:=b)を
解 く

ことができる

C.4の平方根な
どを考えてみよ

つ

G・ 平方根の考
えを使う解き方

A.平方根の考えを使って
2次方程式 {(ακ+b)2=ε}
を解くことができる

c。 (χ +″ )2=α
に変形する練習

をしてみよう

B.2次 方 程 式 (″ :

+レ+c=0,ら は偶数 )を

(χ 十″)2=α と変形して

解くことができる

Ｐ

４２

４３

a(川満)2=′と変
形する解き方

A.2次方程式を
(χ +″ )2=α と変形して
解くことができる

C.G4を確認 し
てみよう

a・ 2次方程式
の解の公式

A.2次方程式の解の公式
の導き方を理解している

B.解の公式は 2次方程式
の解を求める式であるこ

とを理解している
C.らら,cを確認
してみよう

B.解の公式にあてはめる
ことができる

五
ェ

ｒ
Ｏ

Ｐ

４

４

a・解の公式を

使う解き方

A.解の公式を使って 2次
方程式を解くことができる

C。解を代入して

みよう
6・ 2次方程式
の解

A.方程式を満たすものが解であることを理解してい

る
C.解を代入して

みよう
69・2次方程式の

解から係数決定

次方程式の解から係数を決定することができるA.2

C.2次方程式の
解を実際に求め

ていくつあるか

数えてみよう

6・重解 A.2つの解が重なったものが重解であることを理解
している

C.2次方程式の
解を実際に求め

てみよう

G。・実数の解と多
-4κの符号

A。実数の解と ら
:-4αcの符号との関係について理解

している

C.変数をχとし
てみよう

A.文章問題を解 くことが
できる

B。文章問題を式で表すこ

とができる

Ｐ

４５

４６

４７

鶴・2次方程式
の文章問題

C。 この表を再点

検しよう

Ｐ

４８

Q・演習問題
・発展問題

A.問題を解きながら学習
活動を振り返り学習の到達

度がわかる

B.問題を解きながら学習
活動を振 り返ることがで

きる

B.章末問題を解きながら
学習活動を振 り返ること

ができる

C。 この表を再点

検しよう

a3・章末問題A A.章末問題を解きながら
学習活動を振り返り学習の

到達度がわかる

Ｐ

４

B。「周囲の長さが等しい

正方形と円では,どちら
の方の面積が大きいか」

具体的な数字を用いて調
べことができる

C.具体的に正方

形や円の面積を

求めてみよう

G4・ 具体的な事象

への活用

A.「周囲の長さが等しい
正方形と円では,どちらの
方の面積が大きいか」変数

を用いて調べことができる

C。 この表を再点

検しよう

税・章末問題B A.章末問題を解きながら
学習活動を振 り返り学習の

到達度がわかる

B。章末問題を解きながら

学習活動を振 り返ること

ができる

Ｐ

５０

鶴・具体的な事

象への活用

A.2次方程式で表せる具
体的な事象をみつけて解く
ことができる

B.2次方程式で表せる具
体的な事象をみつけるこ

とができる
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3 指導と評価の計画
ア ニ次関数 とそのグラフ
イ ニ次関数 の値の変化

イ ニ次関数の値の変化
ついても同様 であ る。

10時間
14時間

14時間の指導 と評価の計画を以下に述べ る。ア ニ次関数 とそのグラフ に

授業 内容 学習活動における具体の評価規準 評価方法

第 1時 二次関数 の値 の最大 。最小
・ 具体的な課題提示

・課題の数学的な解決

。二次関数 の値 の変化に関心をもち ,具体的な事象
の考察に二次関数の最大・最小を活用 しようとす
る。          (関 心・ 意欲・態度 )
。二次関数 の値 の変化の様 子について ,グラフを用
いて考察することがで きる。

(数学的な見方や考え方 )

ワー クシー ト

観察
(ワークシー ト)

第 2時 二次 関数 の値壌 と最 大 。
最小
。最 大値 と最 小値 の求 め
方 を考える

・二次関数の値 の変化の様 子について ,グラフを用
いて考察することがで きる。

(数学的な見方や考え方 )

ワークシ……ト

第 3時 ・ 最 大値 と最 小値 を求め
る

。二次関数 のグラフや式 を用いて ,二次関数の最大
値・ 最小値 を求めることがで きる。

(表現・処理 )

′」ヽテス ト

第 4時 最大 。最小の活用
・ 二 次関数 の最 大値・ 最
小値 を活用 で きる問題
をイトる
。まとめ

・ 二 次関数 の値の変化 に関心をもち ,具体的な事象
の考察に二次関数 の最大 。最小を活用 しようとす
る。           (関 心・ 意欲・態度 )
。二次関数 の最大値 。最小値 とその求め方について
理解 し,基礎的な知識を身に付 けている。

(知識 。理解 )

レポー ト

小 テス ト

第 5時 二次 関数 と二次不等式
。二 次不等式 の意味 と二

次関数
・ 具体的な課題提示
・課題の数学化

・ 二次不等式の解 に関心をもち ,二次関数のグラフ
を活用 して二次不等式の解 を求めようとする。

(関心・ 意欲・ 態度 )

観 察

第 6時
と

第 8時

二次不等式の解 き方
・ χ軸 と異 な るふ たつ の
共有点をもつ場合
・χ軸 と接 する場合
・χ軸 と共 有点 を もたな
い場合

・ 二次不等式の解 を二次関数のグラフを用いて考察
することがで きる。

(数学的な見方や考え方 )

′」ヽテス ト

第 9時
々

第Ю時

二次不等式の応用
・二次不等式の活用 ・ 二次関数 のグラフを活用 して二次不等式の解 を求

めることができる。

(表現・処理 )

ヮー クシー ト
小テス ト

第 11時
そ

第 12時

・二次不等式 を利用 して
解決で きる問題 を作 る。

。二次不等式の解 と二次
関数のグラフとx軸の
関係の整理

・ 二次不等式の解 に関心をもち ,二次関数のグラフ
を活用 して二次不等式の解 を求めようとする。

(関心・意欲・ 態度 )
。二次不等式の解 の意味 を二次関数のグラフとの関
係か ら理解 している。

(知識・理解 )

レポー ト

′」ヽテス ト

第 13時
々

第 14時

発展 と補充
発展の例
・ 最大値・最小値 を求めるのに ,軸や定義域の場合分けを行 う。
・ 絶対値 を含む関数の値 の変化を考える。
・ 直線 と放物線 の位置関係 を考える.
・条件 にあった解 をもつような二次方程式の係数を考察する。
な ど

補充に当たっては次の点に留意する。
・二次関数 のグラフで考 えることに注意する。
・式が与 え られた とき適切な変形 を してグラフがかけるか ,グラフの意
味が分か つているかに注意する。
・具体的 な値 を代入 して確認 した り,コ ンピユータを用いて視覚的 とら
えることで理解 を援けた りする。

*評価規準 については ,上記の評価規準の うち扱 う内容 と関連するもの
を用いる。

ワー クシー ト
レポー ト

ワー クシー ト
′」ヽテス ト
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(3)授業展開例
第1時

① 本時の目標
具体的な事象の中にある二つの数量の関係とその値の変化に関心をもち,変化の様子をグラフを用い
て考察する。また,関数を用いて数量の変化を考察することの有用性を認識できるようにする。
② 本時の評価規準
ア ニ次関数の値の変化に関心をもち,具体的な事象の考察に二次関数の最大 。最小を活用しようとする。

(関心・意欲・態度 )
イ ニ次関数の値の変化の様子について,グラフを用いて考察することができる。

(数学的な見方や考え方 )

「十分満足できると判断される」状況 (a)と評価する具体例
ア 長方形 EDCFの面積の最大値を根拠をもつて予想 しようとしている。または,ワークシー トの感想
欄に他の生徒の意見に強い関心をもつていることを記述している。
イ 正しい式とグラフが得られ,それをもとに考察 した筋道を的確に述べることができる。または,ワー
クシー トに思考過程を明瞭に記述 している。

「努力を要すると判断される」状況 (c)と評価される生徒への手たて
イは指導案の中にネで簡単に記述している。

ア 具体的な数値を用いて見当をつけるようにし,そのような方法で課題が解決できるかを考えさせる。
イ 式を作るとき,三角形の相似に注目させる。式ができたら,グラフのかき方を振 り返 りながらグラフ
をかき,それを用いてッの値の変化を確認させる。

入

1.本 時 の課 題
の提示

《展開》
2.(1)長

体
示
具
提
な例 を写真等 で
し ,イ メー・ジ を

・ ワー クシー ト配 布

・ 予想 の根拠 を聞 う。
・ 予想 の 根 拠 で 良 い 考
え が あ つ た ら取 り上

げ る。

もたせ る。

一̈
着
　
」叫．̈一■

融
　
決
い

糊
　
颯
蹴
蟻うか。囃［

こ
ろ
Ｃ
着

０
た
●
に

形
を
体

の
よ

方
化
方
値

ベ

変
直

の
調

の

て
積
を

し
体
化

通

の
変

う

EDCF

どする。

間 1:長 方 形 EDCFの 面 積 は ど う変 わ るた |

ろ うか 。 い ろ い ろな値 を代 入 した り,図 を :

か い た りして予想 してみ よ う。      |
ワー ク シー ト 1

○予想 の発 表 を してみ よ う。
●・ 正 方形 にな る とき
・ Fが BCの 中点 の とき
。CFの 長 さが最大 の と き
。辺 CDと CFの Lヒ が 4:3の と き な ど

根 拠 と して
。表 を作 つて み た
。表 を基 に グ ラ フ をか い た
・ 図 をみ て
。正 方 形 が そ れ ら しい       な ど

:間 2:予 想 が 正 しい か ど うか どの よ う に し
| た ら確 か め られ るだ ろ うか 。
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指 導 のね らい 指 導過程・ 学 習活動
○発 間な ど   ● 予想 され る生徒 の反応

指 導上 の留意点・ 評価

題
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:下 図のようなスコープ
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|            ワークシー ト2 1

● 。CFと 長方形 EDCF面 積の関係を式で表す
。CF(ま たは CD)を χとお き式で表すな ど

(2)事 象 を式で O CFを χ mと し長方形 EDCFの 面積を ッm2
表 す して ノを χの式で表 してみ る。

/・` 4ヽ
ノ==χ14-■,χ l

 ヽ 0 ノ
(0<χ く3)

″

注 )④指導上の配慮事
項イ,ウ 参照

・χの範囲に注意する。
・ χの 二 次 関数 で あ る
ことを確認する。

・ グ ラ フの特徴 も確認
する。

・理 由を間 う。

注 )④ 指 導 上 の配慮 事
項工を参照

(3)式 で表 し ,
値 の 変 化 を 調
べ る

○グラフで表 してみよう。

ノ

の グラ フか ら予想 が正 しいか確 認で きるた

か。

こ

つヽ

ｏ

Ｏ

ろ
● χの値が 3/2の とき,グ ラフの ノの値は
最大になっている。
面積 の最大値が3″

2で ,そ の とき体積は
最大 になる。

《まとめ》 ○今 日の課題 を考える過程で出た考 え方を整理
し,そ れぞれの特徴やよかった ところを考えて
みよう。

ヮークシー ト3

・ ワー ク シー トの回収

総説より

評価結果の信頼性を追求する中で,あ まりにも細部にわたる評価規準を設定したり,

常に多様な評価方法を組み合わせたりすることを求めることは,教員に過大な負担を課

すことにつながるものである¨このような内容を含むものを研究開発の成果として示し

たとしても,実際には活用できるものとならないおそれがある。このことについては ,

第二で掲げた指導と評価の一体化を図るという点でも重要と考えた。

(ワ ークシー ト)
体 的 な事 象 の考 察

次 関数 を活 用 しよう
しているか。

≠″な″方考えオ
＞
数

，
こ

フ
く

察
関

て
る
ラ
き

観
次

い
す
グ
大

つゝ
一ご

よ
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を
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値

る
の
す
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化

。
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変

る

(

に

の の値 変
レ
し

フ かグ フ ら

が る かと で き

χ のを 基

な る に し た
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第 58回九州算数・数学教育研究

(鹿児島)大会発表論文及び参加感想

平成 16年 8月 3日～6日



『基礎基本の定着から発展的な学習へつながる習熟問題について』

～ 2年 生「かけ算」での実践か ら～

沖縄県琉球大学教育学部附属小学校 松 岡 泰 成

1.研究のねらい

新学習指導要領のもと,時数および内容の大

幅な削減に伴って学力低下が懸念され,以前に

もまして基礎基本の定着について様々な実践が

取り組まれるようになってきた。基礎基本の定

着は確かに大切なことであり,それなくして学

習の発展は望むべくもない。

しかし,算数科においては「基礎基本の定着

=計算力」であるかのような意見や実践も多く

見られ,その習熟のあり方についても課題が多
い。スモールステップに分けられた膨大な量の

ワークを繰り返すだけで基礎基本の定着と習熟

が図られるのだろうか。また,それに伴って知

識 。理解や数学的な考え方も伸ばすことができ

るのかどうか疑間が残る。プリントをするだけ

の習熟をこえて,内容の理解も深まり,発展的
な学習にもつながる習熟問題ができないか模索

中である。そこで 2年生でのかけ算の実践を例

にいくつか紹介する。

2.実践の内容
指導要領において 2学年の 3つの領域の目標
の全てに,「具体物を用いた活動などを通して
。・」の表現がしめされている。その事をふまえ

具体的物及びそれらを用いた具体的な活動をと

おして,乗法の意味を理解し,その計算の仕方

を考え,用いることができることを目指した。
具体的には,かけ算の学習では,次の 2点を意
識して実践をした。

○ 活動をとおして学ぶ

○ ゲーム的活動を取 り入れる

かけ算では,a乗法の意味,b乗法に関して
成り立つ性質,C乗法九九に関する理解が求め

られる。そこで,上記の2点を踏まえ次のよう
な活動を取り入れた。

①かけ算ビンゴゲーム

②実物大かけ算カルタ

③三角九九カード並ベ

④九九表とアレイ図をセットにして見方を広

げる。

⑤ ドット問題  0・ 0

【実践例 :実物大かけ算カルタ 】
市販のかけ算カードではなく,裏に式を,表
にその答えの分だけ○シールを貼ったものを作

成する。 4× 3の場合右

の写真のようになる。こ

のカー ドを使って、並ベ

たり、二人一組でカルタ

取りのゲームをする。 【実物大かけ算カードl
この活動では、かける数が多くなると被乗数分

増えていくことが,式だけでなくカー ドの大き
さとなって示され,数の大きさについても実感
が伴う。並べる活動の中で同じ大きさのカー ド

がいくつもあることにも自然に気づくことがで

きる。かけ算九九の習熟に関しても暗唱や計算

ドリルでとどまらずに,実物大の面積図 (ア レ

イ図)と して見せることもできる。それにより

量としての大きさを実感できると考える。

(詳細は、略)

3.研究のまとめ
前述したかけ算カルタゲームでは、九九表に

同じ数がいくつかあるものがあることに気づ

き,カー ドをめくれば式からもわけを考察する

ことができ、そこから,新たな問題作リヘと発
展していつた。また,何回か繰り返すうちに写

真の「4× 3=12」 のカー ドを見つけた子が,

それを横に見て,素早く次の 3× 4を見つけよ

うとするなど,探 し方も工夫するようになった。

かけ算九九の習熟に関しても暗唱や計算 ドリ

ルでとどまらずに,実物大の面積図 (ア レイ図)

として見せることもでき、それにより量として

の大きさを実感できたと考える。

(詳細は、当日配付資料にて)
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『数学的な考え方を生かす個に応じた指導の工夫』
～習熟度別少人数指導における発展的な学習を通して～

沖縄県勝連町立勝連小学校  :薗: 保 康

1.テーマ設定の理由

算数科において,児童が基礎・基本を身に付け

るようにするために,それぞれの児童に応 じたき

め細かな指導を進める必要がある。また,基礎 。

基本を身に付けている児童に対しては,それを基

にしてより広げたり深めたり進めたりする発展的

な学習など,個に応 じた指導の充実を図りたい。

習熟度別指導の「習熟に十分達しているクラス」

では,学習プリントの量を増や しただけの知識や

技能中心の授業展開だけではなく,数学的な見方

や考え方を伸ばすことも重要と考えている。本研

究において,基礎 0基本を活用し解決する発展的

な学習を通して,児童が身に付けた,数学的な見

方や考え方を生かし伸ばすことができるのではな

いかと考え,研究テーマと以下の仮説を設定した。

2.研究仮説
習熟度別少人数指導で「習熟に十分達している

クラス」において,基礎 0基本を活用し解決する

発展的な学習を設定することによつて,数学的な

考え方を生かし伸ぼすことができるであろう。

3.研究内容

(1)数学的な考え方について

(2)算数的な活動について

(3)個 に応じた指導について

(4)習熟度別指導について

(5)発展的な学習について

① 発展的な学習の意味
算数での発展的な学習とは,数量や図形につい

ての基礎 0基本を身に付けている児童が,それを

基にしてより広げたり深めたり進めたりする学習

である。

② 発展的な学習の内容
発展的な学習の内容として,以下のことが重要

と考える。

○学習指導要領に示 されている目標や内容の趣
旨にあつていること。
○児童の過重負担にな らないこと。
○共通に学ぶ内容 との関連が明確であること。

(6)習熟度別学習における発展的な学習モデル

本研究では,学級の枠を超えて,学年で学習集

団を編成する。

今回,下の学習モデル図 1を取り入れることで ,

個に応 じた指導がより充実し,発展的な学習を意

図的,計画的に取 り組むことができると考える。

図1 習熟度別学習における発展的な学習モデル

4.指導の実際

(1)単元名  「長さ」 (第 3学年)
(2)指導計画 (全 8時間)

5。 まとめと今後の課題

本研究では,習熟度別少人数指導における発展的

な学習の在り方を検討した。

本研究の成果は,以下の通りである。

○ 習熟に十分達しているクラスにおいて,発展的な

学習を取り入れることにより,自 ら学ぼうとする意欲が

高まった。また,生活に生かそうとする態度が育った。

○ 発展的な学習を通して,数学的な見方や考え方
を育むことができた。

今後の課題は,発展的な学習における数学的な

見方や考え方を生かす学習材を開発し実践するこ

とであると考える。

発展的

通
時
時
時
時
時
時

展
時
時

共

１
２
３
４
５
６
発

７
８

＜
第
第
第

第
第
第

＜
第
第

学習 >
巻き尺を使って長 さを測る
10mの 歩数を調べる
小単元 「はかり方」の習熟
「道の り」 と「きょり」の違いを理解する
lkmを 歩いて体験する
小単元 「キロメール」の習熟
的な学習 >
実測の計画 と実測
|ま とめと発表
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『数学的な考え方を伸ばす指導』
～九九の構成・ きまりの活用を近 して～

沖縄県琉球大学教育学部附属小学校  長  間  ,青  人

1. はじめに

かけ算九九は,以後の学年で取り扱 う乗法の計

算における基礎的な技能として欠くことのできな

い重要なものであり, どの段の九九についても十

分に習熟し,確実に答えを求めることができるよ

、うにすることが大切である。

子どもたちの中には,かけ算の学習をする前か

ら「もう九九は覚えたよ」と得意げに話してくる

子や,家庭学習ノー トに何ページも九九を書いて

機械的に暗記してくる子もいる。そのような子ど

も達にとって,かけ算九九は覚えるものであり,
どれだけ早く唱えることができるようになるかが

関心のまとである。速く正確に九九を唱えること

は大切であるが,それ以上に,子 ども自ら九九を

構成したり,かけ算のきまりを発見したり,活用
したりすることを通して,かけ算九九を確実に身
に付けるとともに,数学的な考え方を伸ばすこと

が重要であると考える。

2.研究の内容
(1)問題提示の工夫

体験的な活動や身近な生活体験から問題場面を

構成する。

(2)相互交流の充実を図るための工夫

① 問題と出会い生じた気づきや疑間を取り上げ
それらに含まれている価値を対話を通して明らか

にする過程を大切にすることで,自分たちの考え

に自信を持ち,新たな問題の解決に活用していこ

うという意欲を高める。

② 子どもたちの解決方法や表現方法の工夫を
「②⑪式」とネーミングし,共有財産として活用

できるようにする。

③ 何が問題なのか,何について話し合っている
のかについて共通理解を図るために,ペア学習や
小集団における対話も効果的に組み入れる。

④ 考えをつなぐために必要な「言葉」などを掲
示し,活用できるようにする。

⑤ プロック (算数セット)やパターンプロック

等,使い慣れた教具を操作させ, 自分の考えを説

明できるようにする。

3.事例
6の段までの学習を終えた子どもたちに,次の

ような問題を与え,これまで発見してきた「九九

のきまり」をもとに問題を解決できないかを考え

させた。

① きょうざいえんに
うえているパクチョ

イが,虫に食べられ

てしまいました。

何このこっている

のでしょうか。

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

　

０

０

０

０

０

０

　

０

０

０

０

０

０

０

０

　

０

０

０

０

０

０

　

０

０

０

０

０

０

　

０

０

０

０

０

０

　

０

０

０

０

０

０

子ども達の解決方法は,次の通りである。
。1個ずつ数える。

・任意単位を決め,既習の九九を活用。
・ 2× 6+5× 6 (他 に 3× 6+4× 6等 )
0上と下の部分を移動して 7× 6に し,回転させ ,

6× 7を適用。

・食べられた部分を補って 8× 6と 考え,回転じ

て 6× 8-6で 求める。
(詳細は略)

4.研究のまとめ
体験的な活動や身近な体験から問題場面を構成

したことで,子 どもたちは意欲的に取り組むこと

ができた。

また,解決方法や表現方法を「④⑪式」とネー

ミングしたり,「言葉」等を掲示したりすること

によって,既習事項を共有財産として意識し,問

題解決に活用することができた。

ただし,多様な考えを生かし,つなぐ手だては

十分と言えず,今後も研究を重ねる必要がある。

<参考文献>

森 敏昭 編『おもしろ思考のラボラトリー』北大

路書房 2001年
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『数学的な考え方を育成する少人数指導の工夫』
～第 4`:治 年「面積」 の `:資 習を逍 して～

沖縄県那覇市立識名小学校  大 城 末 子  久 田 輝 子

1.研究のねらい

算数科において数学的な見方や考え方の育成は

重要なねらいのひとつである。これまでの問題解

決学習の中で児童の多様な考え方を出させること

は行ってきたが次の段階での練り合いの部分での

指導が十分でなかった。そのため多様な考えを発

表する場で終わってしまうことが多く,方法の「ょ

さ」の実感,つまり数学的な考え方の育成までに

は至らないことが多かった。

そこで本研究では, 4年生の「面積」の単元 ,

中でも多様な考え方のでる複合図形を取り扱 う。

面積の性質 (量の保存性,加法性など)か ら攻め

て多様な考え方で求積した複合図形を単純化,統

合的な見方という観点から見直す活動を行う。そ

の際,学級集団を主とし,T・ Tや自力解決の段

階では,本校で実施されている少人数指導を取り

入れ学習形態の工夫を図る。少人数指導は,だれ

がどこでつまずいているか把握ができ,き め細か

い指導ができるという長所があるからである。

このような活動を通して,図形の見方やこれま

での多様な考え方で求積していた複合図形を単純

化,統合的に見ていく数学的な考え方の育成を図

ることをめざし本主題を設定した。

学習の流れ

T・ T

省 略
3.研究の考察

複合図形を見直す活動を取 り入れることによ

り,全ての複合図形はうめたてて抜き取る方法で

求めるよさに気づき,学習後は,抵抗なくうめた

てて抜き取る方法を使 う児童も多くなり単純化 ,

統合的な見方が育ってきた。また,自 力解決の場

において習熟による少人数指導を取り入れたた

め,段階を踏んで図形の見方を育てることができ

た。練り合いでは,理解の弱かった児童も話し合

いに積極的に参加できるようになり,逆に少人数

で分かれて出てきたお互いの考えを共有し学び合

うことができた。今後も少人数指導の新しい形態

として積極的に取り入れる必要がある。

T2

2.研究の実際

(1)単元名 第 4学年「面積の測り方と表し方」
(2)日 標

面積の概念や測定の意味について理解する

とともに,長方形,正方形の面積を求める方

法を理解する。また,それらを用いて面積を

求めることができる。

(3)本時 (8/16複合図形の求積 3時間日)

面積の性質 (保存性,加法性,乗法性など)

を利用し,全ての複合図形はうめたてて抜き

取り方法で面積を求められることがわかり,

そのよさを感じることができる。

【問題】左の面積と右のL字の面積

ではどちらが広いでしょうか。

蜻鯰勿
【めあて1これまでの面積の求め方を

使ってドーナツ型の面積を求めよう

問題を 1人で解

く (26名 )

●友達と交流す

る。

●なぜ同じ面積

になるのか考え

させる。

教具で確かめながら

面積の求め方を話 し

合う。(10名 )

Tl

面積の求め方について話し合い、これま

での複合図形の面積についてまとめる。
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『基礎的・基本的事項の定着を図る学習指導の工夫』
～少人数による個に応じた指導とワークシートの活用を範して～

沖縄県糸満市立米須小学校  砂  り!:    充

1.テーマ設定の理由
学習指導要領においては,「これからの学校教育

の在り方として,自 ら学び,自 ら考える力を育成す

ることを重視し,ゆ とりある教育活動を展開する中

で,基礎・基本の確実な定着を図り,個性を生かす

教育を充実する」と述べられている。

本県においても,平成 14年度『学校教育におけ
る指導の努力点 (沖縄県教育委員会)』 の中で「基

礎学力の定着」を努力点に定め,「学習指導要領の

ねらいを実現するためには,『読み。書き 0計算』

などの能力を基盤として各教科の基礎的・基本的事

項を確実に身につけさせることが重要である」と述

べている。

これまでの私の授業実践を振 り返ると,児童に算
数のおもしろさや楽しさ,解決の喜びを体験させる
ことができなかったことや,課題の与え方や,児童
の実践把握不足から,充実感や,個に応 じた指導が

できなかったことがあげられ,基礎的・基本的事項
の定着を図ることができなかった。

そこで,個人差の大きい算数の授業において,基
礎的・基本的事項の定着を図るためには,児童の興
味・関心を高める授業の工夫と,児童の達成状況や
つまずきの分かるワークシー トの活用が必要である

と考え本テーマを設定した。

2.研究仮説
①  少人数による個に応 じた指導を行えば,楽 し
さと充実感のある学習ができるであろう。

②  児童の達成状況やつまずきの分かるワークシ
ー トを作成し活用すれば,基礎的・基本的事項
の定着が図られるであろう。

3。 指導の工夫

① ワークシー トの工夫
基礎的基本的事例集の問題を全てのワークシ

ー トに取り入れ,達成状況やつまずきを把握で

きるようにした。

② 児童の実態把握と指導の手だての工夫
6つの視点を基に,既習事項への理解,学習
意欲,態度について分析を行い, 3つの学習タ

イプに分けた。

③ 少人数での学習指導形態の工夫
個に応じた指導では,児童の「個人差」にあ

った指導形態を工夫することも大切であり,少

人数指導・TT・ 習熟度別指導も個に応じた指

導形態であると捉え指導に当たった。

④ 評価基準の工夫
評価基準の工夫A,B,Cの 評価の中で,工
夫点としてCの児童をBへ引き上げるよう手だ

てを入れた評価計画を作成した。

業実践

単元名  「小数のかけ算」
指導目標 省略
展開 省略

5。 研究の成果

① 児童の多面的な実態把握により,個に応じた
指導を十分に行うことができた。

②  ワークシー トを活用することにより,達成状
況を把握し,基礎的・基本的事項の定着を図る
指導に生かすことができた。

③ 指導形態を工夫しながら授業を行うことで ,
児童の達成状況に応じた指導ができた。

④  ワークシー トに発展問題をのせることで,上
位の児童へも充実感を味わわせることができ

た。

6.今後の課題
① 前学年までの既習事項が不十分な児童に対す
る学習指導の工夫と,補習の持ち方。

② 課題解決において自分の考え方を発展でき,
児童間の練り合いが深められるような学習指導

の工夫。

③  ヒントカー ドを与えるタイミングと,多様な
考え方を導き出すための支援のあり方。

④ 基礎的・基本的事例集の達成状況把握し,評
価,手だてに役立てるためのコンピュータによ

るデータ処理の在り方。

授
，。
①

②

③

ｄ
．
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『自ら学び自ら考える児童の育成』
～評価 の工 夫・ 及善 を範 して～

沖縄県浦添市立浦添小学校  ラК 山    清

1.研究のねらい (は じめに)

算数科の内容は,系統性が明確であり,学習し

たことを手がかりにして新しい内容を構成できる

特性がある。この教科の特性を生かし,児童自ら

が算数を創るという学習経験を豊かにすること

で,自 ら学び自ら考える力を培うことができると

考える。算数科の基礎的・基本的内容を一人ひと

りの児童に確実に身につけていくために,指導と

評価の一体化を図る必要がある。なぜなら,児童

の学習状況を適切に評価 し,その評価の結果によ

って後の指導を改善し,個に応じた指導へとつな

げていく指導と評価の一体化を進めることで,児

童の「学びたい」「わかるようになりたい」「でき

るようになりたい」という願いに応えられる学習

が展開できると考えるからである。

1.研究の内容 (方法)

(1)評価計画

学習指導要領解説 「算数編」及び国立教育政策

研究所より出された参考資料等をもとに単元の指

導・評価計画を作成する。評価計画は,従来行わ

れてきた指導計画の中に,単元の指導展開に応じ

て,どの場面で,どの評価規準を, どのような評

価方法で評価するかということを位置づけた。 1

単位時間のねらいに照らし合わせて, 1～ 2観点

を重点的に評価する観点として設定することと

し,それを評価計画の中で「〇」を付けて示した。

「◎」は重点的に扱う評価の観点である。

(2)評価方法の工夫

①レディネステストによる実態把握

「分数の意味を理解している」ことの学習状況

をみるために,診断テストを使って,実態把握を

行った。

②学習の過程

次のような評価方法を使って,児童一人ひとり

の伸びやつまずきを把握する。

【関心・意欲・態度】【数学的な考え方】の評価。

○ワークシー ト,ノ ー トによる記述内容を分析

〇発言,発表の様子,行動を観察

○自己評価カー ドによる把握

【知識 。理解】【表現 。処理】の評価

○ワークシー トデノー トによる記述内容を分析

○ペーパーテス トの結果を分析

以上の評価を行 う際は,座席表や評価簿を記録

に活用し,その場や次の指導に生かすことができ

るようにする。

③学習の終わり→学習したことがどの程度身につ

いているか評価

日標に到達できなかった児童の実態把握と指導

2.研究のまとめ (考察)
(1)評価規準を作成し,評価計画に基づいて指

導と評価の一体化を図ることにより,基礎・基本

の定着が図れたか。

評価規準を作成し,評価規準に基づいて指導と

評価の一体化を行つたことにより,教師が指導法

を見直し,指導目標を明らかにし,基礎基本をふ

まえ,授業改善を試みることができた。また,教

師の評価力を高めることで,児童の到達度をみと

ることができ,その場で指導にあたつたり,次時

の授業改善も図つたりすることで基礎・基本の定

着を図る手だてをたてることができた。

(2)少人数指導において算数的活動を工夫した

ことで,基礎・基本の定着が図れたか。

自己評価カー ドを用いて,児童の自力解決のカ

の高まりを明らかにし,基礎・基本の定着が図れ

たかどうかをみた。「今日の学習では,みんなで

確かめる前に問題の解き方や答えを自分でみつけ

ることができたか。」という設間において,4点
満点の自己採点の得点を学級平均とした。第 2時

の習熟度別コースの学習 1回 目,第 4時分数のた

し算,第 7時の本時の結果を比較した。その結果 ,

授業を重ねるごとに,自 力解決の力が高まってい

ることを示している。また,児童の感想から,数

直線や面積図を使って算数的活動を工夫したこと

で,理解度が高まったと考えられる。
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『―人―人の児童に基礎・基本を定着させるための学習指導の工夫改善』
～評価の充実と習熟度別指導の工夫を近して～

沖縄県佐敷町立佐敷小学校  城  間  修  司

1.研究の目的

文部科学省による「確かな学力の向上のための

2002ア ピール『学びのすすめ』」の中では ,
少人数授業・習熟度別指導などの個に応 じたきめ

細かな指導の実現による基礎・基本の確実な定着

が盛 り込まれている。このように基礎・基本の確

実な定着は,社会の要請であり,その具体策の 1
つとして習熟度別指導を実施することが求められ

ている。

日頃の授業を振り返つてみると,算数に対して

苦手意識を持つ児童が多く,算数を楽しいと感 じ

たり,意欲的に学習に取り組む児童が少ない。そ
こで,本研究では,習熟度別指導を取り入れ,一
人一人に応じた学習指導の工夫改善を行 うととも

に指導と評価の一体化を目指した評価計画の作成

を通して,児童一人一人に算数の楽しさを味わわ
せ,基礎 0基本の確実な定着を図るために本テー
マを設定した。

2.研究仮説
(1)学習過程や単元構成の場において,評価活
動による理解度の把握を確実に行い,手だて
を講じれば,基礎・基本の定着が図れるであ

ろう。

(2)学習過程や単元構成の場において,習熟度

別指導を取り入れることで,児童一人一人の

理解度が高まり,基礎・基本の定着が図れる
であろう。

3.指導の実際
(1)本時の指導略案

本時の指導 (少人数クラス)

○本時のねらい

。人口密度の意味を知り,求めることがで

きる。

○観点別評価

【表現・処理】

評価規準 :異種の 2つの量の割合でとらえられ

る人口密度を求めることができる。

○本時の展開 (略案)

過

　

程
学習活動と発問 教師の支援

評価と留意点

●評価△留意点

問

題

把

握

1. コンピュー
ター画面を見

て,気 づいた
ことを発表す

る。

2.混 み具合を
調べる。

3.人 口密度の
意味を知る。

4.地 域の人 口
密度を求める。

。モノレールの中の

混み具合について

ビデオを見せる。

・ 混み具合を調べる

には何が必、要かを

考える。

。公式に基づいて解

決させる。

△本時のめあ

てを確認させ

る

自

力

解

決

【表現・処理】

●人口密度を

求めることが

できる。

(観察ノート)

ま

と

め

5.自 己評価カ
ー ドで学習を

振り返る。

4.研究の成果と今後の課題
(1)成 果
① 教師による評価を行うとともに,児童に
よる自己評価を加味したことにより,つま

ずいている児童の把握ができ,効果的な指

導を行うことができた。

② 習熟度別指導を取り入れたことにより,
児童の算数に対する苦手意識・敬遠意識を

払拭させることができた。

③ 完全習得学習の中で,児童のつまずきを
把握し,手だてを講じることを通して,基

礎・基本の確実な定着を図ることができ

た。

(2)課 題

① 児童による自己評価表の見直し
② 確かめミニテストの内容検討と評価との
関連吟味していきたい。
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『表現と処理『双方』からの数と式の指導の工夫』

沖縄県名護市立羽地中学校  伊  波     靖

1.研究のねらい

先ず,生徒が間違えやすい問題の一つに

(3a+1)一 (a-3)等の計算がある。この研究では

何故この種の問題は間違いが多いのかを明らかに

し,その対処方法を研究することにした。

次に,3× 5+2な どの計算は「何故,掛け算から

先に計算するのか ?」 ということをわかりやすく

生徒に説明する方法を研究した。

2.研究の内容
(1)指導の方針

(3a+1)一 (a-3)等の計算は今までは,幾つか例

題をした後に「次の式を計算しなさい」という形

態で指導をしてきた。つまり「処理」のみの指導

であった。

しかし,中学校教育課程実施状況調査や日々 の

授業等 (特に, 3年で「展開」を指導した後)で
の正答率を見る限り正答率は教師の予想正答率よ

りも低いのが現状である。では何故正答率が低い

のかを考えてみた。一言でいえば計算力不足等で

はなく「式の意味が分からない」からである。式

の意味を理解させる一番の方法は生徒自身が自ら

「式を作ること」 (表現すること)である。

では,具体的にどのように対処すればよいのか

指導法の概略を以下に箇条書きで述べる。

①正負の数の計算の指導は最初『数直線』で指導

し,途中から『タイル・ トランプ等』も併用した

『指導法の転換』をする。 (当 日の資料参照)

②  (+7),(-4),(5-3),(3x+7)等
の「かつこ」の指導は「集合」で指導する。例え

ば (2a+3)の指導は具体的に図で2個のaと 3

個の1を書き,これを数学的に式にすると2a+3
となり,この式を一つの「まとまり」(集合)と し

てみたものを数学的には (2a+3)と表す。

③ 次ぎに「式」はなるべく簡単なものから始め
様々な式を作ることが大切である。例えば「3に

5を足した式を作ってください」【3+5】から始
め,「 2xに 7を足した式を作ってください」

【2x+7】 等,【 5x× 7y】 ,【 10y÷ 2y】 ,

【3 ab+6ab】 等を徐々に作っていき,「集合 (3x
+5)に集合 (x+3)を足した式を作ってくだ
さい」【(3x+5)+(x+3)】 ,こ こで大切な
のは,(x+5)(x+1),(3x-9)÷ (x―
3)等, 1年生では扱わない計算の「式」も作ら

せることが大切である。

④(2x+1)+(x+2)の 「計算」の指導の例

タイルを操作しながら,同類項同士を計算する。

板書計画は黒板の左側で具体的なタイル操作をし,

右側でタイル操作を抽象的な式で表した計算式及

び計算を書いて指導する。 (具体から抽象の指導)。

(2)授業の概要・評価問題等 (当 日配布)

3.研究のまとめ
「計算しなさい」,つまり「処理」からはいるので

はなく,生徒自らが「式を作ること」,つまり「表現」

からはいることにより,「処理」する「式の意味」が

十分に理解できたので計算がスムーズに行えた生徒

が多かった。特に数学が苦手な生徒には効果的だっ

た。(3a+1)― (a-3)等の計算ができるかできない

かは,今までは生徒個々の数学的なセンスに頼って

いた部分もあったが,「丁寧な指導」をすることによ

り数学が苦手な生徒も十分にこの種の問題を理解し

計算させることが分かった。

この指導法により3年生で展開を学習した後に多

い (a+3)+(a+5)=a2+8a+15な どの計算ミス (実際に

は計算ミスではなくて「式の意味」を理解していな

い)を大幅に防ぐことができると考えられる。又,

3× 5(つまり15)に 2を足した式を作ることに
より,今まで何故 3× 5+2な どの計算では掛け算が

先なのか生徒は理解できなかったが,この指導法

により簡単に理解できた。

+

X

X

X
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『生徒が意欲的に参加する少人数指導の工夫』
～自己評価を生かしたコース別 `:テ習を範 して～

沖縄県石垣市立石垣第二中学校  棚  原  広  幸

I.テーマ設定の理由
21世紀の今 日の社会を取り巻く状況は,「国際

化」「情報化」「環境問題」など激しい変化を遂げ

ている。児童生徒がこの激動の社会に対応 し,今

日的課題を主体的に解決していくためには,「生

きる力」の育成が重要である。これまでの私の授

業を振り返って見ると,一斉指導の授業が中心で

あり,生徒一人一人に応じた指導が不十分であっ

た。そこで,共通学習の後,生徒の自己評価を基
に習熟の程度や興味 。関心に応じたコース別学習

等,個を生かした少人数指導の工夫を図りたいと

考え本テーマを設定した。

<研究仮説 >

少人数指導において,生徒の自己評価を基に習
熟の程度や興味 。関心等,個に応じたコース別学

習を展開すれば,学習意欲が高まり積極的に授業
に参加するようになるであろう。

Ⅱ 研究内容
1.少人数指導について
2.学習意欲へのアプローチ
学習意欲を高める実践原理として,奈須正裕
(1997)は 「自己決定の機会」と「メタ認知」の

2つの視点を上げている。その具体的手だてとし

て,コース別学習と自己評価を取り入れ,少人数
指導における関わりを下の図 1のようにとらえた。

る。そこで,学習目的や内容に応じて,習熟の程

度や興味 。関心の違いを捉え,い くつかのコース

を設定した指導過程を工夫していく事により,個

に応 じた指導を充実させることができると考え

る。

Ⅲ 指導の実際
1.単元名 正の数・負の数Ⅱ (第 1学年)
2.本時の指導
(1)コース別学習の工夫

① ふりかえリノー トをつくり,基礎的な学習内
容をふりかえることができるようにした。

② 8つの課題に分け,それぞれ問題カー ド,ヒ
ントカー ド,解答と3枚のカー ドを綴 り,自分
ですすめられるようにした。到達度を知るため

にチャレンジテス トを準備し,合格した生徒は
パズル問題に取り組めるように意欲を高める工

夫をした。

3.仮説の検証
検証授業のねらいについて,生徒の自己評価カ
ー ドと事後のアンケー トをもとに考察を試みた。

下の図は授業について生徒が 4点満点で自己評価

した結果の平均を表したものである。

自己諄領

口共通学習

ロコース別学習

①   ②   ③
①今日の学習の内容は理解できましたか
②今日の学習の取り組みはどうでしたか
③今日の学習は楽しかったですか

Ⅳ まとめと今後の課題
本研究を通して,個に応 じたコース別学習が生

徒の学習について自己を振 り返る機会をつくり,

それに基づく自己決定の学習方法が,生徒の学習
意欲を高めるとい うことを確かめることができ

た。今後はより効果的なコースの設定と内容の工

夫を図り,少人数指導の充実を図っていきたい。

高まり

・ 基礎・基本の定着
。個性の伸長
・ 主体的な学習の促進

自己決定の機会
・コース別学習

知
価
認
評
夕

己

メ

自

少人数指導

図1 コース別学習,自己評価と学習意欲との関わり

3.自 己評価と指導過程の工夫
(1)数学の学習とコース別学習

数学の学習は系統性が強く,他の教科に比べ習

熟の程度や興味 。関心の違いが大きいと考えられ
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『自ら考える力を育てるための学習指導の工夫』
～オープンエ ンドアプローチによる間:題づ くりの`:音 習を近 して～

沖縄県東風平町立東風平中学校  1華1 地  :五.月

I.テーマ設定の理由

生徒たちは与えられた問題を解くことには慣れてい

るが,解決方法を見出すことに不慣れである。従って

学習場面においても教師の指示やアドバイスを待って

いる生徒が多いのが実状である。そこで,自 ら学び自

ら考える生徒を育てるためには従来の指導方法を改め

ていかなければならないと考え,問題づくりについて

の実践的な研究を行うことにした。

問題を作る過程を通して,既習事項を振り返ること

が多くなり,基礎的・基本的な事項の定着が図れるの

ではないか。また,互いの問題を比較検討することに

よって,さ らによい問題を作ろうと努め,自分なりの

考えを表現する (自分なりに工夫した問題を作る)こ

とに意欲を示すであろう。そのような活動を通して「自

ら考える力」を育むことができるであろうと考え,本

テーマを設定した。

<研究仮説>

1 問題づくりに取り組ませることによって,既習事
項を振り返る機会が増え,基礎的・基本的事項を定着

させることができるであろう。

2 問題づくりの学習を通して,自分の考えを表現す
る場が与えられ,自分なりの考えを表現しようとする

意欲につながり,自 ら考える力を育むことができるで

あろう。

Ⅱ.研究内容

1 基礎・基本と自ら学び,自 ら考える力
(1)基礎・基本をどのように捉えるか

基礎・基本の指導とは,知識・技能と学び方・考え

方を同時に指導することである。

(2)自 ら学び,自 ら考える力

学ぶ力や考える力を育てるには,①知識・技能を習

得させる ②その知識・技能を生み出す学び方・考え方

(見方・考え方や方法など)を同時に習得させる ③よ

さ。有用さに気付かせることが大切であると考える。

知識・技能は,学び方・考え方の裏打ちがあればある

ほど,理解が深く確かなものになり,活用の度合いも

高まる。逆に,学び方・考え方が身についていれば,知

識。技能は難なく習得できる。

Ⅲ.指導の実際

1 単元名 課題学習「条件変更による問題づくり」
2 課題について
2本の直線が交わっている場合,相似な図形を利

用して相似比から線分の比を求める問題を原題とし

て,学習を進める。生徒は問題づくりの授業になれ

ていないため,「問題づくりの方法」「条件変更とは

など学習の進め方について丁寧に指導する。

課題2 「課題 1」 をもとに,工夫して自分なりの新しい

問題を作りなさい。

3 授業の考察
(1)仮説の検証

授業を終えての感想 (表)から,自分なりの問題を

作ろうとしていた様子が伺える。また,問題ができた

ときの成就感や達成感を味わっていることがわかる。

このことから,生徒達は問題づくりに意欲的に取り組

んだことがわかる。     表 授業を終えての感想
。いろいろな問題を解けて良かった。また,自 分で問題などを

作って解いてみたい。

・みんな1つ 1つ違った問題があって楽しかった。

・問題を作るためにいろいろ考えさせられて良かったと思いま

す。また,みんな難しい問題を作っていてすごいと思いまし

Ⅳ.まとめと今後の課題

本研究の成果は,生徒の多様な考えをひきだすこと

ができたことである。また,適切な手立てを用いるこ

とにより生徒は意欲的に学習に取り組むことがわかっ

たことである。研究の課題としては,問題づくりを取

り入れた指導計画の作成やよい問題の開発,発表の方

法など,実践的な研究を続けていくことである。

課題 1 右の図のような

長方形ABCDに おいて,A

BCの中点をEと し,対

角線BDと AEとの交点

をPとするとき,    B
BP:DPを 求めなさい。

C
E
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『個に応じた学習指導の工夫・改善』
～習熟度別指導「比例と反レヒ例」を近して～

沖縄県宜野湾市立嘉数中学校  鹿  り|1 義  晃

1.主題設定理由

学習指導要領の基本方針の一つに「ゆとりある

教育活動を展開する中で,基礎・基本の確実な定

着を図り,個性を生かす教育を充実すること」が

ある。この方針に基づき,各学校においては子ど

も一人一人のよさや可能性を伸ばし,個性を生か

す教育の一層の充実を図るため,各学校段階を通

じて,子 どもの興味・関心を生かし,主体的な学

習の充実を図るととともに,個に応じた指導の一

層の工夫改善を図る必要がある。その実現のため

には,子 ども一人一人の特性を十分に理解し,そ

れに応じた指導方法や指導体制の工夫改善を図る

ことが求められている。

今回,多様な指導法の中から特に習熟度別指導
に焦点を当て,その実践指導と評価について研究

をする。

2.研究内容
国の第七次公立義務教育書学校教職員定数改善

計画にしたがって配置された,加配教諭の役割と

少人数,習熟度別指導について認識を深めるため,

次の内容について研究した。

また少人数授業実施計画を作成し,保護者や他

教科職員にも趣旨を理解 してもらう手だてとし

た。

(1)少人数指導について

ア 少人数指導のねらいやよさ
イ 少人数指導の指導形態
ウ 指導上の工夫と評価活動
(2)習熟度別指導について

ア 習熟の程度に応じた指導の必要性
イ 習熟度別指導の類型
ウ 指導上の工夫と評価活動
工 習熟の程度に応じた指導上の留意点

3.授業実践 (比例の導入 )
(1)授業仮説

ア 課題解決の場において,表やグラフ作成な
ど通して,具体的な事象にある2つの数量の

比例関係に気づくことができるであろう。

イ 課題検討の場において,自 作問題を取り入
れることにより,意欲的に事象の中から比例

の関係を見いだそうとするであろう。

(4)指導上の工夫

習熟の程度に応じて基礎 。標準 。発展の 3コ ー

スを設け,各 コース別に課題の設定を行う。

(5)授業の考察

各コース別に例題の内容や提示の仕方,板書に

工夫を加えることにより,基礎コースの生徒も自

ら進んで取り組む意欲が見られた。標準,発展コ

ースには自作問題を課したが,標準は穴埋め形式

の自作問題を,発展は完全に問題を作成すること

ができた。

4.

(1)

ア

研究のまとめ

成果

習熟度別指導を行うことによつて,個に応

じた学習指導がなされ,生徒が意欲的に学習

に取り組むようになった。

習熟度別指導を行うことによつて,生徒の

実態をより把握することができ,教師と生徒
の コミュニケーションが深まった。

単元の評価計画を立て,具体的な評価規準

を作成することにより,計画的・意図的な授

業を展開することができた。

課題

各コースの指導者を固定したことにより,

他のコースの状況や生徒の実態が把握しづら

く,よ りよく知ることができなかった。

指導者のローテーションをすることにより

学習内容の指導法,指導内容について,教師

も理解を深める必要がある。

イ

ウ

(2)

ア
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『問題解決能力を育む教材の工夫』
～数 `:合 的活動 を近 して～

沖縄県琉球大学教育学部附属中学校  Fl l口  安  光

1.研究のねらい (は じめに)

数学はただ計算が出来ればよいのではなくなぜ ,

そのような事が成り立つのかを検証,確認するこ

とで,理解が早まったり,いろいろな応用にも活
用できると考える。この「なぜ」を常に持ち続け

させるために生徒に問い続けて行きたい。

また, 1つの単元が終われば,次の単元と関係
がないのではなく,これまで得てきた知識を使い

ながら思考することで,解決の糸口が見つかる。
以上の事を数学的な活動を意識した授業を展開

することで,問題解決能力が育まれるであろう。

数学的活動とは,事象を観察し法則を見つけた
り,具体的な操作・実験などを行う活動であると

捉える。また,その活動を通して工夫や驚きや感

動,数学を学ぶことの面白さ,考えることの楽し

さを味わうことで数学が身近に感じられるように

なると考える。また個人の考えを尊重しつつ,他
人の考えを知ることでよりよい解決方法を見つけ

出せることで,生徒相互の関係性にもよい影響を

与えるものと考える。

<研究仮説 >

授業の中に数学的な活動を取 り入れることで ,

生徒一人一人が思考し,ま た,子 ども同士がとも
に学び合 うことでお互いに刺激 しあい,子 ども一

人ひとりの問題解決能力が育まれていくであろう。

2.研究の内容
(1)研究の流れ
ア 基礎的基本的な学習内容の定着を図る。
イ 数学的活動を授業に取り入れる。
ウ 自分の考えと,他人の考えを比較させ
る事で,よ りよい考え 。解決法を見つけ

させる。

工 授業展開 (内容)の工夫と改善 。開発
オ 自主的に行 う数学的な活動の取 り組み
を促す。 (意識づける)

(2)指導の実際 (2年 連立方程式 )
ア ▼と☆の値段を求めよう。 (教師)
イ 4▼ +5☆ =52円 を提示 (教師)
ウ 2つ の未知数に対する関心 (生徒 )
工 自作式の値段を考え問う。 (生徒 )
オ 2つの模型式から答を導く。
力 発表会
キ 文字 (未知数)に置き換えて確認
(3)生徒の感想
ア 出来そうもない課題 (難 しそ う)だ
が,やってみると意外に簡単に解けて

しまう。

イ 連立方程式の加減法の解き方に似て
いる。 (やつたことがある。)

ウ 始めは何をいつているのかわからな
かったが,段々と説明がわかってきた。

解けた。

3.研究のまとめ (考察)
今回の例は,連立方程式の成 り立ちを図式的

に表し,1つの 2元 1次方程式 (の形)を与え,
それだけで解が求められるか,と いう問いかけ

から始まる,こ の解は (8,4)(3, 8)の
2通 りのみであり,意外に簡単に答を求めるこ

とができるのだが,何のために取 り組んでいる
のかわからない生徒もいた。 しかし連立方程式

の学習指導を進めていく中で,「以前に似た様

な考えをした事があるぞ」と気づくかせる事が

できた。連立方程式の加減法は特別な難 しい問

題ではない事を味わわせた。これからも,単元
の導入やまとめの学習で,数学的な活動を取り

入れた課題を取 り入れ,何かしらヒン トが与え

られるような課題を工夫・改善 。開発する努力

をしていきたい。

<反省 >

(1)「 4'+3☆ =52」 など,係数を変
化させると,よ り多様な答が得られる。

(2)も っとうまく課題理解させる様な発問
を工夫すべきである。
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『―人―人の子どもを大切にした個に応じた学習指導法の工夫』
～習熟 の程度 に応 じたコー ス別 `:テ 習を範 して～

沖縄県平良市立鏡原中学校  仲  間 智

1.研究のねらい

平成 14年度よリスター トした第 7次教職員定

数改善計画による少人数授業や,習熟度別指導の

具体的な展開により,さ まざまな指導形態の工夫 ,

研究実践等が提案されている。

本校においても,少人数指導・習熟度別指導の

よさを取り入れながら, 1学級 1教師という本来

の授業展開ではあるが,下記の手だてにより,個

に応じた指導を工夫している。

(1)生徒一人一人の個人差に着目し,習熟の程度

に応じたコース別学習を取り入れる。

(2)複式学級の指導方法「わたり」を取り入れ ,

各コースに計画的な指導 。支援を図る。

そのことを通して,基礎的・基本的な内容の確
実な定着を図り,発展的な学習内容にもチャレン

ジできるよう,個に応 じた指導を充実させていき
たい。そして,一人一人の子どもたちに「できた !

わかった !楽 しい」という成就感,達成感,満足

感を少しでも味わわせる授業を展開したいと考

え,本テーマを設定した。

2.研究内容
(1)単元指導計画の工夫

単元指導計画に具体的な評価規準 (おおむね

満足できる状況 :B)や評価場面,方法などを
明記し,明確な評価視点を持ちながら見通しの

ある授業展開ができるよう工夫する。また,学
習内容の欄に基礎的・基本的事項を整理して,

チェックできるようにし, 日々の学習に直接生

かすことができるよう工夫する。

(2)個 に応じた指導

個人差を主に既習事項の理解 。深化の差,解
決のしかたや考え方の多様性,解決に要する時
間の差として焦点化 し,それに基づいて指導法

を工夫する。

(3)習熟の程度に応じたコース別学習

部分的「習熟度別学習」モデル (共通学習と

それを補足する個別学習)を もとに,単元レベ

ルで習熟の程度に応じたコース別学習を取り入

れる。

何時間か一斉指導を行い,形成的評価の後に

個別指導,ま た何時間か一斉指導を行い,単元

のまとめでさらに形成的評価をし,その結果に

基づいて,習熟の程度に応じたコース別学習を

行 う学習形態である。1教師による指導なので ,

単元の途中のコース別学習ではリトルティーチ

ャーの活用,ま とめのコース別学習では複式学

級の指導方法を取り入れながら,一斉指導で目

標を達成できなかったグループを重点的に指導

する。

(4)指導実践例

ア 題材名  「関数 y=a x2のまとめ」
イ 指導の過程
確認テス トや自己評価活動を通して,よ り個
々の達成状況を把握し,努力を要する生徒 (基
礎コース)には解答解説を丁寧に行い未定着部

分の繰 り返し指導,おおむね満足できる状況の

生徒 (発展コース)には,発展的な問題に取り

組ませた。

また,コース選択の際は,今の自分の実力を
いちばん伸ばせそうなコースを選ぶようにする

ことと,教師側からコースを指定せず,個々の

希望を尊重することに留意した。

3.研究のまとめ
生徒の実態や習熟の程度に応 じた課題設定,指

導形態を工夫することによつて,生徒の積極的な

発言や質問が増え,学習意欲の向上という情意面
での変容がみられた。特に基礎コースの生徒から

「わかった」「できた」とい う回答が得られ,複
式学級の指導方法が功を奏したと考えられる。ま

た,発展コースでは解法や考え方を補助黒板を利

用して発表したり,練 り合う活動がみられた。生

徒の実態に応 じた適切な課題設定の工夫改善など

課題も多いが,こ れからも研究実践していきたい。
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『選択数学における授業改善の工夫』
～数`:者のよさを味わえる教材作りとポスターセッションによる実践を近して～

沖縄県大宜味村大宜見中学校 教諭  渡 具 知  ,青美  他 1名

1.テーマ設定の理由

選択数学において生徒の実態に応じた自作教材

を使用することで生徒一人一人の数学的な見方 ,

考え方が高まるのではないかと考えた。そして,

追究の楽しさを味わえることができるとともに,

数学への興味関心を高めそれらを進んで活用する

態度を育てることができると考え,本研究テーマ

を設定した。

2.研究仮説
(1)生徒の実態に応じた選択数学の自作教材を使

用することで,生徒一人一人に数学の楽しさ,よ

さを伝えることができるであろう。

(2)選択数学にポスターセッションを取り入れる

ことで,数学的な見方,考え方を高め,発表力を

伸ばすことができるであろう。

3.研究内容
(1)選択教科としての「数学」について

ア 課題学習
必修数学における課題学習をさらに充実させ ,

深化 。発展させたり,総合的な課題や必修数学の

中では追究しきれないような課題を取り上げるこ

とが考えられる。

イ 補充的な学習
補充的な学習では,数学を苦手とする生徒のも

っと数学をわかりたいという気持ちを大切にし,

数学の面白さ′を味あわせ,生徒の習熟度に応じて

基礎的・基本的な内容の確実な定着を図り,数学
への学習意欲を高めることが重要である。

ウ 発展的な学習
発展的な学習では,学習を進めたいと考えてい

る生徒に対するより進んだ内容も積極的に取り上

げ扱 うことができる。生徒からより進んだ内容に

繋がる考えが生まれてくることも期待できる。

工 評価について
選択教科についても観点ごと,評定と評価を行

なう。観点の設定については,おおむね次のよう

な場合が考えられる。

(ア)すべての観点を必修教科と同じにする。

(イ )必修教科の観点の一部を学校独自の観点に設

定し直す。

(ウ)必修教科の観点と独自の観点が混在する。

(工)すべての観点を学校独自の観点とする。

(4)RLAについて

RLAと はResearcher― Like Activity(研 究者の

縮図的活動の総称)の ことをいい,市川伸一が提

唱した授業の実践原理であり,研究者の活動を生

徒のレベルにアレンジして (模擬して)行なうこ

とを基本形態とする。

(5)指導計画について

指導計画の作成にあたつては,以上の点を踏ま

え,下記の内容に留意しながら作成した。
ア 選択数学全体の目標,留意点を明記すること。
イ 時間,題材,学習内容,学習目標 (評価規準)
を明記すること。

ウ 題材の選定については,ク ラスの実態,興味
関心等を考慮すること。

工 生徒みんなが取り組めるもので,発展性のあ
る問題が望ましい。

オ 発表の機会を設定し,生徒の表現能力を高め
ることのできる題材がよい。

力 数学的活動や多様な見方,考え方ができる題
材がよい。

キ 算数や必修数学の前後の学年との関連を考慮
した課題設定を行なう。

4.成果と課題
成果として,課題作りから解決へと進むにつれ

て興味関心が高まっていった。また,発展的な内

容まで取り組む生徒もいた。課題として,多様な

見方・考え方を身につける指導法や教材開発,発

問等の工夫,必修数学や算数との関連を意識 した

教材開発の工夫などが上げられる。
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『「数学的活動の楽しさ」を味わわせる学習の工夫』
～「工 負の数 の利用」 の授 業を近 して～

沖縄県那覇市立那馴 博 校 太 田 康 隆

I テーマ設定の理由
平成14年 12月 ,「教育課程実施状況調査」が公表

され,そ の中のテス ト・アンケー トの結果におい

て,特に「算数・数学」の落ち込みが大きかった。

近年 ,習熟度別学習や少人数指導が実践されてき

て学習環境は整いつつあるが,テ ス ト及びアンケ

ー トの結果を見ると,児童 。生徒側から見る「算

数・数学」は,ま だまだ「勉強 して楽 しい」とい

う魅力をあまり感 じられない教科であると思われ

る。そこで,「正負の数の利用」の授業を通 して ,

生徒の興味 。関心を活かしたワークシー トを作成

し,それを少人数授業におけるグループ学習で活

用することで,学習指導要領の目標に新 しく加わ
った 「数学的活動の楽 しさ」が味わえるような ,

学習活動の工夫を図 りたいと思い,本研究テーマ

を設定した。

Ⅱ 研究内容
1.「数学的活動の楽 しさ」について

学習指導要領では 「数学的活動は,身の回 りに

起こる事象や出来事を数理的に考察する活動 と幅

広く捉えることができる。」と述べられているが ,

実際の学習活動の中で考えたとき,作業的活動や

思考的活動を通 して,自 ら課題を見つけ自ら問題

を解決 していく主体的活動と捉え,その中で楽 し

さも味わうことができると考える。

2.「数学的活動の楽しさ」を味わわせるための指

導の工夫  '

生徒一人一人が目的意識を持って臨み,学習し

た内容を理解し,集団での学習場面においても生

徒同士で磨き合い,高め合うことで「数学的活動

の楽しさ」を味わえるのではないかと考える。そ

こで,「数学的活動の楽しさ」が味わえる授業の実

現のため,次の 2つを手立てとして考える。

(1)興味 。関心を活かしたワークシートの工夫

(2)少人数授業におけるグループ学習

Ⅲ授業実践

1.授業仮説
生徒の興味 。関心を活かしたワークシー トを正

負の数に関連づけて作成し,それを少人数授業に

おけるグループ学習で活用し相互交流活動をさせ

ることにより,生徒一人一人が「数学的活動の楽

しさ」を味わうことができるであろう。

2.授業の考察
生徒に興味 。関心についてのアンケー トを取

り,それを参考にワークシー トを作成し,興味 。

関心別グループによる少人数授業を行った。作成

したワークシー トの一例を下にあげる。

課題名 小単元内容 問題内容

スポー

ツ

基準を基にし

て解く問題

ヤンキースの松井のホームラン

と日本とニューヨークの時差を

関連づけた問題

小集団に分けることによリー人一人の発言の機

会も増え,グループ内での話し合いも活発になり

生徒が生き生きとして活動ができた。また教師側

も各グループでの相互交流の様子を十分観察で

き,生徒一人一人の習熟度も把握できた。又,授

業後のアンケー トや定期テス ト・自主学習からの

検証からも生徒が自ら問題を解こうとする姿勢を

育成できただけでなく,確実に知識として定着し,

学力も付いたと考えられる。

Ⅲ 研究の成果と今後の課題
1.成果

(1)興味 。関心を活かしたワークシー トの活用

は,生徒一人一人に「数学的活動の楽しさ」を

味わわせることができた。

(2)少人数授業におけるグループ学習活動は数学

を学ぶことの面白さ,考えることの楽しさを味

わわせることができた。

2.課題

(1)多様な考え方ができる問題の内容の工夫や ,

効果的な発間の工夫。

(2)生徒の習熟度にあったワークシート作成の工

夫。

-49-



『電 卓 で 立 方 根』
～数 列・ 極 限 の応 用～

沖縄県西原高等学校  上 江 洲 隆

1.は じめに
「この電卓 (関数電卓でない普通の電卓)で

も立方根を求めることができるんだよ。」

受験を控えた高校 3年生の夏,同級生のM君

がこんな話題を提供してくれた。当時の私は不

思議に思い,それこそ授業もそっちのけでこの

問題に取り組んだものである。

結局,電卓の操作で得られる値を数列ととら

えることで,その極限値が立方根に収束するこ

とを確認 したわけだが,数学の有用性を体験す

ることができ,たいへん感動したことを覚えて

いる (ち なみにM君には自然対数の底θを電卓
で求める方法を教えてもらったこともあった。

今思えばあれはマクローリン展開であろう。当

時は意味がわからなかった)。

時は移 り,私も数学教師として教壇に立つよ

うになった。「数学なんて何に使 うの ?」 という

生徒達に対して,数学の有用性を説く授業を心

がけている。

しかしながら,平成 11年の学習指導要領改訂

により,数学の内容も精選され,限 られた授業
時間内に「じっくり考えさせる時間」を確保す

ることが難 しくなってきたように感じる (「総合

的な学習の時間」へ移行 した ?)。

そのこともふまえて,冒頭の問題の教材化を

検討してみたい。

2.授業の内容
冒頭で紹介した立方根を求める手順は次の通

りである。

上記の操作を繰り返していくとある値に落ち

着く。その値がχの立方根 (の近似値)と考え

られる。

生徒の実態に応じて,その理由を考えさせる

授業を計画している (念のため,こ こでは証明

の例を一つ掲載しておく)。 また,発展的な学習

として,「日を 3回ずつ押すとどうなるか」な

どを考えさせるのもおもしろいだろう。

1回 目…①～③の操作の結果
「

戸==F l
ヽイχ×χ =χ

,

2回 目…②～③の操作の結果 「

下
~~  

■
′ ユ       ニ

χヾ2×χ=χ 8

11    43     171

3回 日以降は同様に,χ 32,χ 128,χ 512,...

これらの指数が作る数列を{α
"}と
すると,

1              1
αl=百 ' α"+1=7 (α"+1)と

表されるから,

″-1
1
+―
3

1

α
″

１

一
４

／

１

１

１

＼

ヽ
、

―

‐

ｌ

ノ6

1

これより, limα
" 3

すなわち,①～④の操作を繰り返すと,χ

収束することがわかる。    OE.D.

3.まとめ

現在検証授業を計画している。大会までには

生徒の感想等も紹介できるようにしたい。

に

χの立方根を求める手順

①

②

③

④ る

司
コ

戻

匡
Ⅳ
」

こ

胴
］
②

χ

χ×
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『 F:ash MXを使った教材作成』

沖縄県豊見城南高等学校  新  垣     保

1.は じめに
「基礎・基本の (効率的な)定着」を第一の目

標におき,イ メージしにくい新しい概念や理論を

シミュレーションする教材の作成を考えた。教材

作成で利用したソフトは,macromedia社のFlash

MXである。このソフトはwebコ ンテンツ作成のた

めのオーサリングツールで,容易にインタラクテ

ィブなディジタルコンテンツを作成することがで

きるソフトである。このソフトの特徴と作成した

教材を紹介する。

2.研究の内容
l Flash MXの特徴

(1)イ ンタラクティブなコンテンツが作成できる。

ボタン操作で動くコンテンツが作成できる。

(2)作成した図の移動 。変形が容易である。

フレーム単位でアニメーションを作成したり,

プログラム (アクションスクリプト)で動作を
制御できる。

(3)動作環境

インターネットを見るためのブラウザ (イ ン

ターネットエクスプローラーなど)があり,か
つ,Flashで作成したコンテンツを再生するプ

ラグイン (※Flash Player)が必要である。イ

ンターネットを扱ったことのあるコンピュータ

であれば十分動作環境を満たしている。

※FLASH Playerは,mcrOmedia社 のHPか ら無
料ダウンロー ドできる。

2 シミュレーションする題材
(1)式から図形やグラフを表現する

(2)図形やグラフの移動・変形を表現する

(3)極端な世界を表現する

3 開発教材の紹介
正機

,

昌醒=7
′〕

琴 =+45二 1
tan45・
`[三二]    1‐

0
:m

踵己
「

~~π ~

tan45°=匡コ

(1)教材の特徴

三角比は,角度で決まる辺の比で,高校で初
めて学習する全く新しい概念の数である。いろ

んな角度における影や辺を提示することで,比
が相対的に変化し,角度で決まる値であること

を強く印象づける。

(2)教材の内容 (図 1の起動画面を参照)

太陽高度を矢印ボタンで変えることで,太陽
の位置と影の長さを変化させることができる。

直角三角形や,高さ/影の辺の比の計算をボタン

で表示させることができ,それらは,角度を変

えることで相対的に変化する。角度で決まる辺

の比であることを印象づける提示用シミュレー

ション教材である。

3.開発教材一覧
現在,開発した教材は以下 (図 2)である。

静  数学I

4.課題
見やすい画面の検討

教材開発グループの組織化
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『「振り返り」を身に付けさせる学習指導』
～観点別学習状況の評価 を近 して～

沖縄県名護高等学校 末 吉 敦

1.研究のねらい

基礎・基本の定着や問題解決能力の育成には,

生徒自身が「学習の内容」や「学習の過程」を振

り返るという学習活動が必要であると考える。ま

た,こ のような振り返るという学習活動は,自 ら

考える力の育成や自ら学ぶ意欲にもつながる大切

なことだと考える。

そこで,観点別学習状況の評価を用いて自己の

学習状況を把握することによつて,「学習の内容」

や「学習の過程」が振り返りやすくなり,生徒が

興味を持って数学に取り組めるようになるのでは

ないかと考え,本テーマを設定した。

2.研究の内容

(1)観点別学習状況の評価について

高等学校の評定においても,4観点による評価
を十分に踏まえる。そこで,高等学校数学科の目

標を数学の4観点に照らし合わせると「数学にお

ける『知識・理解』を深め,『表現・処理』する

能力を高め,数学的活動を通して創造性の基礎を

培うとともに,『数学的な見方や考え方』のよさ

を認識し,『関心・意欲・態度』を育てる。」とな

る。

3.研究のまとめ
「4観点の判断基準を明確にした自己評価カー

ド」は,生徒にとつて自己の学習状況を把握し「振

り返り」を身に付けさせるものとして有効である

ことがわかった。特に,生徒自身が自己評価を行

また,評価規準を数学の評価の観点及びその趣

旨,数学科の評価規準,数学 Iの評価規準,第 1

章の評価規準の順に設定した。

(2)「振り返り」について

「学習の内容を振り返る」「学習の過程を振 り

返る」という「振り返り」の場面は学習を進めて

いくうえでとても大切であり,こ の活動によって

反省したり見通しをもつたりしながら生徒自身に

適した学習活動を進めるようになる。よつて,「振

り返り」という学習活動は,基礎・基本の定着や

自己学習力の育成に重要であると考える。

(3)観点別学習状況の評価の活用

生徒が「振り返り」やすく,新たな自分の日標

や課題を持って学習を進めていけるように「自己

評価カー ド」 (表 1)を作成する。この「自己評価

カー ド」には,習熟の程度に応じて学習の段階を

確認することができるように,観点別学習状況の

評価を取り入れる。その際,4観点の明確な判断
基準を明記 し,到達度を正確に自己評価できるよ

うにする。さらに,その後の自主学習を促し,学

習内容の習得を図る。

ったことが「振り返り」を身に付けやすくしたと

思われる。今後の課題として,「わかりやすい判

断基準作り」や 「妥当な判断基準作り」などが挙

げられる。今後はより活用しやすい自己評価カー

ドの工夫を図っていきたい。

表 1 4観 点の判断基準を明確にした自己評価カー ド (抜粋 )

“
Ｗ 教 学習内容

[十分満足できる (A)」
「習得への手だて (C)」

断  基  準
「おおむね満足できる (B)」

判 自己評価

知 表 考 関

，
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『数学における課題解決学習の実践』

～具体的操作・ 体験 `:テ 習を近 して～

沖縄県北部農林高等学校  新  土亘  公  崇

1.Iま じめに

本校は農林高校ということで,教=育課程におい

て,実習授業が多い。そのため,生徒たちは (座

学による)授業と実習の結びつきを強く意識して
いる。数学の授業をしていても「何の役に立つの

か」ということを頻繁に聞かれる。そこで,数学
の授業において,実習 (体験活動)と結びつけて

学習することはできないかという考えから,この

テーマを設定し,研究することにした。

2.研究の内容
(1)学習指導の研究

①課題の設定

「三角比を用いて測量する (三角路)」 を主題

とし,(1)樹木の高さを測量する,(0水 平距
離を測量するの2つを課題として設定した。

②学賢形態 。方法の工夫

課題提示後,生徒自身に課題解決の方法を考

えさせるようにした。また,その解決に用いる

.道具の作成をさせた。

ワークシー トを作成し,測定した値を記録さ

せ,計算は体験学習後に行うようにした。
(2)教材教具の研究

①教材教具の作成

生徒たちのアイデアや資料だけでなく,林業

緑地科,理科の先生方からアドバイスをもらい,

道具作成を行った。また,道具の作成方法をマ

ニュアル化し,生徒たちが道具作成に手間どら

ないようにした。

②ワークシー トの作成

体験活動において,生徒たちが効率よく測定,

計算を行えるようにワークシー トを作成した。

3.実践報告
(1)樹木の高さを測量する

①課題の提示

②課題解決方法を考える

③教材 (道具)の作成

④体験学習

ア.樹木の高さを測量する

(ア)測角器を用いて求める方法

(イ)水式測角器を用いて求める方法

(ウ)デンドロメーターを用いて求める方法

イ.三角形の相似関係を用いて測量する

(工)簡易測高器を用いて求める方法

(オ)ワイゼ測高器を用いて求める方法

(力 )太陽光線の平行性を利用して求める方法

⑤まとめ (事象の数学化,樹高の計算)

(2)水平距離を測量する

①課題の提示

②課題可決方法を考える

③体験学習

(ア)余弦定理を用いて測量する

(イ)縮小図を描いて測量する

(ウ)ト ランシットを用いて測量する

(工)光波測定器を用いて測量する

④まとめ (事象の数学化,距離の計算)

4.研究結果
授業後,生徒たちから「自分で測量器を作って

測ったので,楽 しかった」,「プリントにある問題

が現実の問題になっていて,体で数学ができた」

などの感想があった。

また,ア ンケー トを取ったところ,「面白かった」,

「興味 。関心がわいた」という意見が多かった。

5。 研究のまとめと今後の課題

体験活動を取り入れた数学の授業は,生徒の興

味 。関心を引き出す学習形態であることがわかっ

た。

授業が計画通りに進まなかったこと,実習時に

生徒把握がうまくいかなかったことが課題として

残った。これからも実生活と数学を関連させた授

業展開を心がけていきたいと思う。
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～習熟度別 のプ リン ト～

沖縄県コザ高等学校  多 和 田  哲  章

1.は じめに

本校は,全校生徒 1441名 の大規模校で,沖縄県

下における中堅校である。生徒たちは全体的に明

るく何事にも積極的で,授業を受ける態度も良い。

疑間が生じるとすぐに質問するので授業中の反応

も良い。しかし大規模校である為に,進学意識や

目的意識が多様化しており,上位と下位の学力の

差が大きい。そのため,授業の展開において理解

力が低い生徒が授業についてこられない傾向があ

った。そこで生徒の希望と,私の指導方針が一致

した事もあり,プリントを使った授業に切り替え

た。その際,授業についてこられない生徒を少し

でも減らし,「解ける喜び」を体感できるような授

業を行っていく方法を探るために習熟度別プリン

トを実践することにした。

2.実践内容 (習熟度別プリント)
以下に示す 3種類のプリン トを作成 し,ク ラス

内で習熟度展開を行 うような形を考えた。

(1)解答は空白でヒン トも何も無いプリン ト。

(2)穴埋め形式のプリン ト。但しヒン ト無し。

(3)穴埋め形式で,ヒ ン トもあるプリン ト.

授業の流れは,まず定義や公式の説明をした後 ,

公式と関連付けて例題を解いた後で,問や練習問

題を生徒に解かせ発表させる形式である。

基本的には (1)のプリン トのみを使用するが,少

し難しい問題を解く際に,この形式を採用 した。

その際,(1)と (2)のプリン トを両面刷 りにし,ど
ちらを利用するかは生徒に判断させる。(3)のプリ

ントは 10枚程度準備 しておき,机間巡視の際,応

用力が身に付いていない生徒に配布 した。

※プリン トの一部分を抜粋 し提示する。

3.ま とめ

表①より,プ リント学習は生徒に受け入れられ

ていると感じられる。表②より「数学が楽しい」

と思う生徒の割合が増えている。プリントに対す

る質問が放課後にあり,個別指導にも役立ったが ,

「数学が嫌い」と思う生徒の割合が増えているの

も事実である。今後より多くの生徒が「数学は楽

しい」と答えられるように,プ リントを改善して
いきた。

(表①)
●とても分かりやすい

口分かりやすい

責わらない

分かりにくい

使わない方がいい

(表②)

(プ リン ト例 :(1)。 (2)0(3))

(1)【練習問題】次の関数を微分せよ。

ノ=(′~lx2′ +χ+助

角準)

(2)【練習問題】次の関数を微分せよ。

ノ=(′-lx2′ +χ+⊃

解)ノ =∈ _J(2′崚+3)く′-lx____プ

={c)一 ol}(2′わけ3)くメー1)(o■o'■(D')

=2く二 )-lx_」

(3)【練習問題】次の関数を微分せよ。

ソ=(′-lx2′ +χ+⊃

解)ノ =∈ _J(2滲け 3)ぜ-lx___D'

=(D'一 o')(2群け+3)‐く′-1)(o'+o'■o'}

=2走量 ■)ぜ-lx_⊃

〔ヒント〕

●係χ)メχ))'=メ (χl逸(χ)ザ●U(χ)を使おう。

●∝χ>まつ)1プ1(χ)+ゴ(χ)を使おう。

プリントを活用した授業はどうですか?
口3%、
「・
0%口1/11illl鰺
翡り0絆|%
t 
‐炒鼈

口50%   ノ
V

数学が楽しいですか ? 31

18.8 281 500

後
15.6 43.8              25.0 ~L~~1

0% 20■ 60% 80% 100%

願 :I囲

口とても楽しい 口やや楽しい ■1 ロ  ヽ ■
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第 58回 九州算数・数学教育研究 (鹿児島)大会に参加 して

小学校

西原町立西原東小学校 宮 城 若 子

今回は,複雑な思いで参加 させて頂 きま した。 とい うのも,私が算数研究会に関わるよ

うになって初めて参加 した九州大会が,前回の鹿児島大会で した。あれか らもう 1周 りし

たのか と思 うと,月 日の流れの速 さに驚 くと同時に 自分は年月の分 ,成長 しているのか と

考えさせ られま した。

前回は初めてでもあ り,次年度のの熊本大会では,発表者 とい うこともあって,どんな

大会なのか どきどき しなが ら,た くさんの資料を集 めまわっていたよ うな気が します。

しか し,今回は発表者には申 し訳ないのですが ,一般参加で講演会 もゆつた りした気持

ちで聴 くことができま した。大会主題 「無限の可能性 をひ らく算数 0数学教育」 と関連 し

て行われた記念講では

南極地域観測隊に 2度 も参加 された宮田隊員が ,写真 を見せて下さりなが ら 「無限に広が

る氷の大地 ,そ こで私が得たものは」 と題 して話 されま した。南極なんて一度 も行った こ

とない,いや一生行けないであろ う私は,吸 い込まれ るよ うに聴 き入っていま した。宮田

さんは ,「観測隊 として 日本を離れ ることによ り,救急医 としての技術や勘は失った。でも ,

何 もない,人 もいない南極で,力 を合わせれば何でもできる,人間ってすば らしい とい う

感動 と,恵 まれた 日本の生活で忘れて しまいがちな感謝す る気持ちや様 々な知識 ,地球温

暖化の危機感 な ど多 くのことを得た。」と,お 話 されま した。人間は ,つ い当た り前のこと

を忘れがちになる。私は子 どもたちにも,ぜひ話そ うと思いま した。

さらに,小学校部会のシンポジウムや各先生方の実践発表 を聴かせて頂きなが ら,無限

の可能性 を秘めた子 どもたちに,算数・数学のもつ無限の可能性や感動 を伝 えられ るよ う

な教師であ りたいと思 うと同時に,こ れまでの 自分に勝 をいれ ることができま した。

久 しぶ りに,研究大会に参加す る機会 を頂 き,大 変感謝 してお ります。あ りが とうござ

いま した。

浦添市立浦城小学校   片 平 雅  明

今年の九数教大会は全国大会 とい うこともあって ,いつ もの九数教 よ り規模が大きくそ

れだけで興奮 していま した。

小学校部会の講演は正木孝昌先生で 「活動的算数 と授業」の演題でな さいま した。私は

「何のために算数の授業をす るのか。」「自分の力で新 しい課題 を解決できるような数学的

な考え方を身につけさせ ,子 どもが将来社会に出ていろいろな課題 に直面 し,そ の解決の

時に数学的な考え方が間接的にも役だってもらいたい。」と自問 自答 をよくす る。そのため

にも「根っこ」とい う基礎・基本。自分の力でどうにかやってみようとい う態度。そ して ,

学び合い高めていくよ うな学級作 りが大切だ と思っている。 日頃考 えていることが正木先
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生の講演で,具体的なことまで聴けたことはとて も勉強にな りま した。
二 日日の研究発表は 27分科会 に分かれていたので ,ど の発表を聞きにい こうか前 日の夜

に大会要項 と発表内容が書かれている学会誌をめ くりなが ら計画を立てていま した。私が

一番興味を持 ったのは東京都算数教育研究会の 「数学的な考え方を伸ばす指導 と評価の在

り方」 とい うポスターセ ッシ ョンで した。そ こでは , 1時 間弱互いの意見を出 し合い交流

す ることが出来ま した。

今回の研究大会に参加 させて頂き,大 変感謝 してお ります。 どうもあ りが とうございま
した。

中学校

石垣市立石垣 中学校 伊波 興太

目の前に広がる雄大な桜島を眺めながら,全国・ 九州数教研大会が鹿児島で開催 されま
した。私は人重山地区推薦 とい うことでこの大会に参加 しましたが,大会の規模に圧倒 さ

れま した。約 3000人 とい う全国からの算数 0数学教師を集めての大会は見るものが初
めてのものばか りで した。特に開会式後の記念講演『 無限に広がる氷の大地,そ こで私が

得たものは』 という題での宮田敬博氏の講演は, 自然の素晴 らしさ,厳 しさ,人間が地球
に与える影響 とその課題等を考える素晴 らしい講演で した。特に中学生に聞かせたい内容

で『 南極観測隊』 とい う職業を私な りに伝えられればと考えました。

2日 日は各会場に分かれての研究発表です。私は主に『 少人数指導』 と『 評価』の分科

会を中心に回 りました。評価の分科会は,『 自己評価表』を中心に発表 してお り,1時 間毎
の生徒の活動をどのように評価すればよいか。その自己評価表を成績にどう反映 させてい

くのか。など私が 日頃考えていた課題を,発表者がその学校の実態に合わせて行つている

実践を知ることが出来ました。「これはどうだろう ?」「これでは評価の数が多くないか ?」

発表を聞 くことにより疑問も生まれてきて,自 分 自身が石垣中学校で行つている自己評価

表の在 り方について改めて考えさせ られました。

この分科会を 1日 回ってみて各都道府県の先生方 も私たちと同 じ疑間を抱え,試行錯誤

をしながら頑張っている姿を見ることができました。また短い期間でこれだけの研究内容

を発表できるとい う先生方の熱意 と努力も合わせて知ることが出来ました。

その夜は懇親会で,小 中高大 とこの大会に参加 した先生方 と話す機会があ りました。い

ろいろな先生方 と出会えたことで,私 自身にいろいろな考え方が出てきました。
この大会に参加 して大変勉強にな りました。またこの大会に参加 させて頂いた沖縄県数

学教育研究会に感謝 します。
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那覇市立古蔵 中学校  謝花 蔵

始めての九州算数・数学研究大会への参加で, しか も全国大会 とい うこともあって,毎
日が新鮮で発見の連続で した。

初 日のア トラクションの鹿児島中央高校音楽部のスティールパンの演奏は,躍動感があ

り,そ れぞれが一生懸命でまとま りもあ り,と て も引き付 けられました。指導 された先生

もきっとす ごい と思いますが ,あれだけのことができるのは生徒が主体的に取 り組み ,「 よ

り質の高い演奏を」,「 多 くの人に見てもらお う聞いてもらお う」 とい う目標 を持 ち取 り組

んだ結果成 し得たものだ と思います。夏休み明けの行事が ,生徒に感動や充実感の得 られ

る活動であって欲 しい と,そ れに向けて意欲が湧いてきま した。

また,分科会では教育課程研究で取 り組んでいる少人数授業の取 り組みに関 しての発表

を中心に聞きま した。発表は , 日頃の実践をそのままに具体的なもので ,と ても参考にな

りま した。習熟度別の課題設定 ,単元 ごと分け方の工夫 ,単元の導入の事例 ,少 人数授業
での基礎基本の定着の工夫な ど日頃の授業で疑間に思っていること取 り上げられ ,き ちん

と検証 されてお り,「 2学期はこれ をつかってみよ う」と,思 うことばか りで,と て も勉強

にな りま した。

始めての数学研究大会への参加であったが,毎年 このよ うに数学教育に関す る真剣で活

発な意見交換が行われているとは知 りませんで した。最後に,こ の研究大会へ参加 させて

頂いたことに感謝 し,こ の大会得た刺激を生徒へ還元 していきたい と思います。

豊見城市立伊良波中学校  平田 美和子

今回初めて このような研究大会に参加 しま したが,一番感 じたのは,参加 した先生方の

数学教育に対す る熱意です。数学離れが問題 となつている今 日,生徒が興味 。関心をもっ

て数学に意欲的に取 り組むには どうすればいいのか,基礎・基本を定着 させ るには どうし

た らいいのかを真剣 に考え,取 り組んでいるのが感 じられま した。

各分科会においては ,図形に関 しての演繹的な推論法 ,三平方の定理の導入 ,「 考える心」

が育つ学習表 ,オープンエン ドアプローチによる問題作 り,ポ スターセ ッションによる問

題作 りの発表 ,表計算 ソフ トを利用 した関数指導 ,正負の数の加減法指導のあ り方につい

て実際に発表 を聴 く事ができま した。 どれ も素晴 らしい発表で,こ れまでの自分の授業の

実践をふ りかえつて納得す る点 ,反省す る点があ り,ま た ,初 めて知った指導法で自分の

授業にも取 り入れていきたい と思 う物 もあ り,た いへん勉強にな りま した。その他 ,実際

に聴 く事のできなかった発表 も,後 日CDで 確認す るな どして,こ れか らの 自分の学習指
導に生か していきたい と思います。

今回の大会に参加 して,県内だけでな く九州や全国の先生方の様 々な取 り組み,考 え ,

研究を知 る事ができて ,自 分に とってはたいへん良い刺激 にな りま した。また,小 中高大

合同懇親会では,普段なかなか交流のない小学校や高校 ,大学の先生方 ともお話 しす るこ

とができ,よ かった と思います。事務局の先生方 ,お疲れ様で した。有意義な 4日 間 とな

りま した。 あ りが とうございま した。

-57-



読谷村立読谷 中学校  兼次  しのぶ

今回初めて九州数学教育研究大会に参加 させていただきました。 しかも全国算数・数学
教育研究大会を兼ねてお り,他 県の実践を間近で聞くことができ,と ても勉強にな りまし

た。地区推薦参加に決まったときは,ひ とりでこのような大きな大会に参加することが不

安で したが,実際に行ってみると,大学の同期や先輩 ,後 輩がいて,い ろいろと話す こと

ができ,研究大会の様子も前もって聞くことができ安心 して参加することができま した。

『 無限の可能性をひらく算数・数学教育』 とい う大テーマのもと,講演会,分科会での

実践発表,シ ンポジウムなどがあり,最初は,場違いのところに足を踏み入れて しまった

とい うとまどいもありましたが, 2日 日の実践発表では,た くさんの発表を聞くことがで

き, もっと時間があればいいなと思 うほどで した。

私は 9月 に指導法加配の研究授業を予定 しているので ,『少人数授業』,『習熟度別授業』,

『 評価』についての研究発表に主に参加 しました。沖縄県から参加 している鹿川先生や門

口先生,伊波先生の発表 も聞くことができましたが, 3人 とも堂々と自信をもって発表を
していて,内 容もとても良く,素晴 らしい実践発表で した。他県の発表からもいろいろと

学ぶことができ,少 しでも 9月 の研究授業に生かせればいいなと思いました。また,今回

改めて理論研究も大切なことだ と感 じました。

最後の日の懇親会では,沖縄県の小学校,中 学校,高 校 ,大学 とたくさんの方々と出会

うことができ,と ても有意義な時間を過ごすことができま した。 これか らは研究大会で学

んだこと,懇親会で得たことを生か して,よ りすばらしいものにアレンジしていいものに

していきたいと思います。

最後に,今回の研究大会に参加 させて頂いた多くの皆様に,心から感謝致 します。

東村立高江中学校  玉城 技

昨年参加 した九州数学教育研究 (福 岡)大 会では,発 表者 として初挑戦を しま した。その

中で,い ろいろと学ぶ ことがあったのですが,心残 りになったのが 1つ あ りま した。それ
は,発 表 しているので他の発表者が どの様な内容 を発表 しているのか,そ の研究発表会場
に見に行 くことができなかったことです。そこで今年の鹿児島大会では,九州大会だけで

なく全国大会 とい うことで ,い ろいろな発表 を見ることができたので とて もよかったです。

今回特に興味を持ったのが ,「 基礎的な計算力の定着の向上」です。数学を学習 してい く

上で , どうしても必要な計算。 どんなに考え方が正 しくて も計算ができなければ最終的に

答えを求めることができない。 どの様にすれば,基本的な計算力を身に付けさせ ることが
できるのか。自分な りの結論 として ,基本的な問題 を解き,似 たような問題 を解 きなが ら ,

間違えた場合なぜ間違 えたのかを考えさせ ることで,計算力を身に付 けてい くのではない
か と考えていま した。今回の鹿児島大会でそれを確認す ることができ,それだけではなく ,

いろいろな方法例えば,同 じ問題 を繰 り返 し行 うことでで も可能であることがわか り勉強
にな りま した。

他にも,ALTの 先生 と組んで英語で行 う数学の授業な ど普段思いつかないお もしろい
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内容があ り,全国のさまざまなアイデアやユニークな取 り組みを知ることができ楽 しい時
間を過ごすことができました。

最後に研究発表された先生方 ,講評 された先生方おつかれさまで した。また,こ のよう
な機会を設けてくださった沖縄県中学校数学教育会の先生方ありが とうございました。

高等学校

名護高校  末吉 敦

全国数学・ 算数教育研究 (鹿 児島)大会 との同時開催 となった今大会は、前年度 よ りさ
らに多 くの人が参加 し、熱のこもった大会で した。

発表者 として参加 していろいろ意見をいただきま した。 また、同 じ分科会で も中高一貫

校 として、専門高校 としてな どと違 った考え方や立場での研究をもとに した発表に刺激 を

受けま した。

特別企画では、秋 山仁 (東海大学 )先生の 「定理創 り」を生徒に体験 させ る公開授業が
あ りま した。生徒を 「数学の世界」にふれ させ るヒン トとしたい と考えています。

これか らも今大会で得たことを糧に、生徒に数学の楽 しさを伝 えられ るよ う頑張ってい

きたい と思います。

北部農林高校 新垣 公崇

今回、鹿児島県で行われた 日数教大会に参加 してきま した。私は、昨年度、初任研 を終

えたばか りで、このよ うな大きな研究大会に参加す ることは初めてで した。

今年 1月 に発表者 に決定 し、それか ら私の研究が始ま りま した。私は前々か ら数学 と現

実を結びつけて授業 を行 うことはできないか と試行錯誤 していたため、これまで多 くの先

生方が取 り組んできた三角測量を題材 として、農林高校の特色を生か した授業研究に取 り

組みま した。

研究大会 1日 目の開会式は鹿児島市民文化ホールで行われ、会場がいっぱいになるほど

全国か ら多 くの先生方が参加 しているのを目の当た りに し、2日 目の発表への緊張が増 し

たのを覚えています。

2日 日の高校部会は鶴丸高校で行われ、私は 13分科会で 4番 目の発表で した。発表は持

参 したノー トパ ソコンを使 って行い、 どうにか時間内に発表 を終えることができま した。

質疑応答では、私 と同 じように具体的操作を用いた数学教育に関心のある先生方か ら多 く

の質問がよせ られ、また指導助言者か らはア ドバイス及び今後の授業に生かせそ うな ヒン

ト等をもらい、 とて も有意義な発表 とな りま した。
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今回の大会参加は、授業研究のよい機会になったばか りでな く、他の発表 を聞 くことに

より、これまで以上に数学教育に関す る研究を行わなければな らない とい うよい刺激にも

な りま した。今回の参加で学んだことを少 しで も多 く生徒に還元できるよ う、これか らも

努力を続けていきたい と思います。

豊見城南高等学校  新 垣   保

8月 4, 5、 6日 ,鹿児島市で行なわれた全国算数 ,・ 数学教育研究大会で,昨年度沖縄県総合

教育センター、IT教育センターで開発 した教材を発表 した。昨年に引き続き、 2回 日の発表とな

ることから、今回は、教材を開発に利用 したソフ トmacromedia社の 「Flash MX」 の紹介に重

点を置いて発表 した。このソフ トは、Webコ ンテンツ作成のためのオーサ リングツールである。Web

コンテンツの中でも、アニメーションやボタン操作によるインタラクティブな作品が容易に作れる

など、作成 した教材、簡単なデモ作品などを紹介 しながら、ソフ トの手軽さを強調 した。

前回九数教福岡大会での発表を観ていただいた他県の先生が「Flash MX」 で作品を作成 した

との発表があり、大変励まされた。

また、作成 した教材を紹介する場について、指導助言の先生、また、発表を聞いていただいた他

県の先生方から質問された。自分自身HPを持っているわけではなく、また、作品を登録 している
県の IT教育センターのHPは 、 ID制 限があることなど、多くの方から残念との声が聞かれた。
最終日、秋山仁先生の公開授業は大変興味深く、数学に携わる者 として好奇心を刺激された。展

開、生徒への質問、作業など、日頃の授業で活かすことのできる技術を改めて気づかされた。

今後の課題 として、沖縄県内でもこのソフ トに興味のある先生方で教材開発グループを組織する

ことである。多くの人のアイディアと技術でより効果的な教材をより多く作成できると考えられる。

時間の許す限 りこれからも教材を作成 していきたい。
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数学教育ア・ラ・カルト



数 感 を 養 お う (その24)

2進法の性質の「ゲーム」への応用

琉球大学名誉教授 金 城 松 榮

話し下手で,何の芸もない者でも,数学を応用した余興はできないものかと常々考えていたとき,

思いついたのが,今回紹介する「2進法の性質を使ってできるゲーム」である。

そこで,「BASICによる, 2進法への変換プログラム」を示し,それを使って,ゲームに使える

ような「1か ら 100」 までの整数から成る No.1～No.7のカー ドを作った。

それらのカー ドを作った後,コ ンピュータの機能については,10進法を2進法へ変換するプログ

ラムと同じように, 8進法,16進法のプログラムヘの変換が必要であると考えた。

そこで, 2進法への変換で,た った,「 2つ の行番号」の内容を変えることによって, 8進法 ,

16進法への変換プログラムを作ることができた。

コンピュータの考察については, これらのプログラムの活用で,初歩的な事柄の説明ができると

考えている。

2進小数 (bicimal)に ついては,10進数を 2進数に変換し,10進数と2進数による小数表示を

手計算によって対比させたので,小,中,高校での指導に役立つと考えている。

1.はじめに

コンピュータが日常生活に密着している昨今,そ

の知識を使っての,何か,「おもしろい遊び」がで

きないものかと考えた。

そこで,お もしろそうな話がのっているであろう

「2進法」についての書籍を調べることにした。そ

こで,「年齢当てゲーム」を見つけたが,読んでも

よくわからなかった。しかし,兎に角,「余興」に

使える後述の「No.1～ No.7」 のカー ドを作るヒント

を得ることができた。

最初,それらのカー ドは「手計算」で求めたが,

このような方法では, もっと大きな数を扱うときに

は計算が大変であることに気がついた。

そこで,考えたことが, 自然数を2進数に変換す

るプログラムをつくることであった。

そうこうしているとき,「大学入試センター試験

問題」で,プログラムに関する問題を目にしたので,

いっそのこと,「小論」としてまとめてみようと考

えたのである。

「小論」とはいえ,現在,高等学校で使われてい

る教科書をはじめとして,多くの関連書籍を参考に

した。そのとき,外国では小学校のころから「コン

ピュータの指導に力を入れている」ことがわかり,

本稿でも子どもたちが興味をもつように「加減乗除

の計算の仕方」のプログラムを示してある。
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2.コ ンピュータで使う数字

(1)2進法とは

私たちが人数を数えるとき,1人,2人,3人 ,・……,

8人,9人,10人 と数える。

このような数え方で,「9人から 10人」になると

きは,「桁が 1つ繰り上がり lo」 となっている。

このように,「 0～ 9の 10個」の数字を使って表

す方法を,「10進法」と呼んでいる。

このような 「10進法」に対し, コンピュータで

は,「oと 1」 の 2数字だけの組み合わせでできてい

る「2進法」が使われている。

コンピュータでの「2進法」の表し方は,「電流

が流れない状態の『off』 を『 0』 に,電流が流れ

る状態の『on』 を『 1』 に対応させ,『 0か 1』」

という単純な表現に置き換えている。

例えば,伸ばしている指を「1」 ,曲げている指

を「0」 として数えることを工夫すれば,片手の指

5本だけで 「00000」 から「11111」 まで

の 32通 りの数え方ができるように,「計算のみでな

く,いろいろなこと」ができるようになっている。

(2)8進法とは

前述してあるように,コ ンピュータでは,1本の

指で,「 0と 1の 2通 りの表し方」ができる。これ

を「1ビ ット (Bit):(0か 1で , 2進法の 1桁

に相当)」 といって, これが,コ ンピュータの最小

単位である。

次に,指の 8本分,つ まり, 8ビットを 1バイ ト

(Bメe)とする単位がある。

2進法では, このビットとバイ トの単位を用いて

数の数え方をする。

バイ トの次の単位には,「 210‐ 1024」 で表す :K

(キロ)を用いて, lK(=1024)バイ ト,その次の

単位に,220の lM(メガ)バイ ト, また,その次の

単位に,2∞ の lG(ギガ)バイ トヘと大きな単位

がある。

「10進法」の数え方で,「 8進法」については,

類推できることではあるが,念のため, ここで,解

説しておくことにする。

私たちが,何か,ものを数えるとき, 1つ, 2つ ,

3つ , 4つ , 5つ , 6つ , 7つと数える。

そこで,「 7つから8つ」になるとき,「桁を 1つ

繰り上げて loとする方法」が 「8進法」である。

(3)16進法とは

16進法では,何かの個数を数えるとき,「 1個 ,

2個, 3個と数えるように,16個 までの,すべて

の個数に対応する『桁上がりのない』 :(1桁の数

字に相当)」 の数字が必要である。

そこで,「 0か ら9までは,『 lo進法』と同じよ

うに表し」,それに続く数字として, 2桁の10,11,

12,13,14,15は使えないから,例えば,「 lo→⑩

→へ 11→①→B,12→⑫→C,13→⑬→D,14→⑭

→E,15→⑮→F」 へと変換させる。

そ「して1 「0, 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8,

9,A,B,C,D,E,F」 の 「16文字」による表

し方が 「16進法」である。

(4)10進法のp進法への変換の仕方

10進法で表された自然数Ⅳ をp進法で表す方法

を説明し,その実践例として,Ⅳ =123を p=2,

p=8,p=16進 数で表してみよう。

[説明]P進 法とは

,を 2以上の整数とすれば,p進法で表された

πけたの自然数 (Ⅳ )を 10進法で表すと,

N : a,p"-' * ar-rp"-' +""" * arp * a,
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0≦ α2≦ p~1, 0≦ αl≦ p~1とする。)

そこで,Ⅳ をつでわると,

商 :α 2〆
-2+α
"_1,7-3+・

・…・+α 2, 余り :α lを

得ることができる。この商を,さ らに,pで割ると,

商 :α´
7-3+α
"_1〆

-4+…
+α3,余 り :α 2を

得ることができる。この商を再び,pで割ると,

商 :α
“
メ
ー4+α
π_1〆
-5+…
+α4,余 り :α 3が

得られる。 このような割 り算を続けると,余 りが

「αl,α 2,・……,α
"-1」
と,つぎつぎに得られ,最

後に,商を「o」 にすると,「α2が余り」になる。

故に,このような割り算で得られた「余り」を逆

に辿って書き出した数字,すなわち, ここでは,

「α,απ-lα
"-2・

・・・・・α3α 2α l」

が,自然数Ⅳ をp進法で表した数となる。

[実践例 ]

123を 2進数で表すと,

2Σ_二2ュ    よって,
2)_61… 1 ↑  123
2)__£ュ…1 ↑ =111101l②
2)_15… 0 ↑  と,表せる。
2)___ヱ…1 ↑
22___■…1 ↑
2)___二…1 ↑

0・・・1  ↑

123を 8進数で表すと,

8Σ…二2■.  よって,

8) 15… 3 ↑  123
8)………上…7 ↑  =173(8)

0… 1 ↑ と,表せる。

123を 16進数で表すと,

16襲

16と………■
…① ↑

0・・・7 ↑

よって,

123=7① (16)

=7B(16)

と,表せる。

3.2進法の基本である指の数え方

(1)片手の指の数え方

右手で説明することにすると,下図のように 5本

の指全部を曲げた状態のとき :「 00000」 で

「0」 ,親指だけ伸ばしたとき :「 00001」 で

「 1」 ,人差し指だけ伸ばしたとき :「 00010」

で 「2」 ,親指と人差し指の 2本の指を伸ばしたと

き :「 3」 を「00011」 で表し,・……,親指以

外の 4本の指を伸ばしたとき :「 11110」 で

「30」 を表し,5本の指全部を伸ばしたとき :「 1

1111」 で「31」 を表す。

そこで,5本の指だけで,「 0～ 31」 の「32」 通

りの数え方ができる。

※ [5本の指による2進法の表現]

「00000」 →「0」 →φ ,「00001」 →「1」 →嘔ン
「00010」 →「2」 →ン,「00011」 →「3」 →と

「11110」 →「30」→も 「11111」→「31」 →ψ

(2)2進法を8,16進法で単純化

① 2進法の欠点は,桁数が多くて,われわれ人

間にはわかりにくいことである。

そこで,誰もがわかるように, 2進法を8進

法,16進法に変換することである。そのため

には, 8進法へ変換するのに下から3桁ずつに

区切り,16進法へ変換するときは,同 じく下

から4桁ずつに区切るようにする。

-63-



[例 ]10進数 :「 31」 を,2進数 → 8進数→

16進数に変換すると,次のようになる。

「31」

↓

「 000 1 1 1 1 l② 」

↓

「0 1 1」  「1 1 1」

||    ||
3          7

↓

「0001」 「 1111」

||       ||
l             F

よって,10進数 :「 31」 は,「 1111l② 」,
「370」 ,「 lF⑩」のように, 2進数, 8進数,16

進数に変換される。

読み方は,それぞれ,「イチ イチ イチ イチ イ

チ ベース 2」 ,「サン ナナ ベース 8」 ,「イチ F

ベース 16」 のように,棒読みにする。

② 10進数 :「 106」 を, 2進数→ 8進数→

16進数に変換すると,次のようになる。

「106」

↓

「01101010② 」

↓

「001」  「101」  「010」

||    ||    ||
1          5          2

↓

「0 1 1 0」   「1 0 1 0」

||      ||
6         A

よって,10進数 :「 106」 は ,
「1101010② 」,「 152③」,「 6A(16)」 の

ように, 2進数, 8進数,16進数に変換される。

4.プログラムの考察

コンピュータについて意欲を持たせるには,先ず ,

「四則演算」がどのようにして行われるかを考える

ことも有効な手段だと思う。

そこで,「BASIC言語」による「四則演算に関す

る基本的なプログラム」を示し,それを活用するこ

とからはじめよう。

(1)四則演算のプログラム

REM“四 貝り1演 算''(Ad.,Sub。 ,Mul.,Di)

INPUT PROIM[PT “Xr':X

INPUT PROIM[PT `γゴ':Y

LET A=X+Y

LET S=X― Y

LET Mi=X*Y

LET D=X/′Y

PRINT “和 :AP;へ "差 :Sゴ';S

PRINT “積 :MP:A,''商 :Dゴ';D

PRINT ``''

GOT0 20

END

(2)2進法の加法,乗法

「加法表」 「乗法表」

10

20

30

40

50

60

70

80

90

93

96

99

+

0

1

C)     1

C)     1

1  10

×

0

()    1

0    0

()    11

10進法の九九は「掛算九九」だけでも,81通 り

の答えの出し方を覚える必要があるが,「2進法」

では,「加法と乗法」合わせても上表で見てわかる

ように,た った 8通 りしかないことが長所である。
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そこで,コ ンピュータでは,入力は 10進数で行

うが,最終的には 「コンピュータ内では, 0と 1の

数字」だけで表現する 2進法を用いている。

つまり,次のように,コ ンピュータでは 10進法

を 2進法に変換して計算し,その答えを 10進法に

直して表現している。

(3)コ ンピュータ内での演算の流れ

※ 負の数を表すとき,10進数では,その数の

前に,「マイナスの記号 :(― )」 をつけて表すが,

コンピュータでは,「『 1の補数表示』という方法で

表すようにしている。『 1の補数表示』とは,『全ビッ

トを反転 (0を 1に ,1を oに変えること)』 させた

数に 1を加えた数」を求めることである。

そこで,上の(3)②の「-7」 は「7=00000111」

だから,「 -7」 を「1の補数表示」に直すのには,

『ooooolll』 を反転させた数 (11111000=11111111-

ooooolll)に 1を加えた数を求めえばよい。

つまり,「 (11111000)+1」 =11111001(-2)と なる。

その後の演算は,次のように,「加法」の形に直し

て行うことである。

故に,「 4-7」 ⇒ 「4+(-7)」 とする。

4‐  ―→   00000100

-7→ +111110010← (11111000)+1

-3← …・ 11111101(っ

答えの「11111101」 は「-3」 の「1の補数表示」

である。この答えを導いた過程を「1の補数表示」

の条件式のもとに,下の関係式のように辿れば ,

「→」では「3」 ,「←」では 「-3」 のそれぞれ 2

進数が導かれる。

「11111101(-2)」  ~) 「00000010」  →  「00000011(2)」

「11111101(-2)」  く
~~ 「00000010」  く・

~ 「00000011(2)」

※ 10進数を2進数に変換し,

15  ・……→

× 12 ・……→

30

15

※

×

111100

1111

計算する

1111

1100

180(10)←―・ 10110100②

↑←…………・答えをlo進法に変換する

次に,「2進法の加法,乗法表」と「コンピュー

タ内での演算の流れ」を参考にして,2進法による

「加法,減法,乗法,除法」を具体例でみてみよう。

①  「3+2=5」 の考察
3 ・………→

+2  ・…→

100

+ 11

1or

ｒ
Э 11l②

※ (8ビ ット表示)

※ (-2)は負数の

2進法表示とする。

③  「4× 8=32」 の考察

4 ・………→

× 8 ・……一)×

32

「4+8=12=1100② 」の考察は省略する。

②  「3-2=1」 の考察

3 ― > 11

-10-2

100

1000

100000②

「4-7=-3」 の考察

4: ・・・――) 00000100

-7・・・→ + 11111001(-2)

※ 「3× 2=6」 の考察

掛算は,足し算を「掛ける回数分」だけ行えばよ

いことから,「× 2」 のときは,各ビットの数字を

1ビ ットずつ 「左」へ,ずらす方法でも求められる

が, ここでは省略する。-3<― …。 11111101(-2)
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④  「3÷ 2=1.5」 の考察 ｎ

ｖ

Ｆ
Э

（５，
“

９

″

1o ) 11

10

10

0.0101・・・ (2) 0.101・・・ (2)

11

0.0110011 (2)

101) 1000

110

101

1000

110

0.0011〉く10=0.0110(2)

(4)P進法変換へのプログラム

lo進数 :Ⅳ を 2進数に変換するのに,各数を手

計算でしていては大変である。そこで,任意の数 :

Ⅳを 2進法に変換するプログラムを作成する。

① 2進法変換へのプログラム

loo REM  ``215未満の自然数の2進法への変換"

1lo DIM R(15)※ (15は 2"の 15)

12o PRINT  “"

13o INPUT PROIMiPT “N=" : N

140 LET K=o   ※ (Kは 2で割つた回数)

15o LET K=K+1

160 LET Q=INT(N/2)

17o LET R(K)=N― INT(N/2)*2

18o LET N=Q

19o IF Q<>O THEN 150

200 FOR I=K T0 1 STEP-1

210 PRINT R(K)

22o NEXT I

230 GOT0 120

1' 1r'r

10

10

10

ヂ
′

′
′

1000

101

0                    0

0.5⑩=希 =5× +=÷………(1)

0.1(2)=÷ =1× :=÷………(� )

(i),(� )よ り, 0.5⑩ =0.1(2)だから,上の

④の演算は正しく,

商 :1.5(10)=1.l② となる。

「4÷ 8=0.5=0.1。 」の考察は省略する。

※ 次に,2進法による循環小数について述べてお

くことにしよう。

[例]+=0.333… =0.:
0

9

丁
=U.666… =0.6 .・ .0.6=0.3× 2

０

〉

∩

Ｖ

11 ) roo

11

100 100

11 11

よって,「 (0.0101… )× 10=0.101・ …②」

.・ . 0.01× 10=0.10②

rr ) roo

I1

0.00110011・・・・・・ (2)

1000

101

÷=0.2,÷ =0.4,■ =0.6
Э          Э          Э

ヂ
′
′

101)

110
′
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240 END

② 8,16進法変換へのプログラム

「8,16進法変換へのプログラム」は前述の

「① 2進法変換へのプログラム」と異なる主なとこ

ろは,次の 2箇所である。

1つ 目は,「行番号 :160の 『Q=INT(N/2)の (N

/2)』 を8進法への変換のときは (N/8)へ ,16進法

への変換のときは (N/16)」 と書き直せばよい。

2つ 目は,「行番号 :170の『R(K)=N― INT(N/2)

*2の (N/2)*2』 を8進法への変換のときは(N/8)

*8へ,16進法への変換のときは (N/16)*16」 へ

と書き直せばよい。そこで, ここでは,16進法ヘ

の変換プログラムを示すと,次のようになる。

↓     ↓    ↓    15← →

↓     ↓    255← 1～ 27総和→

↓    4095←1か ら211までの総和→

65535← 1の位から215の位までの総和→

65535

==1111111111111111(2)

=:1× 215+1× 214+1× 213+...+1× 21+1

=⑮×163+⑮×162+⑮×161+⑮
=⑮⑮⑮⑮(16)=FFFF(16)

4095

==11111111111l②

=1× 211+1× 210+・・・・・・+1× 22+1× 21+1

=⑮×162+⑮×161+⑮

=⑮⑮⑮ (16)=FFF(16)

255==1111111l②

=1×27+1×26+1× 25+...+1× 21+1

=⑮×161+⑮=⑮⑮ (16)=FF(16)

15==11110

=1× 23+1× 22+1× 21+1=⑮ (16)

ここでの表示のように,各数字の末尾の「②,

(16)」 で,それらの数が 2進数であるか,16進数

であるかの区別をしている。そのときの「数」の

読み方は前述のように,棒読みにする。

100

110

120

130

140

150

160

170

180

190

200

210

220

230

240

REMi “165未満の自然数の16進法への変換"

DIM R(5) ※ (5は 165の 5)

PRINT  “"

INOUT PROIM[PT ``Nゴ ':N

LET K=o

LET K=K+1

LET Q=INT(N/16)

LET R(K)=N― INT(N/16)*16

LET N=Q

IF Qく>O THEN 150

FOR I=K T0 1 STEP-1

PRINT R(K)

NEXT I

GOT0 120

END

③ 2進数→16進数への変換例

215=32768

↑

1111

↓

211=2048

↑

1111

↓

27=128

↑

1111

↓

23=8

↑

1111

↓
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5。 マジックカード (各桁の 1の位置)

(カード 1)

1   3   5   7   9   11   13   15

17   19   21   23   25   27   29   31

33   35   37   39   41   43   45   47

49   51   53   55   57   59   61   63

65   67   69   71   73   75   77   79

81   83   85   87   89   91   93   95

97   99

(カー ド

4   5

20   21

36   37

52   53

68   69

84   85

100

(カー ド

16   17

24   25

48   49

56   57

80   81

88   89

3)

6   7

22   23

38   39

54   55

70   71

86   87

(カー ド

2   3

18   19

34   35

50   51

66   67

82   83

98   99

(カー ド

8   9

24   25

40   41

56   56

63   72

79   88

95

(カー ド

32   33

40   41

48   49

56   57

96   97

13

29

45

60

76

92

14

30

46

61

77

93

2)

6

22

38

54

70

86

7

23

39

55

71

87

10

26

42

58

74

90

11

27

43

59

75

91

15

31

47

63

79

95

15

31

47

62

78

94

39

47

55

63

４

　

０

　

６

　

２

　

８

　

４

１

３

４

６

７

９

12

28

“
60

76

92

13

29

45

61

77

93

14

30

46

62

78

94

15

31

47

63

79

95

4)

10

26

42

57

73

89

11

27

43

58

74

90

２

　

８

　

４

　

９

　

５

　

１

１

２

４

５

７

９

０
０
　
　
′
０
　
　
４
４二
　
　
ｎ
Ｚ

う
０
　
　
４
二
　
　
ｒ
Ｏ
　
　
ｒＯ

１
■
　
　
ｒ
Э

Ｑ
υ
　

　

Ｆ
Э

う
０
α
υ

７
‘
　
　
Ｆ
Э

Ｒ
）
　

〈Ｖ

０

　

４

　

２

　

６

　

４

３

５

６

８

９

９

　

３

　

１

　

５

　

３

２

５

６

８

９

０

　

８

　

２

　

０

　

４

　

２

２

２

５

６

８

９

5)

18

26

50

58

82

90

19

27

51

59

83

91

21   22   23

68   69   70

76   77   78

84   85   86

92   93   94

100

6)

34

42

50

58

98

35   36   37

43  44  45

51   52   53

59   60   61

99  100

※ ゲームの仕方

「A君に,(1～ loo)の範囲の数を1つ決めさせ,その数を『あ

てる』ゲーム」をする。 →  (右側の下から3行ロヘ)

※ カードの作成の仕方

「カードに数 :『 85』」を記入するには,先ず,「 85」 を

2進数に変換すると,「 1010101」 となる。そこで, 1の

ある位置のすべてのカードに,「 85」 を書き込めばよい。つま

り, ここでは, 1の位から数えて,「 1, 3, 5, 7」 番が「1」

だから,それら4つのカードに「85」 を記入すればよい。

[例]「松井選手の背番号 :『55』」を考えていたとすると,「55」

のある「1,2,3,5, 6」 のカードの最初の数の和,つまり,

「1+2+4+16+32=55」 が答えとなる。

(カー ド

64   65

72   73

80   81

88   89

96   97

7)

66

74

82

90

98

67

75

83

91

99

１
■
　
　
Ｏ
υ
　
　
″
′

　
　
ｒ
Э

７
，
　
　
″
ｒ
　
　

Ｘ^
ｖ
　
　
ハ
υ
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6.む す び に

マジックカードでの「ゲームの仕方」で示した他にも,いろ

いろな遊び方が考えられる。

結びとして,2進小数の手計算による説明と平成 14年度の大

学入試センター試験問題を考察する。

※ 問題 (1),(2),(3)の 解答欄 (カタカナ)のア :,イ :,・…

の後の数字は「解答の数字」を示してある。

(1)2進小数 (bicimal)の手計算

1

6ページの[例]か ら推論すると, 
テ
の 10進小数と2進小数

0    1
の値がわかれば,7 †×2と表せることから,同じような

考え方で 1-   ―争の値を求めるには 一:―の値をそれぞれ

3倍 (2進法では 11倍 ),・―, 7倍 (2進法では 111倍 )すること

で求められるはずである。そのことについて確かめてみよう。

0.142857142857・・・・・・=0.142857=(1■ -7)

z) ro 40

′
′
′

35

0    1         ・     ・        ・     ・
.・ .テ =†×2=0.142857× 2=0.285714

'. |:0. i+zasi

=0.60i② =;十ナ+ナ +…

t)zo

==0.142857

=0.001② ×10=0.0100

=0.285714と ,表される筈である。

それらを実際に計算して確かめてみよう。

10

ヂ
7

′

′
′
′
′
′
′

14

＋一８

１

一
２
十

１

一
２
＋一２

１

一
２

0.285714285714… =0.285714(=2÷ 7)

14

ｎ
）
　

　

ｒ
υ

Ａ
Ｖ
　

　

ＦＤ

ｎ
ｖ
　

　

０
０

０
υ
　

　

０
４

∩
ｖ
９
“

ａ
Ｕ

∩
ｖ
　

　

ｒ
Э

ａ
二
　

　

〇
５

ｎ
υ
　

　

ｏ
υ

民
υ
　

　

■
４

′
′

ｄ
ｒ

′
′
′

ｎ
υ
　
　
ｎ
ё

う
Ｏ
　

　

ｏ
／
″

∩
Ｖ
　
　

ｎ
υ

民
υ
　

　

４

＾

う
０

一

一

〇

　

６

一

一

６

　

５

一

一

′

′
′

ここで,「 1+7」 を 2進小数で求めると,次の

ようになる。

o.oo1001001・・・=0.001(2) (=1-■ 111)

rrr)rooo

111

1000

111

o.oloolo… =o.oloO(=10÷ 111)

r i r) rooo

111

1000

111

上の結果らして,推論が正しことがいえる。

よって,次のことがわかる。すなわち,

ｎ
υ
９
々

′
′
′ 10

14
′
′
′
′

3    1

7  7X3=0.142857×
3=0.428571

=0.001② ×11=0.01l②

l  l  l .1

=22+23+25+26+
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虔    1        .    .       .    .

故に'7 7× 6=0.142857× 6=0.857142

==0.001(2)× 110==0.110(2)

==0.857142

1    1    1    1    1=7+22† 24+25+27+・

(1)

A=50,       110 B=11

B〈 =0;11〈 =0  ×

X=0         140 Y=50

A〈 0:50〈 0   ×

Y〈 B;50〈 B ～ ×

X=1,    2,   3,  4

Y=39,   28,   17,   6

GOT0 160

(2)

Aく 0;-50〈 0   0

Yく B; -50〈 6   0

X=-1, -2, ～, -8, -9

Y=-44, -38, ウ́ ー2, 4

※ ×印は条件を

満たさない。

6く 11で 230行ヘ

カtに , IXI=4, Y=6

170行 |ま 4回 , 210

行は 0回実施する。

※ 0印は条件を

満たす。

4〉 0で 230行ヘ

故に,X=-9,Y=4

で 170行は 0回 ,

210行 は 9回実施。

X=5で 2.4〈 2.5と

なる。故に,230行

‐
で
t, iXI=5, Y=2.4==

[解法 ]

100

120

130

150

160

170

180

190

[解法 ]

150

160

200

210

7    1         ・     ・
最後に,市 =† ×7=0.142857× 7=1

==0.001(2)× 111==0.111(2)

1   1   1

=サ十ナ十ナ+……=1となる。

(2)大学入試センター試験問題の考察

次のプログラムを考える。ただし,120行 の THENの後は ,

コロン「 :」 で区切られた複数の命令をその順に実行させるも

のである。

loo INPUT “A=";A     l10 1NPUT “B=";B

120 1F B〈 =o THEN PRINT ``B〈 =0~εす。'':

GOT0 240

130 X=0                     14o Y=A

15o IF A〈 O THEN GOT0 200

16o IF Y〈 B THEN GOT0 230

170 X=X+1    18o Y=Y― B  190 GOT0 160

200 X=X-1               21o Y=Y+B

220 1F Y〈 o THEN GOT0 200

23o PRINT `Ⅸ Iは":X;", ``Yは";Y;"。

24o E:ND

(1) A=?に 対して 50,B=?に対して 11を入力すると,

170行はア :4回,210行はイ :0回実行され,

Xは ウ :4,Yは 工 :6です。 と表示される。

(2)A=?に 対して-50,B=?に対して 6を入力すると,

170行はオ :0回 ,210行は力 :9回実行され ,

Xはキク :-9,Yはケ :4です。 と表される。

(3)A='に 対して 14.9,B=?に 対して 2.5を入力すると,

Xはヨ :5と 表示され,その右に Yの値として表示さ

れる数を既約分数で表すと (サシ:12)一 (ス :5)と なる。

220 -5o〈 o GOT0 200

[解法](3)

150Aく o;14.9〈 0  ×

16o Y〈 B: 14.9〈 2.5    ×

170  X=1,   2,    3,   4,   5

18o  Y 12.4, 9.9,  7.4, 4.9, 2.4

190 GOT0 160
24_12し

,、 2
TO~5C′よつ°
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平成16年度 沖縄県数学教育会役員等
会  長 又 吉 孝 一 (首 里 高 等 学 校 )

カヨ子 (

一 男 (

栄 (普 天 間 高 等 学 校 )

晋 (浦 城 小
典 (那覇国際高

(那 覇 西 高 等 学 校 )

学 校 )木 村 正 義 (港 川 中 学 校 )
学 校 )

ヽ
等
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開
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村

　

城

永

中

　

金
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校
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(港 川 中 学 校 )
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平成 16年度 沖縄県算数教育研究会役員

会  長   永 山 カヨ子 (城 岳 小)

副 会 長 神 村 洋 子 (金 城 小)

小波津 俊 一 (佐 敷 小) 稲 田

事 務 局

有 (泡 瀬 小)

力  (と よみ小)

会   計 千賀子 (宮 城 小 )

監  査   大 嶺 愛 子 (真嘉比小)

理  事
《那覇地区》

湾宜野子

子

邦

濃

城

嶺

宮

稲

′―
句
　

・‥句
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間
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宮

片
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寛
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島
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大

安 謝 小)

前 田 小)

那隔市教育研究)

若 狭 小)

松 川 小)

高 嶺
瑞慶覧

佐々木

照 屋
有 銘

徹 雄
恵美子

佳代子

教 子
泰 成

(小禄南小)

(若 狭 小)

(識 名 小)

(牧 港 小)

(琉 附 小)

喜美子 (久米島小 )

神 森 小 )

那覇市教育研究|)

,自   ′jヽ )
大 岳 小)

《中頭地区》

《島尻地区》

《国頭地区》

義務教育課 )

沖縄市教育研究所)

西原東小)

普天間第二小)

忠 是 (与那原町教委)
由 勝 (佐 敷 小 )

万寿子 (西 崎 小)

さおり (与那原東小)

照 子 (安 和 小)

司  (安 和 小 )
ひとみ (大 宮 小)

稔  (中頭教育事務所)
吉 春 (古 堅 小)

康  (勝 連 小)
清 人 (琉 附 小)

比 嘉 葉 子 (県教育セ)
根 月1 勝 子 (大里南小 )
山 川  恵 (粟 国 小 )
瑞慶覧 長 洋 (渡嘉敷小 )

利 真 (中頭教育事務所)
由美子 (中 城 小)

恵 子 (嘉 数 小)

元 児 (大 山 小)

正 一 (具志頭教委)
由紀子 (人里南小)

徹  (大里南小)

きよみ (屋我地小 )

裕 司 (津 波 小 )

浩 美 (屋 部 小 )

子 (久 志 小 )

史 (嘉 陽 小)

覚 (回頭教静務所)

《そ の 他》 石 サ|1   武 (伊 江 小) 元 野 公 雄 (西 辺 小) 古 野   岡||(西  小)
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平成 16年度 沖縄県中学校数学教育会役員

木村 正義 (港川中)

事務局 宮城  肇 (港川中)
上江田里夏 (石 田中)  新里 利和 (港川中)

会 計 仲村美智子 (城北中)  渡慶次直人 (石田中)

監 事 山城 良嗣 (那覇教育事務所 )

会 長

副会長 島袋  晃 (国頭中)
大城 正敏 (松島中)

理 事
《国頭地区》
千葉 康成 (名護中)

《中頭地区》

鹿川 義晃 (嘉数中)
典古田 香 (北谷中)
垣花  徹 (読谷中)

《那覇地区》
内間  靖 (鏡原中)
浦崎 博美 (神森中)

《島尻地区》
神谷 一夫 (伊良波中)
桃原 節子 (佐敷中)

専務理事  長嶺  肇 (仲井真中)
(スーパーバイザー)

問題作問委員
(国頭地区〉
千葉 康成 (名護中)

(中頭地区〉

鹿川 義晃 (嘉数中)
営銘  剛 (沖縄東中)
外間 郁生 (琉大附属中)
普天間英明 (伊波中)

(那覇地区〉
上江田里夏 (石田中)

善国 道太 (城北中)
名嘉原安志 (神原中)
瑞慶覧長嗣 (仲西中)

一夫 (伊良波中)

悟 (東風平中)
一 (三和中)

大城  章 (与勝中)
比嘉 正晃 (伊良波中)

山内ひとみ (宜野座中)

多和田 勝 (津堅中)
門口 安光 (琉大附属中)

大山 盛巌 (寄宮中)

営銘  剛 (沖縄東中)
外間 郁生 (琉大附属中)

仲宗根 歩 (浦添中)  喜友名 朝徹 (上山中)

幸地 五月 (東風平中) 宮城  晃 (潮平中)

山内ひとみ (宜野座中)  池原 健太 (宜野座中)

喜久里成子 (嘉数中)

興古 田香 (北谷中)
垣花  徹 (読谷中)
平良  聡 (高江洲中)

渡慶次直人 (石田中)

平良 満洋 (石嶺中)
池田  武 (小禄中)
仲宗根 歩 (浦添中)

田勝 (津堅中)

安光 (琉大附属中)
研 (読谷中)

多和

F]口

仲松

＞

谷

垣
谷

区
神
新

江

〈島尻地

金城

官城

西里

史 (伊良波中)

晃 (潮平中)
和子 (知念中)

仲村美智子 (城北中)

大山 盛巌 (寄宮中)
田島  岡1(首里中)
仲宗根雅美 (浦添中)

幸地 二月 (東風平中)
比嘉  章 (糸満中)
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平成 16年度 沖縄県高等学校数学教育会役員

湖 城   孝 (西 原) 金 城    啓 (宜野座 )

座間味 宗 繁 (南風原) 半 嶺 通 男 (首 里 )

仲  地 一 (那覇国)仲  里 博 好 (首  里 )

城 人 (浦  工 )

各種委員会
教育課程委員
◎中
島

研究集会委員会
◎多和田
安仁屋 宗

川 博 正 (豊 南 )
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宮 城 竜 幸
香 村   直
金 城 正 樹
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°
ュータ活用研究委員会
◎新 垣   保
伊 ネL 直 樹

診断テス ト委員会

数学 コンテス ト委員会
◎小 成 善 保 (開  邦)○ 多
平 良 哲 也 (向 陽)謝

会 長

副会長

事務局

監 査

書 記
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平成 16年

4月 22日

5月 7日

5月 26[|

6り 122「 l

6月 30H
7月 611

8月 311

～611

8月 1911

9月 9日

9月 16日

10月 6「 |

10月 13日

11月 13日

第1回事務局長会 :平成 16年度にむけて

第1回役員会 :平成16年度新役員の確認,第 1回理事・代議員会について

今後の取り組みの確認,その他
平成 15年度会計監査 :平成 15年度沖数教会計決算の監査

監査委員3人 ,事務局長,会計立会い

第1回理事代議員会 :理事代議員会の審議事項 (役員選出,会務報告,決算 ,
年間計画,予算,その他 )
第31回沖縄県数学教育会総会

講演 :宇田津一郎(元宮崎県立宮崎西高等学校校長 )

場所 :沖縄県青年会館

第1回小中高合同準備委員会 :第27回小中高合同研究会にむけて

第2回役員会 :第 58回九数教 (鹿児島)大会,第 27回 小中高合同研究会について

九数教理事 。代議員会 (福岡市)

第58回九州算数・数学教育会総会並びに

九州算数・数学教育研究 (鹿児島)大会
発表者 :20人 ,参加者総勢 :48人

九数教沖縄大会(平成 19年度)の第 1回準備委員会

参加者 :平成 11年度沖縄大会の事務局及び沖数教役員

第2回小中高合同準備委員会 :第27回小中高合同研究会の打ち合わせ

第3回役員会 :第27回小中高合同研究大会に向けて

第27回小中高合同研究大会 (嘉数中学校):参加者77人
授業者 鹿 川1 義 晃 。金 城 律 子 (嘉数中学校 )
発表者 宜 保   康 (勝連小学校 )

末 吉   敦 (名護高等学校 )
第2回理事代議員会 :第31回研究大会の確認及び協力依頼

小中高合同研究会の報告

第31回沖縄県数学教育会研究大会
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平成 16年度沖縄県小学校算数教育研究会 会務報告

平成 16年  「個を生かし生きる力をはぐくむ算数教育」

6月 11日 国頭地区総会並びに授業研究会 (名 護市立屋我地小学校 )

授業者 :松  永 しお子 (屋我地小学校 )

授業 :3年 「わり算の導入」 指導助言 :宮平祐吉
講 演 :宮  平 祐 吉 (元那覇市立泊小学校校長 )

演 題 :「わり算についての教材解釈及び自力解決学習の指導法」

6月 15日 那覇地区総会並びに授業研究会 (那覇市立識名小学校 )

授業者 :冨  永 佳代子 (識名小学校 )

授業 :4年 「わり算のしかたを考えよう」 指導助言 :宮平祐吉

講 演 :宮  平 祐 吉 (元那覇市立泊小学校校長 )

演 題 :「 自ら学ぶ子を育てる教材の見方・考え方とその指導法」

7月 28～ 30日 第58回九州算数・数学教育会総会並びに

九州算数・数学教育研究 (鹿児島)大会   参加 16名

発表者 :長間清人 は 鵬小) 宜保 康 (勝連小) 松岡泰成 徹 ‖小 )

永山 清 (仲西小) 大城末子 (識名小) 城間修司 (佐敷小 )

砂川 充 (米須小 )

9月 13日 島尻地区総会並びに授業研究会 (佐敷町立佐敷小学校 )

授業者 :城 間 修 司 (佐敷町立佐敷小学校 )

森     力 (豊見城市立とよみ小 )

授業 :6年 「たんい量当たりの大きさ」 指導助言 :濱比嘉宗隆

講 演 :演比嘉 宗 隆 (元那覇市立城西小学校校長 )

演 題 :「個に応 じた指導」

10月 14日 中頭地区授業研究会 (沖縄市立泡瀬小学校 )

授業者 :山 本 良 和 (筑波大学附属小学校)

授業 :4年 「ニセモノを探せ !」

講 演 :山 本 良 和 (筑波大学附属小学校 )

演 題 :「算数力を育てる授業」

沖数教研究大会 (宜野湾市立宜野湾小学校 )

授業者 :山  本 良 和 (筑波大学附属小学校 )

授業 :6年 「ニセモノを探せ !」

講 演 :山  本  良 和 (筑波大学附属小学校 )

演 題 :「算数力を育てる授業」

11月 13日
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平成 16年度 沖縄県中学校数学教育会会務報告
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１
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４
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研
①

第
第
第

月

月

月

０
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１

第 1回 沖縄県数学教育会事務局長会 (首 里高 )
第 1回 沖縄県数学教育会役員会 (首 里高 )
第 1回 沖縄県中学校数学教育会役員会
沖縄県数学教育会総会

沖縄県数学教育会中学校部会総会

第 1回 沖縄県数学教育会理事・ 代議員会
第 1回 沖縄県中学校数学教育会理事・ 代議員会
第 1回 小中高合同研究会準備委員会 (那 覇国際高 )
第 2回 沖縄県数学教育会役員会、九数教鹿児島大会準備委員会 (首 里高 )
第 86回 全国算数・数学教育研究 (鹿児島)大 会
第 58回 九州算数・ 数学教育研究 (鹿児島)大 会
○第 3分 科会 数 と式
『表現 と処理『 双方』からの数 と式の指導の工夫」

伊波 靖 (名 護市立羽地中学校 )
「生徒がな欲的に参加する少人数指導の工夫」

棚原弘幸 (石 垣市立大浜中学校 )
○第 4分 科会 図形
『自ら考える力を育てるための学目指導の工夫」

幸地五月 (東風平町立東風平中学校 )
○第 5分 科会 数量関係
「儡に応 じた学習指導の工夫」

鹿川義晃 (宜 野湾市立嘉数中学校 )
○第 6分科会 問題解決 。課題学習
『間■解決能力を育む教材の工夫 一致学的活動を通 して一」

門口安光 (琉球大学教育学部附属中学校 )
○第 8分 科会 学習指導法
「一人一人の子 どもを大切に した個に応 じた学習指導の工夫」

仲間 智 (平 良市立鏡原中学校 )
「選択学習における授業改善の工夫」

渡具知清美 (大 宜味村立大宜味中学校 )
○第 13分 科会  TTと 少人数指導
「『 数学的活動の楽 しさ』 を味わわせる学習指導の工夫」

太田康隆 (那 覇市立那覇中学校 )

第 2回 小中高合同研究会準備委員会 (那 覇国際高 )
第 3回 沖縄県数学教育会役員会
第 27回 小中高合同研究会 (嘉 数中学校 )
研究授業 「文字式の計算」  場所 :(数学教室、英語教室 )
対象 :1年 6組    授業者 :鹿川義晃先生、金城律子先生
小学校、高等学校は研究発表

沖縄県中学校数学教育会理事・代議員会

沖縄県数学教育会役員会
回沖縄県数学教育会研究大会 (宜 野湾小学校 )

発表
「学ぶ意欲を育む授業の工夫」
一数学的活動を通 して一

門目 安光 先生 (琉 球大学教育学部附属中学校 )
② 「数学的な見方や考え方のよさを深める授業の工夫」

―多項式における課題学習を通 して一

辺土名 勉 先生 (東村立有銘中学校 )
中高合同講演会
「    」

高橋  均 先生 (東京大学教 育学部附属 中・ 高等学校 )
九州数学教 育会理事代議員会 (福 岡市 )

8月  6日

13日

13日
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平成 16年 度 沖縄県高等学校数学教育会 会務報告
平成 16年

5月 30日

三役会

第 1回 大学入試問題研究委員会 (向 陽高校 )
第 1回 診断テス ト委員会 (北 中城高校 )
第 2回 大学入試問題研究委員会 (向 陽高校 )
第 1回 役員会 (首里高校 )
第 3回 大学入試問題研究委員会 (球陽高校 )
第 4回 大学入試問題研究委員会 (向 陽高校 )
第 5回 大学入試問題研究委員会 (向 陽高校 )
第 1回 研究集会委員会 (開 邦高校 )
平成 16年度 理事・ 代議員会
第 28回 「高校数学教育を考える会」 (開 邦高校 )
九州・ 山口地区 「大学・ 高校 数学科入試連絡会」
参加者 :宮  城   薫 (球 陽高校 )
第 2回 診断テス ト委員会 (北 中城高校 )
第 6回 大学入試問題研究委員会 (球陽高校 )
第 3回 診断テス ト委員会 (北 中城高校 )
第 7回 大学入試問題研究委員会 (球陽高校 )
第 2回研究集会委員会 (沖縄県青年会館 )
第 42回 総会 (沖縄県青年会館 )
平成 16年度 退職者 0新採者激励会 (沖 縄県青年会館 )
第 8回 大学入試問題研究委員会 (向 陽高校 )
第 9回 大学入試問題研究委員会 (向 陽高校 )
第 1回 小中高合同研究会準備委員会 (那 覇国際高校 )
第 1回 数学コンテス ト委員会 (開 邦高校 )
第 1回 診断テス ト実施
第 10回 大学入試問題研究委員会 (球 陽高校 )

第 58回 九州算数・数学教育研究 (鹿 児島)大会並びに総会
第 86回 全国算数・数学教育研究 (鹿児島)大 会
発表者 :新垣  保 (豊 見城南高校) 上江洲  隆 (西原高校 )

末吉  1敦 (名 護高校 )   多和田 哲章 (コ ザ高校 )
新垣 公崇 (北 部農林高校 )

第 11回 大学入試問題研究委員会 (向 陽高校 )
第 12回 大学入試問題研究委員会 (文 書にて事務連絡 )
第 2回 数学コンテス ト委員会 (開 邦高校 )
第 2回 小中高合同研究会準備委員会 (那 覇国際高校 )
第 4回 診断テス ト委員会 (西原高校 )
第 3回 数学 コンテス ト委員会 (開 邦高校 )
小中高合同研究会 (嘉数中学校 )

発表者 I末吉  敦 (名 護高校 )
第 5回 診断テス ト委員会 (北 中城高校 )
第 2回役員会 (開 邦高校 )
第 4回数学コンテス ト委員会 (開 邦高校 )
第 6回 診断テス ト委員会 (北 中城高校 )
第 7回 診断テス ト委員会 (北 中城高校 )
第 3回 研究集会委員会 (宜野湾小学校 )
第 41回 研究大会 (宜野湾小学校) 会誌第 40号 発行
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項
日

Ｈ 科   目 予算 決算 増  減 説  明

収入の部

繰   越   金 51,822 51,822 0 前年度からの繰越

，

″

△
アヽ 費 80,000 80,000 0 小中高各26,000円 ,大2,000

Ｏ
υ 補   助   金 40,000 40,000 0 高数教からの補助金

∠
‘ 雑   収   入 700,000 700,000 0 小中高事務局分担金

Ｆ
０ 繰   入   金 100 100 0 基本資金より繰入

収 入 合 計 871,922 871,922 0

支出の部

1

1

2

3

4

運   営   費 120,500 122,980 -2,480

庶   務   費 70,000 88,185 -18,185 切手代等

会   議   費 20,000 4,295 15,705 会議費補助

諸   手   当 20,500 20,500 0 事務局1万,会計6千等

雑 費 10,000 10,000 0 事務局交通費

2

1

2

3

4

5

6

7

8

事   業   費 714,000 716,940 -2,940

総会・研究大会費 30,000 37,940 -7,940 講師謝礼,花東代,カ メラ等

研究集会委員会費 10,000 5,000 5,000 小中高合同研究会補助

調   査   費 4,000 4,000 0 九数教研究収録

会 誌 編 集 費 10,000 10,000 0 会誌編集会議補助費

会 誌 印 刷 費 400,000 400,000 0 会誌30号印刷費

研 修 会 費 10,000 10,000 0 研修会補助費

派   遣   費 240,000 240,000 0 九数教理事会等

雑 費 10,000 10,000 0 事務局交通費

う
０ 繰   入   金 100 0 100 基本資金への繰入

４

ェ 予   備   費 37,322 12,176 25,146
小中高合同会場費
総会会場費

支 出 合 計 871,922 852,096 19,826

平成15年度 沖縄県数学教育会 決算
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平成16年度 沖縄県数学教育会 予算書
項
日
【

科   目 前年予算 今年予算 増  減 説   明

収入の部

繰   越   金 51,822 19,826 -31,996 前年度からの繰越

０
乙

△
アヽ 費 80,000 80,000 ｎ

Ｖ 小中高各26,000円 ,大 2,000

Ｏ
υ 補   助   金 40,000 40,000 ｎ

ｖ 高数教からの補助金

４

ェ 雑   収   入 700,000 500,000 -200,000 小中高事務局分担金

Ｆ
０ 繰   入   金 100 100 ｎ

ｖ 基本資金より繰入

収 入 合 計 871,922 639,926 -231,996

支出の部

運   営   費 120,500 140,500 20,000

庶   務   費 70,000 90,000 20,000 切手代等

会   議   費 20,000 20,000 ｎ
） 会議費補助

ｎ

ｖ 事務局1万,会計6千等諸   手   当 20,500 20,500

1

1

９

“

Ｏ
υ

４

‘ 雑 費 10,000 10,000 ｎ
ｖ 事務局交通費

事   業   費 714,000 464,000 -250,000

30,000 80,000 50,000 講師謝礼,印刷代等,会場費総会・研究大会費

研究集会委員会費 10,000 ｎ
Ｖ
Ａ
Ｕ
ＡＵ0,

∩

ｖ 小中高合同研究会補助

∩

ｖ 九数教研究収録調   査   費 4,000 4,000

会 誌 編 集 費 10,000 10,000 ∩

ｖ 会誌編集会議補助費

会誌31号印刷費会 誌 印 刷 費 400,000 100,000 -300,000

研 修 会 費 10,000 10,000 ｎ

Ｖ 研修会補助費

派   遣   費 240,000 240,000 ｎ

Ｖ 九数教理事会等

2

1

，

“

Ｏ
υ

４

■

民
υ

′
０

７

‥

０
０ 雑 費 10,000 10,000 ∩

ｖ 事務局交通費

０
０ 繰   入   金 100 100 ｎ

Ｖ 基本資金への繰入

４４ 予   備   費 37,322 35,326 -1,996

支 出 合 計 871,922 639,926 -231,996

■

■
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沖縄県数学教育会 会則

(名称)

第 1条 本会は,沖縄県数学教育会と称する。
(事務所)

第 2条 本会は,事務所を会長の定める学校におく。
(目 的)

第 3条 本会は,沖縄県における数学教育の振興と会員相互の親睦を図ることを目的とする。
(事業)

第 4条 本会は,前条の目的を達成するために,次の事業を行う。
(1)数学教育に関する研究と調査
(2)講習会および研究会等の開催
(3)会誌の発行
(0 九州数学教育会および日本数学教育学会との連携
(D その他
(組織)

第 5条 本会は,沖縄県の小学校算数教育会,中学校数学教育会,高等学校数学教育会,大学数学教
育会ならびに本会の目的に賛同する者をもって組織する。

第 6条 本会に次の役員をおく。
(1)会 長   1名
(0 副会長   3名
(9 理 事   14名 以上 20名以内 (う ち事務局長 1名 ,事務局理事若干名)
(0監 事   3名
(5)会 計    1名
2 役員は,代議員会において,会員の中から選出する。
(役員の任務)

第 7条 役員の任務は次のとおりとする。
2 会長は,本会を代表し,会務を統理する。
3 副会長は,会長を補佐し,会長に事故のあるときは,予め定めた順位にしたがって会長の職務を
代行する。

4 理事は,本会則に定める理事会の任務を行 う。事務局長および事務局理事は理事会の委嘱を受け
事務を処理する。

5 監事は,本会の経理を監査する。
6 会計は,本会の会計を掌る。
(役員の任期)

第 8条 役員の任期は 1年とする。ただし,再任することができる。
2 補充による役員の任期は,前任者の残任期間とする。
3 役員は,任期満了後も後任者の就任までその職務を行う。
4 会長,事務局長及び会計の再任については原則として 5期以内とする。
(顧問)

第 9条 本会に顧間をおく事ができる。
2 顧間は,理事会の議決により会長が委嘱し,会長の諮問に応ずる。
(理事会)

第 10条 理事会は,会長,副会長及び理事をもって構成し,毎学期 1国会長が招集する。 ただし,
会長が必要と認めた場合または理事の 3分 1以上から会議の目的事項を示して要求があった場合,臨時
の理事会を招集するものとする。

2 会議の議長には会長が当たる。
(理事会の定員および議決)
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第 11条 理事会は,理事の過半数の出席がなければ開くことができない。ただし,書面をもって委任
したものは出席者と見なす。

2 会議の議決は,出席者の過半数をもって決するが,可否同数の時は,議長の決するところによる。
第 12条 理事会は,次の事項を審議または執行する。
(1)代議員会に付議すべき事項
(2)代議員会で決定した事項
(3)その他,本会の事業遂行上必要な事項
(代議員会)

第 13条 代議員は,小学校 12名 ,中学校 12名 ,高等学校 7名 ,大学 3名 とし,会員中より選出する。
2 選出の方法は,別にこれを定める。
(代議員会の招集 )

第 14条 代議員会は,年 2回会長が招集する。ただし,会長が認めた場合,ま たは代議員の 4分の 1
以上から要求があった場合は,臨時の代議員会を招集するものとする。
2 代議員会に議長をおく。議長は,招集の都度代議員の中からこれを選出する。
(代議員会の定足数および議決 )

第 15条 代議員会は,代議員の 3分の 1以上の出席がなければ開くことができない。ただし,書面を
もって委任したものは出席者と見なす。

2 会議の議決は,出席者の過半数をもって決するが,可否同数の時は,議長の決するところによる。
3 役員は,代議員会に出席して意見をのべることができる。
(代議員会の議事)

第 16条 代議員会において審議すべき事項は,次の通りである。
(1)役員選出
(2)事業計画および予算
(3)事業報告および決算
(0 会則および細則の改正
(5)その他理事会の提出した議案
(総 会)
第 17条 総会は,年 1固定期的に会長がこれを招集する。ただし,緊急を要する場合には,臨時に総
会を招集することができる。

(総会の議長)

第 18条 総会に,議長,副議長をおき,招集の都度会員の中からこれを選出する。
2 総会の議事は,出席者の過半数をもって決し,可否同数のときは,議長の決するところによる。(総
会の議事)

第 19条 総会において,審議すべき事項は,次のとおりである。
(1)会務および会計報告の承認
(0 会則変更の議決
(3)その他理事会の提出した議案の議決
(経費)

第 20条 本会の経費は,会費,補助金およびその他の収入をもつてこれにあたる。
2 会費の額は,細則できめる。
(会計年度)

第 21条 本会の会計年度は,4月 1日 に始まり,翌年の 3月 31日 に終わる。
(細則)

第 22条 この会則施行についての細則は,代議員会において定める。
付 則
この会則は,昭和 48年 6月 15日 より施行する。
付 則
この会則は,昭和 53年 12月 27日 より施行する。
付 則
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この会則は,昭和 58年 12月 26日 より施行する。

細則

第 1章 会 費 納 入

第 1条 会員の会費は年 2CЮ 円とし,毎年 6月 30日 までに払込むものとする。
第 2条 会員には本会発行の会誌を頒布する。
2 臨時増刊については,実費を徴収するか否かはその都度定める。
第 2章 代 議 員 選 出

第 3条 代議員は小学校算数教育会,中学校数学教育会,高等学校数学教育会および大学数学教育会に
おいて会員中より選出する。

第 4条 小学校,中学校における代議員の数は那覇地区,中部地区各 3名 ,南部地区,北部地区各 2
名,宮古地区,人重山地区各 1名 とし,事情により若干名増減することができる。
第 3章 理 事 選 出

第 5条 理事の数は,事務局長および事務局理事を除き,小学校 3名 ,中学校 3名 ,高等学校 2名 ,

大学 1名および県教育庁 1名 とし,事情により若干名増減することができる。
第 6条 事務局理事の数は,小学校,中学校,高等学校および大学各 1名 とする。
2 事務局長および事務局理事は代議員会で選出する。
付 則
この細則は,昭和 48年 6月 15日 より施行する。
付 則
この細則は,昭和 53年 12月 27日 より施行する。
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編 集 後 記

沖縄県数学教育会は,設立当初の諸先生方の大変な努力とその後の諸先生方の努力によりここまで充

実発展してきました。諸先輩に敬意を表します。

今回は,10月 6日 (水 )に行われた第 27回小中高合同研究会(嘉数中学校)と鹿児島県で開催されました

第 58回九州算数・数学研究大会の発表原稿を中心に編集しました。

また,恒例になりました数学教育ア・ラ・カル トに論文「数感を養おう(その 20」 をお願いした金城

松榮氏には快くお引き受け頂いた事に厚くお礼申し上げます。

今年も算数・数学関係者をはじめ多くの人々の御協力によ会誌第 31号を発行することが出来ました。

関係各位に厚くお礼申し上げます。

終わりになりましたが,今回から大里印刷に印刷をお願いしました。何かとご無理を申し上げました

が快くお引き受け下さいました。本当に感謝申し上げます。

(文責 :金 城 栄 一)

沖縄県数学教育会 会誌第 31号編集委員

委員長
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